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「地球硏言語記述論集」第 6號
序文

千田 俊太郞

記述硏は、今年度も新しいメンバーを迎へながら若干不定期ながら例會が開かれた。本來の

活動の據點であつた地球硏から少しく遠ざかり、京都大學の施設を借りての例會が主だつた。

氣輕に參加できて、誰に氣兼ねするでもなく、本音の議論を交はしてゆく本硏究會のスタイル

は變はらない。

ところで、私はこの硏究會の創設時からの會員だが、2011年度より今年度の 9月まで熊本大

學に奉職してゐた關係で例會參加もなかなかかなはずにゐた。10月より幽靈會員から復歸した

ところで、思ひも掛けず序文を書くことになつた。そのやうなわけで、このところの硏究會の

樣子をお傳へすることはできないが、以下の感想文をもつて序文に代へさせていただきたい。

本論集は七本の論文を收めてゐる。一つ一つに執筆者の個性が反映してゐて、言語の記述が

これほど個性的でありうるのかと感心した。また、いづれも若い勢ひに溢れてゐる。例會での

活潑な言語談議を思ひ起こさせる。

鈴木博之さんの「カムチベット語小中甸・吹亞頂 [Choswateng]方言の文法スケッチ」は「音

體系」、「名詞句」、「動詞句」、「文のタイプと分類」の四つの柱からなる少々特徵的な文法スケッ

チである。鈴木さんはこの構成を「句構造の記述」といふ枠組みだといふ。「名詞句」の記述の

比重が高く、なかでも格體系に多くのページが費やされてゐることから、今囘の記述における

鈴木さんの關心の中心を垣間見てとれる。全體に豐富な例示がなされてをり、資料の價値は長

く殘るであらう。鈴木さんの音記述に關する獨特の思ひ入れは常の通りである。

伊藤雄馬さんの「ムラブリ語の文法スケッチ」は「音韻論」、「標識・接語・接辭、節・句構

造」、「品詞論」、「形態論」、「その他の文法範疇」、「語彙」からなる、これまた獨特の構成である。

「語彙」が文法のいかなる位置を占めるか。伊藤さんは語彙意味論の分野と借用についての議論

を組み込んでゐる。この文法スケッチの特徵は非文の提示が所々になされることにもある。ま

た用語の定義と議論の筋道をしつかり付けてやりたいといふ意氣ごみがよく傳はつてくる。こ

のスケッチに肉付けをするとどんな文法ができあがるか樂しみである。

植田尙樹さんの「モンゴル語における語頭母音添加」は語頭の r及び語頭の子音連續に關は

る母音添加の實態を調査、調査語彙には「全話者の全環境で必ず母音添加が起こる、という語

は 1語もない」といふ狀況ながら、母音添加は「語頭に rを持つ語、語頭子音連続を持つ語とも

に、子音の直後という環境において最も母音添加の頻度が高く、文頭では頻度が低い」傾向や

「語頭の rの前に添加される母音は、強勢を持つ母音ではなく、rの直後の母音がコピーされて

いる」などの結論を得た。言語一般に、借用語がどのやうにレキシコンに記載されてゐるのか、
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考へさせられる內容である。

倉部慶太さんの「ジンポー語の資料と文法注釈」は全 22ページのうち約 6ページが資料とい

ふ構成で、資料の提出のみならず、倉部さんの興味の中心を知ることができる。例へば「はじめ

に」で示されたサブグルーピングの根據や文法註釋 4に詳しい對句表現などは、獨立の論文もす

でに書かれてゐる。テキストは、實はグロスがついてゐれば讀めるといふものではない。その

意味からも詳しい註釋は有り難いものである。また、一篇の論文にならないやうな細かい事實、

しかしその言語を讀み解くのに必要な情報を、世に傳へる方法として、たいへん參考になる。

白田理人さんの「奄美喜界島小野津方言の談話資料」も特徵的である。モノローグでない少

數言語のテキストはまだまだ少ないやうに思ふが、本資料は三人の話者による會話を扱つてゐ

る。會話資料にはモノローグには見られない多くの特徵が現れる。質問と應答の在り方だけで

はない。發話は別の發話者に相槌を打たれ、補はれ、遮られる。書き起こしの苦勞が傳はつて

くる。文法形式でいふと、談話標識、應答表現、文末助詞などの用法には、このやうな資料な

しに記述ができないものも多いはずである。

古本真さんの「スワヒリ語の前鼻音化阻害音について」は前鼻音化音素を樹てる可能性につ

いて形態・音韻的に論じたものである。純粹に音韻論的な事實からは前鼻音化音素の系列を認

める分析の方が「好ましい」。しかし、一つの音素をなすはずの前鼻音部と阻害音部の間に形態

素境界があるやうにみえることがある。これは、9/10クラスの名詞接頭辭 (の一部)とホストの

間にシステマティックに出現してしまふ。古本さんの主要な議論は 9/10クラスの接頭辭に移つ

てゆく。その結論は、この形態的な事實が前鼻音化阻害音の不在といふ音韻的な分析を必ずし

も補強しないといふことにならう。愼重を期する表現だが、要は、前鼻音化音素を考へない理

由はないといふのである。

最後はこの論集には珍しく古典語を扱つた、宮川創さんの「コプト・エジプト語サイード方

言のスペリングにおけるスープラリニアーストロークと音素配列」である。宮川さんは、從來

論據が不充分ながら採用されてきた、スープラリニアーストローク (SS)が成節子音を表はすと

いふ說について、豐富な具體例に基づいて再檢證を行なふ。主に音配列上の特徵を檢證した結

果、辭書記載の單語のうち SSが付された部分が音節のソノリテイピークとなつてゐるパターン

が約 67%と過半數を占め、これに合致しない場合も音配列の制約を考慮に入れた音節構造付與

規則でほぼ說明が可能だといふ結論を得てゐる。

甲午年某月某日

千田俊太郞
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カムチベット語小中甸・吹亞頂 [Choswateng]方言の文法スケッチ

鈴木博之

キーワード：カムチベット語、rGyalthang下位方言群、名詞句、動詞句

[要旨] 本稿では、中国雲南省香格里拉県小中甸郷吹亞頂行政村で話されるカムチベット語吹亞頂
[Choswateng]方言（Sems-kyi-nyila方言群 rGyalthang下位方言群）について、名詞句と動詞句お
よび文のタイプの簡便な記述を行う。特に格体系と動詞句を構成する接辞を詳しく取り上げて記述
する。

1 はじめに
中国雲南省迪慶藏族自治州香格里拉県を中心に話されるカムチベット語 Sems-kyi-nyila（香

格里拉）方言群 rGyalthang（建塘）下位方言群に属する各種方言 1は、瞿靄堂・金效静 (1981)
や張濟川 (1993)などの先行研究がカムチベット語の中の独立方言とみなす「迪慶方言」を代表
する方言群であるといえる。この方言群を代表する rGyalthang 方言は、陸紹尊 (1990, 1992)、
Hongladarom (1996, 2000, 2007ab)、Wang (1996)、《中甸県誌》(1997:147-153)、《雲南省誌》
(1998:421-441)、王曉松 (2008)、趙金燦・李玉朋 (2014)などの先行研究が記述を行っている 2。
rGyalthang下位方言群に属する諸方言は音声方面において多様な異なりをもつ方言群である
が、その多くは同下位方言群内部による歴史的音変化によって説明がつく点が多く、歴史的な
差異が共時的に現れていると言える（Suzuki 2013）。この中で、本稿で記述する香格里拉県小
中甸郷和平行政村吹亞頂 [Chos-ba-steng]自然村（「區哇迪」と書かれることもある）で話される
Choswateng方言は最も古態的な音特徴を保持している方言である（Suzuki 2013、鈴木 2014）。
小中甸郷は自然村ごとに音声特徴において方言差が認められる。吹亞頂自然村の周辺に分布す
る集落で酷似する方言が話されているかどうかはまだ調査できていない。
吹亞頂村に居住するチベット語母語話者の普段の言語使用は、ほぼ土地のチベット語方言を
用いて行われ、必要に応じて漢語（西南官話雲南方言）の使用も見られる。大部分の村民はこ
れら二言語を併用する。このため、Choswateng方言の使用環境は、rGyalthang下位方言群に属
する方言群の中では良好な部類に入ると考えられる。呉光范 (2009:295 3 )によれば、吹亞頂村
の人口は 171人で、この数を Choswateng方言の話者数と見積もることができる。

1 方言区分に関する最新の見解は鈴木 (2014) を参照。rGyalthang 下位方言群に属する方言は、現段
階では香格里拉県建塘 [rGyal-thang]鎮、小中甸 [Yang-thang]郷、格口自 [sKad-grags]郷、三土霸郷およ
び洛吉郷に分布する。

2 長らく rGyalthang 方言の記述に携わってきた Krisadawan Hongladarom 氏は、2005 年当時同方言
の記述文法を用意しているということであった（同氏との個人談話）が、未だ出版されていない。

3 2005年末のデータに基づく。
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本稿で用いる Choswateng 方言の言語資料は、筆者の現地調査で得られたものである。主な
調査協力者はロゾン・ラモ [bLo-bzang Lha-mo]さん（女性）で、吹亞頂村の出身である。語彙
調査および文法調査ともに漢語を媒介言語とした翻訳形式を中心に行った。筆者は諸般の事情
で調査をほぼ吹亞頂村以外で行ってきたが、一度だけ調査協力者の実家を訪れたことがあり、
民話の収集および言語使用に関する情報収集を行うことができた。
本稿の構成は、Choswateng方言の音体系の概要（２節）に始まり、名詞句（３節）、動詞句

（４節）、文のタイプと分類（５節）の順で記述を行う。内容は Choswateng方言の記述に的を絞
り、近縁方言やチベット文語形式との対比という観点からの分析は行わない 4。語釈つき例文
には通し番号を与える。末尾に索引を兼ねたもくじを配する。
筆者はかつて２種のカムチベット語方言に関する文法スケッチを提出した（鈴木 2011, 2012）。
これらは形態・統語について品詞別の記述を目指したものであったが、結果として動詞の記述
は動詞句の記述に相当するものとなった。そのため今回は句構造の記述という枠組みの中で品
詞別の概要の記述を含める形で Choswateng方言の素描を行う。また、澤田 (2013)や Tshe-ring
Lha-mo (2013)の記述も参考にし、文のタイプの記述にも意を用いた。そのため、先の２種とは
趣を異にするものであるが、同方言の輪郭を示すという目的は達成できると考える。なお、本
スケッチは、名詞句・動詞句といった分類方法から漏れる周辺的な要素の記述が不十分である
ほか、なお詳細な分析を必要とする部分が少なくない。これについては、個別に稿を改め行う
ことにする。

2 Choswateng方言の音体系
表記には音標文字を用い、IPAのほか朱曉農 (2010)に定義される音標文字と鈴木 (2005)で用
いられている表記法も断りなく用いる。なお、音体系と音声分析の詳細は鈴木 (2014)を参照。

2.1 音節構造
Choswateng方言の最大の音節構造（分節音の配列）は、鈴木 (2005)を参照して以下のよう

に記述できる。

CCiGVCC　および　 CCiGVCC

このうち Ci（初頭子音）と V（音節核の母音）が必須であり、CiVを音節の最小構成とみな
すことができる。
初頭子音連続において、CCi と CCi が区別されるのは、第１要素が鼻音の時に限られる。
Choswateng方言に認められる末子音には、単子音に/P, j/、複子音に/jP/がある。このうち、/P/

が大部分の例を占める。
これに超分節音素として声調が加わって実現される。ただし声調は原則的に語単位でかかる
が、接辞類が付加される場合には必ずしも語単位ではなく形態素単位になる（2.2参照）。

4 Choswateng方言における主要なチベット文語形式との対応関係は鈴木 (2014)が記述している。

鈴木博之
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2.2 超分節音素
Choswateng方言の超分節音素はピッチの高低による声調として実現される。声調パターンと
して、以下の４種が認められる。

¯：高平 ´：上昇 `：下降 ˆ：上昇下降

声調は原則として語単位でかかるが、最大で２音節を単位とし、３音節以降は低平～中平の
ピッチで発音され、弁別的でない。
声調のかかる単位の中には各種接尾辞類（格標識、名詞化標識、動詞接尾辞など）も含まれ
るが、接頭辞がある場合は接頭辞の声調パターンが語全体の声調に影響し、必ずしも中核的な
語の声調が維持されるとは限らず、動詞複合形式では中心となる各形態素（動詞語幹や TAM標
識）に接頭辞がつくたびに声調が新たに設定される。特定の接頭辞は独立した声調を担うこと
もある。
以上の声調記号は語（または音節）の初頭に付される。

2.3 母音
舌位置による一覧は次のようになる。

¶-ß i 0 W u
e @ 8 o
　 E 　 O

　　 a A

母音には長短および鼻母音/非鼻母音が弁別的である。母音の長短と鼻母音/非鼻母音は互いに
独立しているため、計４種の対立が認められる。ただし、全ての舌位置について４種の対立が
認められるわけではない。特に長鼻母音は出現に制限が見られ、語例もきわめて限定的である。
母音の舌位置の表記は、実際の発音に最も近い補助記号を用いない音標文字で行う。母音の
性質上、音環境によって舌位置に変動が認められるが、本稿ではその記述を省略する。
摩擦性母音/¶-ß/はそれぞれ先行子音によって相補分布し、１音素である。ただし両者の調音方

法に明確な異なりがあるため、書き分ける 5。相補分布の条件は次のとおり。[ß]はそり舌音に
後続し、[¶]はそれ以外の子音に後続する。また、この音素の音声実現はしばしば強い咽頭化を
伴う。長母音として現れる例がほとんどである。
「短母音＋声門閉鎖音/P/」の組み合わせは、語（形態素）によって語中において長母音と交替
することがある。この場合は実際の発音に基づいて記述する。

5 この措置は Choswateng 方言に関連する言語としては王曉松 (2008) の rGyalthang 方言の記述に
適用されているほか、漢語北京方言（または普通話）の記述でも一般的に行われており、朱曉農
(2010:307, 310)でも踏襲されている。

カムチベット語小中甸・吹亞頂[Choswateng] 方言の文法スケッチ
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2.4 子音
音節構造の主子音（Ci）位置に現れる要素の一覧は以下のようである。

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
前 後

閉鎖音 無声有気 ph th úh ch kh

無声無気 p t ú c k P

有声 b d ã é g
破擦音 無声有気 tsh úùh tCh

無声無気 ts úù tC
有声 dz ãü d˝

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch çh xh

無声無気 s ù C ç x h
有声 z ü ˝ J , H

鼻音 有声 m n ï Æ N

無声 m
˚

n
˚

Æ̊ N̊

流音 有声 l r
無声 l

˚
r
˚

半母音 有声 w j
硬口蓋閉鎖音系列/ch, c, é/は舌背全体が広く硬口蓋に密着するタイプの調音動作で実現するの

ではなく、硬口蓋中部から後部にかけてのより狭い範囲で閉鎖を形成する。ただし前部軟口蓋
音（[kj]など）で現れることは、音声学的に存在するとしても、まれである。
また、Choswateng方言に見られる子音連続の組み合わせ数は比較的多いが、その組み合わせ
のパターンは単純で、前鼻音、前気音、わたり音を含むものに分けられる。前の２者とわたり音
は独立して現れることができるから、最大で３子音連続を形成するが、それの出現頻度は低い。

3 名詞句
3.1 名詞句の基本構造
Choswateng方言における名詞句は、中心となる語が名詞の場合、おおよそ以下のような構造

で現れる。

(指示詞)-(関係節)-名詞-(形容詞)-(指示詞/数詞)-格標識-(主題標識)

名詞句は基本的に何らかの格標識（ゼロ形態含む）を伴うと分析できる。しかし実際の記述
の上では、一部の場所・時間などを表す名詞句がゼロ形態による格標識をとるものは絶対格で
はなく位格におかれていると考え、ゼロ形態素 (Ø)および語釈をいちいち表示しない。
また、格標識には主題標識が後続しうる。主題標識は名詞句のみに付加される。
指示詞は２か所に現れうるが、同時に現れることはまれである。詳細は 3.3.2参照。
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修飾句は名詞化接辞を伴う名詞句の場合は被修飾語である名詞に前置され、形容詞もしくは
それに準じる形態の場合は被修飾語である名詞に後置される。両者の修飾句は共起可能である。
また、名詞化接辞を伴う名詞句それ自体が名詞と同等に機能するときも以上の名詞句構造を
とる。
以上のうち、名詞句の中心となる名詞に先行する指示詞、関係節、形容詞は、音節数に関わ
らず独自に声調を担うことができる。
名詞句の中心となる語には、名詞のほかに代名詞も現れる。代名詞の場合、名詞句はおおよ
そ以下のような構造で現れる。

代名詞-(数詞)-格標識-(主題標識)

代名詞は、形態によっては、格標示を格標識ではなく語幹の形態変化によって表すものがあ
る。なお、代名詞は修飾語（句）を伴わない。

3.2 名詞
単音節語、２音節語が多い。派生語や複合語の場合、３音節や４音節で１語になっているも
のもある。

1. 単音節語
¯HnÕ「空」、¯sha「土」、¯Ngw@「頭」、`phAP「ぶた」

2. ２音節語
´nda wa「月（天体）」、`úùhW ÆiP「泉」、´pW sha「息子」、¯C@ lj@「梨」

3. ３音節語
¯HlÃ mbw@ úùh@「象」、´ChÃ: ka ljOP「蝶」、´nÕ ha n˚thAP「シャツ」

4. ４音節語
`HlÕ Ha ùhẽj pÕ「柳」、¯HNW ja: khÕ bW「みかん」、´Pa w@ Æe tsw@「鸚鵡」

３、４音節語と考えられるものの中には、１～２音節ごとに個別の声調を担うものもある。
たとえば´sẼ ´Hzu sha「キッチン」、¯Hna lo ´n˚thA: sha「イヤリング」などがある。
語構成について見ると、次のような接尾辞がよく見られる：/pa, ba, ma, wa, pw@, bw@, mw@/。

いずれも語彙的に決まっており、基本的に生産的であるとは言えない。/ma/には「雌性」を表す
場合には、各種動物名に付加されて「めすの～」を表す。特徴的なのは/wa/で、本来語・外来語
を問わず各種地名に付加されて「～（出身）の人」の意味を表す、数少ない生産的な接辞である。

3.3 代名詞
人称代名詞、指示詞、疑問詞類に分けて述べる。

3.3.1 人称代名詞
人称代名詞は、人称と数が区別される。

カムチベット語小中甸・吹亞頂[Choswateng] 方言の文法スケッチ
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人称 単数 複数 双数
１ ´Na ´Pa wo kẽ ´Pa wo n@j

ˆPa na kẽ [排除] ˆPa na n@j [排除]
２ `tCh0P ˆtCh0P ïA: kẽ ˆtCh0P ïA: n@j
３ ¯khw@ ˆkho ïA: kẽ ˆkho ïA: n@j

「性」は区別されない。「双数」は「複数」の形式に数詞「２」を付加して表すことができ、そ
れ以外の数も現れうるため、体系としては数詞によって数が明示される複数と、そうでない複
数の対立を認めることができる。「敬称」は認められない。１人称複数および双数には「包括」
「排除」の区別がある。双数形は、以上に示した形式に/ka/が後続する場合がある。文意が明快
であれば、各複数形の最後の音節は脱落することが可能である。
各人称の単数は、格標識を伴うと代名詞語幹の形態が変化するほか、場合によっては形態変
化のみで表し、次のようになる。

格 １人称単数 ２人称単数 ３人称単数
絶対格 ´Na `tCh0P ¯khw@

属格 ´Æi: ¯tChiP ¯kh0:

能格 ´NE: ¯tChuP ¯kh8: / `kh8:-j@
格標識を伴うとき ˆÆi- `tCh0P- `kho- / `kh0-

格標識を伴うときの人称代名詞の形態は、以上に示した形式のほか、絶対格でもよい。
以上のほか、「～の家の/～の家族の」という表現が見られる。形態としては/´Pa Æd˝i/「私（た
ち）の家の」、/´tCh0 Æd˝i/「あなた（がた）の家の」、/´kho Æd˝i/「彼（ら）の家の」となる。形態
上は全体で１つの代名詞とみなすことができるが、通常は修飾用法として用いられ、名詞化接
辞もとることができる。ほかに/´Pa na/「我々一家」という形式が認められる。
(1) ˆPa na kẽ-¡ `tCh@ j@ `tCh0P-¡ ´ma-n˚thõ-reP

1.[複/排]-[絶] なぜ あなた-[絶] [否]-見える-[判]
私たちにはどうしてあなたが見えないのでしょうか？

3.3.2 指示代名詞
指示詞は近称、遠称、超遠称の区別があり、事物（人も含む）と場所の異なる系列がある。

近称 遠称 超遠称
事物 ¯ndj@ / ¯ndj@ / ¯P@ ndj@ ¯wo tje / `tj@ ¯Pa tje
場所 ˆnde za / ´ndi je / ´ndi duP ˆHo tje / ˆHo duP / ˆte duP ¯Pa tje za / ˆphu duP

３人称代名詞と同形の/¯khw@/も既知の人・事物に関する指示代名詞「それ」として機能する。
複数の事物を示す形式に、/¯Pa Æi ch@/「これら」、/¯Pa t@ ch@/「あれら」がある。
様態の指示詞には、/´Ho Æi ïãa/「このような」、/´Ho t@ ïãa/「あのような」がある。
指示詞は代名詞の機能と形容詞の機能を兼ねる部分がある。指示形容詞として用いる場
合、/¯ndj@/「この」と/`tj@, ¯tje/「あの」が修飾対象の名詞に前置される。指示形容詞は独立の声
調を持つ。これらが単なる指示形容詞として、ただしその指示力がほぼ失われた状態として用
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いられるとき、名詞に後置され、かつ独立した声調を担わない。
(2) ¯ndj@ `phAP-¡-t@ ´Pa Æd˝i-t@ ´reP

この ぶた-[絶]-[主] 1.[属]-[名] [判]
このぶたは我々一家のです。

(3) ´Pa na-¡ ˆphu duP ´ndOP

我々一家 あそこ [存]
我々一家はあそこに住んでいます。

(4) ¯Ce wa-ndj@-¡ `htjeP-sha ˆka: ze ´reP
もの-[指]-[絶] 与える-[名] どこ [判]
このものを渡す場所はどこですか？

3.3.3 疑問詞類（形容詞・副詞も含む）
¯shW「誰」、`shW ïA: kẽ「誰々」
(5) `tCh0P-¡ ¯shW-¡ ´jı̃

2-[絶] 誰-[絶] [判]
あなたは誰ですか？

`tCh@ 6「何」、´k@ djW / ´k@ ljW「何」
(6) ˆtCh0P ïA: kẽ-¡ ¯tCh@-¡ ´je-ndOP

2.[複]-[絶] 何-[絶] する-[進]
あなたたちは何をしているのですか？

´ka le「どの」
(7) ´Pa wo kẽ-¡ ´ka le ´lÕ-¡ ´Ngw@

1.[複]-[絶] どの 道-[位] 行く
我々はどの道を行きましょうか？

ˆka: ze「どこ」
(8) ¯Ce wa-ndj@-¡ `htjeP-sha ˆka: ze ´reP

もの-[指]-[絶] 与える-[名] どこ [判]
このものを渡す場所はどこですか？

ˆka: j@「どこで」
(9) `tCh0P-¡ ˆka: j@ ´Æ0-wa

2-[絶] どこで 買う-[過]
あなたはどこで買いましたか？

ˆka:「どこへ」
(10) ¯khw@-¡ ´ka: ´pa-Ngw@-reP

3-[絶] どこへ [方]-行く-[判]
彼はどこへ行ってしまいましたか？

6 [`úùh@]という発音も認められる。
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ˆka: le「どこから」
(11) ¯khw@-¡ ˆka: le ´Ho-Ngw@-reP

3-[絶] どこから [方]-行く-[判]
彼はどこから来ましたか？

ˆka: wa「どこの人」
(12) ¯khw@-¡ ˆka: wa ´reP

3-[絶] どこの人 [判]
彼はどこの人ですか？

´k@ zẽ「いつ」
(13) `tCh0P-¡ ´ka zẽ ´ph@-NW

2.単-[絶] いつ [方]-泣く
あなたはいつまで泣いているのですか？

ˆk@ zoP「どう（する）、どのような方法で」
(14) ¯ùha-¡ ˆka zoP `Æa-Hgo-reP

肉-[絶] どう 切る-[未]-[判]
肉はどのように切りますか？

ˆk@ ˝eP「どれぐらい、いくら」
(15) ¯ndj@ ´p@ ùha-¡ ¯Hd˝i ´kÕ ˆk@ ˝eP ´reP

この 牛肉-[絶] 500g １ いくら [判]
この牛肉は 500gいくらですか？

`tCh@ j@ 7「なぜ」
(16) ¯kwh@-¡ `tCh@ j@ ´ma-Hõ-reP ´ndwOP

3-[属] なぜ [否]-来る-[判]
彼はどうして来ないのですか？

なお、次のような文では疑問詞が含まれていても疑問を表さない。
(17) ¯shW-¡ ´ze jı̃ n@ ´Ngw@ ˆma- hpuP

誰-[絶] としても 行く [否]-あえてする
誰であっても行く勇気はありません。

(18) ´Na-¡ `tCh@-¡-la ´ÆeP
1-[絶] 何-[絶]-も [存/否]
私は何も持っていません。

次の文は文脈により解釈が２通りある。

7 `tCh@ j@という形式は、そもそも`tCh@-j@（何-[具]）であったと考えられる。
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(19) `tCh0P-¡ `tCh@-¡ ¯Hg0:

2-[絶] 何-[絶] 必要である
a. あなたは何が必要ですか？
b. あなたは何かを必要としています。

3.4 名詞化標識
頻繁に見出される名詞化標識には/n@/、/t@/、/z@/、/sha/がある。/n@/は基本的に「人、行為者、

道具」を表し、/t@/は「行為」を表し、/z@/は「事物」を表し、/sha/は「事物」を表すほかに「場
所」を表す用法もある 8。形容詞の名詞化は/t@/に限定される。

名詞化前 名詞化後
¯tshõ ˆHd˝OP「商売する」 ¯tshõ ˆHd˝OP-n@「商人」
¯HéÕ「歌う」 ¯HéÕ-t@「歌うこと」
´̊ïúùha「食べる」 ´̊ïúùha-z@「食べ物」
´n˚thÕ「飲む」 ´n˚thÕ-sha「食べ物」
´sẼ ´Hzu「ごはんを作る」 ´sẼ ´Hzu-sha「キッチン」
¯hkW hkW:「白い」 ¯hkW hkW:-t@「白いもの」

以上のうち、事物を指すものとして用いられる/z@/と/sha/の異なりは、前者が名詞化される語
が表す動作をこれから行うものを特に示し、後者はより抽象的な意味で用いられる。また、/t@/
は行為を表明することから、「歌う」の動詞語幹に付加されても「歌」という意味で用いられな
い。実際の使用においては行為の主体を含む形式で用いられることが多い。
(20) ´Na-¡ ¯kh8: ¯HéÕ-t@-¡ ´Æẽ-HdÕ

1-[絶] 3.[能] 歌う-[名]-[絶] 聞く-愛する
私が彼が歌うのを聞くのが好きです。

/n@/は主に「人、行為者、道具」を表す名詞句を形成する場合に用いられる (21, 22)。
(21) ´phej dz@-¡ `úùhAP-n@-¡ ¯tCh0P-¡ ´Pa-zẽ

コップ-[絶] 壊す-[名]-[絶] 2-[絶] [疑]-[判]
コップを壊したのはあなたですか？

(22) ´Pa ljW-¡-de ´Cwa-¡ `HzÕ-n@-¡ ´reP
猫-[絶]-[主] ねずみ-[絶] 捕まえる-[名]-[絶] [判]
猫というのはねずみを捕まえるもの [動物]です。

名詞化した名詞句は修飾句になれるが、例文を見る限り必ず被修飾語（句）に前置される。以
上に挙げた名詞化標識のうち、修飾句としても用いられるものに/t@/と/n@/がある。
(23) ¯kh8:-¡ ´Hzw@-th0̃-t@ ¯tshaj-¡ ´ma-üõ

3.[能] 作る-[達]-[名] おかず-[絶] [否]-おいしい
彼が作ったおかずはおいしくありません。

8 名詞化接辞のうち、/t@/と/sha/は、音環境によってそれぞれ [d@]と [za]という発音になるときがあ
る。
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(24) ´pe: g0:-¡ ˆkwẽ-n@ ´çi:-¡ ´ka: ´pa-Ngw@-reP
チベット服-[絶] 着る-[名] 子供-[絶] どこへ [方]-行く-[判]
チベット服を着た子はどこへ行ってしまいましたか？

以上に述べた以外に/jAP/という名詞化接辞があり、「不確定の出来事」を表す (15)。
(25) ´Na-¡ ¯tCh0P-¡ ¯HNWj-¡ ¯Hlõ ¯Hãüe:-jAP-¡ `húuP-hsÕ

1-[絶] 2-[絶] お金-[絶] もってくる 忘れる-[名]-[絶] 驚く-思う
私はあなたがお金をもってくるのを忘れているのではないかと危惧しています。

「忘れる」などの特定の動詞については動詞句を名詞化接辞を必要とせず動詞連続のような構
造をとる。
/sha/は、「場所」の意味で後続の名詞句を修飾するとき、さらに属格標識が後続する (16)。
(26) ˆHo tje-t@ ˆkho ïA: kẽ-¡ ¯l

˚
a mw@-¡ ´n˚thõ-sha-j@ ¯sha úùha-¡ ´jı̃

ここ-[主] 3.[複]-[絶] [人名]-[絶] 見かける-[名]-[属] 場所-[絶] [判]
ここは彼らがラモを見かけた場所です。

なお、補文標識は名詞化標識とは異なるか、または必要とされない。
動詞句に名詞化標識を付加する慣用的表現に次のようなものがある。
(27) ´Na-¡ ˆHõ-t@ `htCiP `htse la ´ùõ mw@ `n

˚
Õ-CÕ

1-[絶] 来る-[名] １ とても おいしい においがする-[受]
私は（部屋に）入るなりとてもよい香りがしました。（いい気持ちです）

この場合、名詞化標識を伴う名詞句に格標示は行わない。

3.5 格体系
Choswateng方言は、文法格として他動詞の行為者をマークする能格型の格体系を持つ。

3.5.1 格標識一覧表
Choswateng方言における格標識の一覧は次のとおりである。

形式 S/A/P標示 非 S/A/P標示
無標（¡） 絶対格 （位格）

j@ 能格
ji / j@ 属格
hẼ 具格

ts@ / w@ / t@ 与格
n@ / wa 位格
tsh@ / tCi 奪格
peP 比較格

Choswateng方言は、文法格として絶対格と能格のみが機能する。
以上のうち、能格/属格はそれぞれ形態的に同一のものとして実現されうる。ただし属格は [ji]
と発音されることが多い。これらは格の機能、そして格標識の脱落の可否において異なるため、
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分離して扱う。
一方、絶対格は無標であり、例文中に ¡で示す。また位格もしばしば音形が省略され、絶対
格と区別ができなくなるが、文中での役割が異なっている。以下の例文において、音形式の認
められない位格は一律表示しない 9。格標識の連続は認められない。属格標識は、それに名詞
化接辞/t@/が後続することができ、「～のもの」を意味する 10。また、/-t@/は主題標識として用い
られることもあり、この場合格標識とは共起しないようである。すなわち、主題標識は絶対格
もしくは位格につく。
このほか、与格にも/-t@/という形式があり、単なる方向ではなく受益者を表す場合によく用い
られ、しばしば [d@]と発音される。
なお、人称代名詞は特定の格について形態変化によって標示する。詳細は 3.3.1 を参照。ま

た、人称代名詞にのみ現れる格標識があり、共格/-k@ di/「～と一緒に」などがある。

3.5.2 用法
以下、文法格（S/A/P標示）、非文法格（非 S/A/P標示）の順に、簡潔に用法を記述する。

文法格：絶対格
絶対格の用法としては、判断動詞の主語および補語、存在動詞の主語および所有者、自動詞の
主語、他動詞の目的語（被動者）、他動詞の主語（行為者）、使役文における被使役者などがある。
判断動詞の主語および補語
(28) ¯khw@-¡ ¯shW-¡ ´reP

3-[絶] 誰-[絶] [判]
彼は誰ですか？

存在動詞の主語および補語
(29) `tCh0P-¡ ´Hzo-t@ ¯tChõ-¡ ´ka: ´j0P

2-[絶] 作る-[名] 家-[絶] どこ [存]
あなたが建てた家はどこにあるのですか？

自動詞、形容詞述語の主語
(30) ¯Pa tje ´ùhẽj phũ-¡ `hkÕ-d@ `ùh@-n@

あの 木-[絶] 乾燥する-[接続] 死ぬ-[現認]
あの木は枯れて死んでいます。

他動詞の被動者

9 時間（/´ta rẽj/「今日」、/ˆnÕ CeP/「夜」など）・空間（/¯HgÕ/「上」、/´ùoP/「下」など）を表す語は、
品詞としては名詞の一種と考えられるが、格標識を伴わない形式は通常意味上は位格として用いら
れると考え、絶対格の標示を行わない。

10 文の構造上、この種の属格は絶対格におかれていると分析できるかもしれないが、本稿では絶対格
の記述を行わない。
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(31) ¯ndj@ ´ji é@-¡ ˆk@ zoP ¯ndẼj
この 文字-[絶] どう 読む
この文字はどのように読みますか？

他動詞の行為者
(32) ´ti: ´Na-¡ `tCh0P-¡ ¯tj@-¡ `htẼ-z@

後ほど 1-[絶] 2-[絶] あれ-[絶] 見せる-[未]
後ほど私はあなたにそれを見せましょう。

受益者
(33) ¯kh8: ´Na-¡ `htje:-CÕ

3.[能] 1-[絶] 与える-[受]
彼は私に（何かを）くれました。

使役文における被使役者 11

(34) `shW-j@ `tCh0P-¡ ˆsa-jı̃
誰-[能] 2-[絶] 食べる-[判]
誰があなたに食べさせましたか？

文意が明確であれば、すべての文法格の表示が行われる名詞句は絶対格で現れうる。
(35) ¯khw@-¡ `tCh0P-¡ ˆta li ˆwãP

3-[絶] 2-[絶] 大理 派遣する
彼はあなたを大理に派遣します。

文法格：能格
能格は他動詞の主語（行為者）を示すが、代名詞である場合を除き、その使用は任意であり、
行為者を強調したり対比したい場合に特に用いられる。ただし行為者が被動者より後に来る場
合 12は、ほぼ義務的に用いられる。
行為者が文頭にある場合
(36) ¯tChuP ¯Ngu le: ¯m

˚
jẽ-¡ ˆ̊ïúùha-n@

2.[能] さっき 薬-[絶] 食べる-[現認]
あなたはさっき薬を飲みました。

行為者が被動者より後に来る場合 13

(37) ˆCa-¡-t@ ¯kh8: `ùa-th0̃
鶏-[絶]-[主] 3.[能] 殺す-[完]
鶏は彼に殺されました。

被動者が表示されない場合

11 使役文における動詞が自動詞でも他動詞でも、被使役者は絶対格で標示される。また、(34) のよ
うに、使役を表す形態素がつかなくても、文脈が特定されている場合は使役文として解釈される。
(34)が「誰があなたを食べましたか？」と解釈されることはないのである。

12 この語順の場合、日本語では受け身で訳すほうが意味的に近いと考えられる。
13 この場合、文頭にくる名詞句には主題標識がつくことが通例である。
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(38) ¯kh8: ´Na-¡ `htje:-CÕ

3.[能] 1-[絶] 与える-[受]
彼は私に（何かを）くれました。

原因を表す場合（無生物の行為者としての解釈）
(39) ˆChA:-j@ ´na:-¡ `¯HÆi:-th0̃-n@

雹-[具] 裸麦-[絶] 枯れる-[完]-[現認]
雹で裸麦が枯れてしまっています。

名詞句の中に現れる行為者を示すときにも能格標示が維持される。
(40) ¯tChuP ´Na-j@ ˆrAP-t@ `ùhẽj-˝iP-¡ ´̊NkhO:

2.[能] 私-[能] する-[名] 薪-１-[絶] 持って入る
あなたは私が割った薪を持って入りなさい。

使役文の使役者も能格で現れる。
(41) `shW-j@ `tCh0P-¡ ˆsa-jı̃

誰-[能] 2-[絶] 食べる-[判]
誰があなたに食べさせましたか？

能格が期待される場合に絶対格を用いるのも文法的で許容される。
(42) ¯wo tje-¡ ´Na-¡ ´̊ïúùha ´Æ@-ùhe:

あれ-[絶] 1-[絶] 食べる [否]-知っている
あれは私は食べることができません。

(43) ´Pa wo kẽ-¡ ¯khw@-¡ ´̊ïúùha ˆma-úùhuP-k@

1.[複/包]-[絶] 3-[絶] 食べる [否]-よろしい-[気]
私たちは彼に食べさせてはいけません。

非文法格：属格
属格は所属、属性を表す際に用いられる。属格標識は/ji, j@/である。人称代名詞の場合、形態
変化のみで属格を表す。
(44) ´Æi: ˆruP

1.[属] 友人
私の友人

(45) `tCh0P-¡ `n@-j@ ´Ce ra-¡ ˆma-rAP

2-[絶] 人-[属] もの-[絶] [否]-動かす
あなたは人のものを動かしてはいけません。

代名詞、人名および人間を表す普通名詞には/Æd˝i/がついて意味的には属格として用いられ、
「～の家の、～のところの」の意味をもつ。
(46) ´tCh0 Æd˝i ´pW mw@

2.[属] 娘
あなたの家の娘

カムチベット語小中甸・吹亞頂[Choswateng] 方言の文法スケッチ
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属格に名詞化接辞/t@/がつくことで、「～のもの」という名詞句として用いることができる。
(47) ¯ndj@ ¯hs¶: cA:-¡ `shW-ji-t@ ´reP

この 金のコップ-[絶] 誰-[属]-[名] [判]
この金のコップは誰のものですか？

なお、/t@/という音形には多数の意味が存在し、次の例のように１文中に共起することもある。
(48) ¯ndj@ ´j@ é@-¡-t@ `tChiP-t@-¡ `Pa-reP ´t@ `tChiP-t@-¡

この 本-[絶]-[主] 2.[属]-[名]-[絶] [疑]-[判] または 3.[属]-[名]-[絶]
`Pa-reP
[疑]-[判]
この本はあなたのですか、それとも彼のですか？

非文法格：具格
具格は道具、材質、手段などを示す際に用いられる。
材質
(49) ¯tj@ `HgÕ-¡-t@ ´Hdo Hd˝@-j@ `húùAP-hẼ ˆHdÕ-reP

あの 箱-[絶]-[主] [人名]-[能] 鉄-[具] 打つ-[判]
あの箱は、ドジュが鉄で打って作りました。

道具
(50) ¯tj@ `tsh@-¡-t@ ¯l

˚
a mw@-j@ ´ùhẽj Hée-hẼ ´HdÕ

あの 犬-[絶]-[主] [人名]-[能] 棍棒-[具] 打つ
あの犬はラモが棍棒で打ちました。

非文法格：与格
与格は受益者・受領者および行為の向かう先を示す際に用いられる。各標識の形態として
は、/ts@/がよく使われるが、ほかにも/w@/や/t@/などが認められる。これらの間の詳しい差異は
不明であるが、/t@/が受益者を表すときによく現れ、/ts@/は中立的な行為の向かう先を表す場合
に用いられるように見える。これらの与格標識は文脈が明瞭であれば省略されることがしばし
ばある。
受益者・受領者
(51) ´Na-¡ `tCh0P-ts@ ´khÕ mw@ `htCiP-¡ ¯ñ̊chW

1-[絶] 2-[与] 桃 １-[絶] 洗う
私はあなたのために桃１個を洗います。

(52) `tCh0P-¡ ´mbe duP-w@ ¯úùhW-¡ ˆts@ k@ `htOP

2-[絶] 花-[与] 水-[絶] 少し 撒く
あなたは花に少し水をやりなさい。

(53) ¯kh8: ´w@ `kho-t@ ´j@ é@ htCiP-¡ `htjeP-thi
3.[能] また 3-[与] 本 １-[絶] 与える-[完]
彼女はまた彼に本１冊をあげました。
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行為の向かう先
(54) `tCh0P-¡ `shW-ts@ ˆú@-z@

2-[絶] 誰-[与] 尋ねる-[未]
あなたは誰に尋ねるつもりですか？

次のような場合、与格の有無は意味するところが異なる。
(55) a `tCh0P-¡ `kho-ts@ ¯Pa kW ´mbeP

2-[絶] 3-[与] おじさん 呼ぶ
あなたは彼に向かって「おじさん」と呼びなさい。

b `tCh0P-¡ ¯khw@-¡ ¯Pa kW ´mbeP
2-[絶] 3-[絶] おじさん 呼ぶ
あなたは彼のことを（「おじいさん」ではなく）「おじさん」と呼びなさい。

非文法格：位格
位格は無標の位置・方向を示す。文意が明快な場合は省略可能で、しばしば絶対格として現
れる。
(56) ˆr@-n@ ˆùhõ: tse la-¡ ˆmÕ-reP

山-[位] きのこ類-[絶] 多い-[判]
山にはきのこ類が多いです。

(57) ¯kh8: ´ùhẽj phũ `hta-˝iP-¡ ˆri: ˆrAP-thi
3.[能] 木 馬-１-[絶] くくりつける-[完]
彼は木に馬をくくりつけました。

また、「～にとって」という表現で用いられる。
(58) ˆNa-n@ ´tC0 xwa-¡ ˆmi mje-Ha `hsÕ-CÕ

1-[位] 菊の花-[絶] 小さい-[気] 思う-[受]
私には菊の花が小さいと思われます。

/¯htẽ/「上」、/¯̊NẼ/「前」など空間・時間を表す語には意味的には位格におかれていると考えら
れるが位格標識がつかない。また、これらに先行する名詞句は格標識を必要としないが、絶対
格におかれているともいえないため、格が標示されないと分析する。ただし両者は互いに独立
した声調を担うため、空間・時間を表す語は格標識への文法化の度合いが高いともいえない。
(59) ¯C@ lj@ ¯HNa ˆnÕ ni ¯kh8: ¯hsõ-¡ ˆ̊ïúùha-thi

梨 ５-[絶] 内 3.[能] ３-[絶] 食べる-[完]
５個の梨の中で、彼は３個食べました。

(60) ´lw@ ¯hsõ ¯̊NẼ ´Na-¡ ˆNgw@-ÆÕ

年 ３ 前 1-[絶] 行く-[経]
３年前私は行ったことがあります。

カムチベット語小中甸・吹亞頂[Choswateng] 方言の文法スケッチ
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非文法格：奪格
奪格は時間・空間の起点を表す。奪格標識には２つの形態が認められるが、使い分けの基準
ははっきりしない。
(61) `HlÕ-¡-t@ ˆte duP-tsh@ ˆHõ-n@

風-[絶]-[主] あちら-[奪] 来る-[現認]
風はあちらから来ています。

(62) ˆHde Hge-tCi ¯l
˚
a sha ´nE: p@ la ¯Æd˝Õ thAP-¡ ´ka ˝e ´j0P

[地名]-[奪] [地名] 間 距離-[絶] どれぐらい [存]
デルゲからラサまでの間にどれぐらいの距離がありますか？

非文法格：比較格
比較格は比較対象を表し、起点を示す場所格の一種と考えられる。
(63) ¯ndj@ ´mbe duP-¡ ¯tje ´mbe duP-peP ˆÆd˝i:-n@

この 花-[絶] あの 花-[比] 美しい-[現認]
この花はあの花よりきれいです。

(64) `tCh0P-¡ ˆNa-peP ´Hd˝0:-tsha ji `Æd˝uP

2-[絶] 1-[比] 走る-[？] 速い
あなたは私より走るのが速いです。

以上のように、比較される程度を表す語（たいていは形容詞）は文末に置かれる。

3.6 数詞・量詞
3.6.1 基数詞
以下に１から 29までの形態を示す。

+10 +20
0 ¯húùW ´Æ@ ùhW

1 `htCiP `húùo: ˝iP ´Æ@ ùhW `htsa: htCiP
2 ¯n@j ¯húùo: n@ ´Æ@ ùhW `htsa: n@j
3 ¯hsõ ¯húùo: hsõ ´Æ@ ùhW `htsa: hsõ
4 ´ü@ ¯húù0: ü@ ´Æ@ ùhW `htsa: ü@

5 ¯Na ¯húùE: Na ´Æ@ ùhW `htsa: Na
6 `úOP `húù@ úOP ´Æ@ ùhW `htsa úOP

7 ¯HdẼ ¯húù0: HdẼ ´Æ@ ùhW `htsa: HdẼ

8 `Hd˝eP `húù0: Hd˝eP ´Æ@ ùhW `htsa: Hd˝eP
9 ¯HgW ¯húù0: HgW ´Æ@ ùhW `htsa: HgW
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20 台の数は「20 ＋つなぎの要素/htsa:/ 14＋１の位」で表し、「30」以降のきりの悪い数字も
20台と同様の構成をとる。
30から 100までのきりのよい数は以下のようになる。
¯shõ úùW「30」
´ü@ húùW「40」
¯Na húùW「50」
´úO: úùW「60」
¯HdẼ úùW「70」
´Hd˝e: úùW「80」
¯HgW húùW「90」
¯Hd˝a「100」
「100」から「199」までは「100＋各種２けたの数」を並列して構成する。
「1000」以上の数は以下のようなものがある。
`htõ úhAP「1000」
`úh@ úhAP「10000」
`mbu úhAP「100000」

3.6.2 序数詞
序数詞は基本的に基数詞に/¯Pã/を先行させることによって形成されるが、「第１」は/¯Pã ´tÃ

mw@/となる点に注意が必要である。

3.6.3 量詞
量詞は大きく類別詞と計量の単位（度量衡の単位を含む）に分けられるが、前者は Choswateng

方言には認められず、名詞（句）に直接数詞を後続させることができる。また、度量衡の単位
は漢語をそのまま用いることが多い。
量詞を含む語順は「名詞＋量詞＋数詞」である。何らかの容器による単位を表す場合、「１」
に/´kÕ/が用いられる。また、「１」の場合は声調を担わず、先行名詞（もしくは量詞）とともに
１つの声調を形成する。/htCiP/は [tCiP]と発音されることがある。
(65) `n@ {htCiP / ¯n@j}

人 {１/２}
１人の人/２人の人

(66) ¯l
˚
Õ `úùha htCiP
靴 対 １
１そろいの靴

14 後続の１の位が「６」の場合に形式が異なる。声調は後続の１の位とともに１つの声調範囲を形成
し、下降調となる。
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(67) ˆPa rAP ´cA: ´kÕ

酒 瓶 １
１瓶の酒

3.7 形容詞：修飾用法として
Choswateng 方言における形容詞は、名詞に後続させて修飾語として用いられる場合と、動

詞と共通する接辞をとって述語になる場合がある。ここでは、名詞を修飾する構造について述
べる。
修飾用法として用いられる形容詞の形態としては、以下のようなものが代表的である。

1. １音節語幹
¯Hd˝Õ「緑色の」、´nu:「間違った」、¯khõ「ひまな」

2. 重複語幹およびそれに準じるもの
´mi mje「小さい」、`hso hsOP「薄い」、ˆnAP nAP「黒い」

3. １音節語幹＋接尾辞
´rẽj bw@「長い」、¯htõ ba「空の」、`hCi: çha「明るい」

4. ２音節語
´nda nde「大きい」、¯hkÕ rı̃「高い」、¯Æd˝Õ rẽj「遠い」

重複タイプは、必ずしも第１音節と第２音節の音形式が同じになるとは限らない。また、重
複それ自体は形態の一特徴であり、形容詞の修飾用法および単純な述語用法 15であることを明
示する以外に特別な意味機能があるわけではない。
文中で修飾語として用いられる場合、形容詞は被修飾名詞に後置されるのを基本とし、数詞
は形容詞に後続する。形容詞が複数ある場合、数量を表す形容詞が最後にくる。
(68) ´Na-¡ ´mbe duP ¯HmO HmO: ´Hd˝e pa-¡ ´j0P

1-[絶] 花 赤い 多くの-[絶] [存]
私は多くの赤い花を持っています。

3.8 主題標識
主題標識は/t@/ 16で、語用論的に特定の名詞句を主題化したいときに格標識の後ろに現れ、同

時に名詞句の終止を示す。また、息継ぎや考えながら発話するときのフィラーとして機能する
場合があり、必ずしも付加された名詞句を主題化しているとは限らない。
(69) ´Pa ljW-¡-t@ ´Cwa-¡ `HzÕ-n@

猫-[絶]-[主] ねずみ-[絶] 捕まえる-[現認]
猫とはねずみを捕まえるものです。

注 17

15 特定の述語用法の場合には重複しない例がある。4.3参照。
16 音声学的には [t@, d@, te, de, t@̃, d@̃]など、さまざまな音声実現が認められる。
17 TAM接辞の/n@/は後ろに他の TAM接辞をとらないため、この発話は/`HzÕ/「捕まえる」が述語にな
る。もし/´reP/などの判断動詞が後続する場合、この/n@/は名詞化接辞として機能し、構造が異なる。
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次のような例では、語用論的な観点から必ず主題標識が用いられる。
(70) ˆCwa-¡-t@ ´Pa ljW-¡ `hcaP-mẽ

ねずみ-[絶]-[主] 猫-[絶] 恐れる-[否/判]
ねずみが猫を恐れません。

4 動詞句
4.1 動詞句の基本構造
Choswateng 方言における動詞句は、動詞語幹が単独すなわち動詞連続を形成していない場
合、おおよそ以下のような構造で現れる。

(方向接辞)-(否定辞/疑問接辞)-動詞語幹-(TAM標示部分)-(疑問接辞/語気助辞)

このうち、TAM標示部分は複数の接辞群から成立しており、否定辞がここに現れる場合もあ
る。そのとき否定辞は動詞語幹に先行しえない。

4.2 動詞の種類
動詞は述語動詞と本動詞に分けることができる。

4.2.1 述語動詞
述語動詞には、判断動詞と存在動詞がある。これらは単独用法のほかに動詞句末接辞として

置かれて動詞句を形成する要素にもなる。これらには後述の TAM接辞はつかない。
判断動詞および存在動詞の一部には、語幹そのものに肯定と否定の２種がある。以下に一覧
表を掲げる。

肯定 否定
判断動詞 ´jı̃ ´mẽ

´reP ´ma-reP
´zẽ
¯Pã / `Pã mboP

存在動詞 ´j0P ´ÆEP

`n
˚

Õ ´Æ@-n
˚

Õ / ´ma-n
˚

Õ

´ndOP ´Æ@-ndOP / ´ma-ndOP

判断動詞の/´jı̃/と/´reP/の使い分けは、前者が発話内容に話者自らを関連づける（egophoric）
ときに用いられ、そうでない（non-egophoric）場合は後者が用いられる。/´zẽ/は事実関係の断
定（定義）を意味する場合によく用いられる。特別な否定形は認められない。/¯Pã, `Pã mboP/の
詳しい用法は不明である。なお、/¯Pã/が単独で用いられる例は認められない。
(71) ´Na-¡ ´peP-¡ {´jı̃/´zẽ}

1-[絶] チベット人-[絶] {[判]/[判]}
私はチベット人です。
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(72) ´Na-¡ ¯lo s¶-¡ ´mẽ
1-[絶] 先生-[絶] [否/判]
私は先生ではありません。

(73) ¯khw@-¡ ¯phAP-¡ ´reP
3-[絶] ぶた-[絶] [判]
それはぶたです。

(74) ¯Hlo HzÕ d@ htCiP ¯l
˚
a mw@ `n@j ka-¡ ´Cwo sẽ-¡ `Pã mboP

[人名] と [人名] ２人-[絶] 学生-[絶] [判]
ロゾンとラモの２人は学生です。

過去の事柄について判断を表す場合、/´reP/が用いられる傾向にある。
(75) ¯khw@-¡ `̊NẼ-t@ ¯lo s¶-¡ ´reP

1-[絶] 以前-[主] 先生-[絶] [判]
彼は以前先生でした。

推測を述べる場合には、判断動詞に後続する要素が存在するのを前提に、/´jı̃/が用いられる。
(76) `tj@ ´Pa ljW-¡-d@ ´kho Æd˝i-t@ `Pa-jı̃-H˝e:-n

˚
Õ

あの 猫-[絶]-[主] 3.[属]-[主] [疑]-[判]-[推]-[判]
あの猫は彼らの家のでしょう。

不確定な事柄についての話者の判断や話者個人の感想を述べる場合、判断動詞は/´zẽ/が選択
され、なおかつ TAM標識の中の述語動詞/-jı̃/を伴うことができる。
(77) ¯khw@-¡ ¯lo s¶-¡ ´zẽ-jı̃

3-[絶] 先生-[絶] [判]-[判]
彼は先生でしょう。

存在動詞については、/´j0P/は主に所有および話者のよく知っている事物の存在を表し、/`n
˚

Õ/
は見て知っている非人物の存在を表し、/´ndOP/は人物の存在を表すのが基本的な用法といえる。
ただし、後２者の使い分けは話者によって判断基準が異なり、話者の管理下にある有生物（家
畜なども含む）に/´ndOP/を用いる話者もいる。/´j0P, ´ndOP/には判断動詞が後続できる。
(78) ´Na-¡ ˆPa dAP ´ji é@ ¯mbũ htCiP-¡ ´j0P

1-[絶] 宗教経典 巻 １-[絶] [存]
私は１巻の宗教経典を持っています。

(79) ´Na-¡ ´pej tCı̃ ´ndOP

1-[絶] [地名] [存]
私は北京にいます。

(80) `khw@-n@ ¯tsh@-¡ ˆndOP-reP
3-[位] 犬-[絶] [存]-[判]
彼のところには犬がいるのです。
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(81) ¯tChõ ¯̊NE: ma-t@ ´ndzÕ mba `htCiP-¡ ¯n
˚

Õ

家 前-[主] 橋 １-[絶] [存]
家の前には１本の橋があります。

次のように、話者がその存在をよく知っているが見えない場合は/´j0P/が選択される。
(82) ´Cwo thÃ-¡-t@ ¯Hdzõ N̊kha: {´j0P/*¯n

˚
Õ}

学校-[絶]-[主] 町のはずれ [存]
学校は町のはずれにあります。

判断動詞以外の TAM 接辞は存在動詞にはつかないため、文脈によって存在している状態の
時期が決定される。
(83) ´ti Æi: `tCh0P-¡ ´ka: ´ndOP

あの日 2-[絶] どこに [存]
あの日あなたはどこにいましたか？

存在動詞の否定は/´j0P/が否定語幹/´ÆEP/をもつ。/`n
˚

Õ/および/´ndOP/の否定は、３つある否定
辞（4.4.2参照）を本来の差異にしたがって用いることが可能である。
(84) ˆ̊ïúùha-z@-¡ `tCh@-˝iP-¡ ´ÆEP

食べる-[名]-[絶] 何-１-[絶] [否/存]
食べるものは何一つありません。

(85) ¯Pa Æi: ¯tChõ ¯HÆı̃-¡ ´ma-n
˚

Õ

祖父 家 古い-[絶] [否]-[存]
祖父の古い家はなくなっています。

(86) a ´lÕ-¡ ´ÆEP

道 [否/存]
道は（そもそも）ありません。

b ´lÕ-¡ ´Æ@-n
˚

Õ

道 [否]-[存]
道は（以前はありましたが今はなくなって）ありません。

なお、本動詞/¯HdeP/「いる、住んでいる」も意味的に有生物の存在表現として用いられる 18。
(87) ¯tChõ ˆnÕ ni ¯ïã0: m@-¡ ˆHdeP-n@

家 内 客-[絶] いる-[現認]
家の中にはお客がいます。

(88) ´Æi: ´pW sha:-¡ ˆma-HdeP-n
˚

Õ

1.[属] 息子-[絶] [否]-いる-[判]
私の息子がいなくなりました。

18 /¯HdeP/「いる」を本動詞とするのは、たとえば 4.5.1で扱う TAM接辞のうち、判断動詞以外が付加
できることによる。
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4.2.2 本動詞
動詞の形態としては、次のようなものが代表的である。

1. １音節語幹
¯n˚thÕ「飲む」、¯Hmw@「耕す」

2. 語幹（音節数を問わない）＋補助動詞（/´Hd˝OP/や/´jeP/）「する」
´Æ@ nda ´Hd˝OP「銃撃する」、¯Hd@ HdÕ ´jeP「衝突する」

/´Hd˝OP/に先行する部分には漢語の動詞がそのまま挿入されることがある。
本動詞の語幹自体は無変化であるが、命令形と非命令形で語幹が異なる動詞がある。

語義 非命令形 命令形
行く ´Ngw@ ¯shõ
来る ´Hõ `ùhuP

また、動詞の要求する項の数とその格標示の観点から、次のような分類が可能である。

1. 自動詞（主語は絶対格）
´Ngw@「行く」、´NW「泣く」

2. 他動詞（行為者は能格か絶対格、被動者は絶対格）
´Æ0:「買う」、´çi:「書く」

本動詞のみで完結する文は、ほとんどの場合「命令」「勧誘」などの意味を表す。
(89) `tCh0P-¡ ´rÕ rÕ ´úẼ

2-[絶] 自分自身で 考える
あなたは自分自身で考えなさい。

(90) ´çi:-¡ ´ma-HdÕ

子供-[絶] [否]-叩く
子供を叩くな。

4.3 形容詞：述語用法として
ここでは、動詞と共通する接辞をとって述語になる場合の形容詞について述べる。
形容詞の形態は修飾用法の場合と変わらない。ただし、接辞類が付加されるとき、重複する
タイプの語幹は非重複形となり、/pw@, mw@/などの接尾辞が脱落するのが通例である。また、
本動詞と同様に何も付加されずに名詞句として用いられるが、格標識を付加する場合は名詞化
接辞/t@/が必要とされる。
(91) ˆÆd˝i:-t@-¡ ˆÆd˝i:-n@

美しい-[名]-[絶] 美しい-[現認]
美しいことには美しいです。

形容詞述語が比較級を表す場合、接辞類が付加されてもされなくても、重複するタイプの語
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幹は非重複形となり、/pw@, mw@/などの接尾辞が脱落するのが通例である。
(92) ¯khw@-¡ ˆNa-peP ´lw@ ¯hsõ `úùh@

3-[絶] 1-[比] 年 ３ 大きい
彼は私より３歳年上です。

(93) ¯m
˚
jẼ-¡ ˆ̊ïúùha-t@-peP ¯khOP ´Hd˝OP ˆjAP-reP

薬-[絶] 食べる-[名]-[比] 点滴を打つ よい-[判]
薬を飲むよりも点滴を打つほうがよいです。

形容詞述語が最上級を表す場合、比較級の形式に接尾辞/wa/がつき、かつ直前に/¯kẽ/が置か
れる。接尾辞/wa/の後ろに TAM接辞も付加されうる。
(94) `khw@-¡-t@ ´kho Æd˝i ¯pã ˆnÕ ni ¯kẽ `n˚tho wa-n@

3-[絶]-[主] 3-[属] クラス 内 最も高い-[現認]
彼は彼らのクラスの中で最も背が高いです。

(95) ˆÆ0:-CÕ ´na ¯kẽ `úùh@ wa-¡ ´Æ0:

買う-[受] ならば 最も大きい-[絶] 買う
買うのならば、最も大きいものを買いなさい。

形容詞述語はたいてい主語の状態を表すが、構文によっては発話外に意味上の主語をとるこ
とがある。
(96) `tCh0P-¡ `ChÃ-n@ ´Pa-Æd˝i:-n@

2-[絶] 心-[位] [疑]-美しい-[現認]
あなたは心の中で（それを）美しいと感じますか？

4.4 接頭辞類
4.4.1 方向接辞
方向接辞と考えられる要素には、次の５種類がある 19。

1. 上方：´ja:-
2. 下方：´w@-
3. 向心：¯tsh@-
4. 離心：¯pha-
5. 中立：´p@-

中立以外の接辞は、通常移動動詞に付加され、移動の方向を示す。向心・離心の基準点は、通
常発話者に置かれる。中立の接辞は、動作の完了を強調したり、命令の意味をもつ。また、特
定の動詞と結びついて直接方向とは関係のない慣用的な表現もあるが、その場合は方向接辞と
共通の要素は独立した声調を担う場合があり、ふるまいが異なる。

19 「中立」の方向接辞は以下に解説するように、純粋に方向を示すものではないが、接辞それ自体の
ふるまいや他の方向接辞とも共起しない点を考慮し、方向接辞と同列に扱うことにする。
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(97) ´shÕ n@ `úùhW tsh0P ¯húùW ´w@-Ngw@-z@
明日 時間 10 [方]-行く-[未]
（私は）明日 10時に下の/下手のほうに行きます。

(98) `tCh0P-¡ ¯tsh@-Hõ
2-[絶] [方]-来る
あなたはこちらに向かって来ます。（帰ってきます）

(99) ´NE: ´j@ é@-¡ `kho-t@ ˆp@-htjeP
1.[能] 本-[絶] 3-[絶] [方]-与える
私は本を彼にあげました。

4.4.2 否定辞
否定辞には、以下の３種がある。

1. 未来否定：´Æ@-
2. 非未来 20否定：´ma-
3. 状態否定：´kA:-

未来否定と非未来否定の異なりは次のようである。
(100) a ´Na-¡ ¯ha ´Æ@-gw@

1-[絶] [否]-わかる-[判]
私はわかりません。（１つもわかるところに達していない）

b ´Na-¡ ¯ha ´ma-gw@

1-[絶] [否]-わかる-[判]
私はわかっていません。（少しはわかったところがある）

注 21

否定辞は、それが動詞句のどこに配されようとも、必ず声調を担う。
(101) ´Na-¡ ˆùẽj-n@ ´Ngw@-´Æ@-g0:

1-[絶] 畑-[位] 行く-[否]-[必要]
私は畑へ行かなくてもよいです。

非未来否定は禁止命令 22にも用いられる。
(102) ´çi:-¡ ´ma-HdÕ

子供-[絶] [否]-叩く
子供を叩くな。

状態否定は述語動詞や形容詞の否定に用いられる。

20 非未来とは行為がすでに起こっている「現在」および「過去」の事柄をさす。また、[´m@]と発音さ
れることもある。

21 (100)の動詞/¯ha ´kw@/「わかる」のような形態素分析のできない複音節からなる動詞は、その接辞
類を最終音節に付加するが、語釈の上では接頭辞が初頭にくる。

22 禁止命令の/´ma-/は常に [´ma]と発音される。非未来否定か禁止命令かは文脈によって決まる。
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(103) ¯khw@-¡-t@ ¯tshõ mba-¡ ˆkA:-zẽ
3-[絶]-[主] 商人-[絶] [否]-[判]
彼は商人ではありません。

(104) ¯P@ ndj@-¡-t@ ´̊ïúùha ´kA:-ÆẼ

これ-[絶]-[主] 食べる [否]-してよい
これは食べられません。

4.4.3 疑問接辞
疑問接辞は疑問文を形成するときに用いられるほか、推量や推測を述べるときにも現れる。
疑問文を形成する接辞は接頭辞と接尾辞がある。ただし両者は共起しない。
ここでは接頭辞について述べる。疑問接頭辞には/¯Pa-/が認められる。疑問接頭辞は動詞語幹
に否定辞がつかない場合に限って現れる。動詞が TAM 接辞を伴う場合、疑問接頭辞は動詞語
幹ではなく TAM接辞の直前にも現れうる。
(105) ¯ndj@ ´j@ é@-¡-t@ `tChiP-t@-¡ `Pa-reP

この 本-[絶]-[主] 2.[属]-[名]-[絶] [疑]-[判]
この本はあなたのですか？

選択疑問文の場合は疑問接頭辞がついた述語動詞に由来するであろう´Pa rePが用いられる。
(106) `tCh0P-¡ `mi Cjẽ-¡ ´̊ïúùha-z@ ´Pa reP ´@~ s¶-¡

2-[絶] ビーフン-[絶] 食べる-[未] [選択疑問] もち米麺-[絶]
´̊ïúùha-z@
食べる-[未]
あなたはビーフンを食べますか、それとももち米麺を食べますか？

疑問接頭辞¯Pa-と同一形態であるが、疑問を表さず自問を表す事例も認められる。
(107) ¯ndj@ ¯ùha-¡-t@ `hta-Hde: n@ t@ ˆÆd˝i:-n@ de

この 肉-[絶]-[主] 見る-[進] あと 美しい-[現認] て
¯Pa-üõ-úùh@
[疑]-おいしい-[否/推]
この肉は見ていると美しいですが、おいしいかな？

推量や推測を述べる場合、¯Pa-が動詞語幹もしくは特定の接尾辞に先行し、かつ動詞句末に述
語動詞を伴う形式で表す事例がある。
(108) ¯khw@-¡ ¯Pa-Ngw@-H˝e:-zẽ

3-[絶] [疑]-行く-[推]-[判]
彼はたぶん行きます。

4.5 接尾辞類
4.5.1 TAMを表す接辞群
動詞語幹の後部には TAM を表す接辞がつく。この接辞は動詞句に付加され、限られた例で

複数の要素が共起することもある。それに加えて、話者の発話に対する態度 (M)を表現する述
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語動詞が後続しうる。配列をモデル化すると、次のようになる。

(TA接辞-1)-(TA接辞-2)-(AM接辞)-(述語動詞)

一番うしろに語気を表す助辞もしくは諾否疑問用の疑問接辞が付加されうる。また、可能性・
推測を表す表現を構成する要素も述語動詞に後続しうる。
それぞれに入る接辞類の形態の一覧は次のようである。

1. TA接辞-1
-z@, -úù@, -Hd˝@, -tCi

2. TA接辞-2
-g0:, -Hde:, -ChoP, -th0̃, -thi, -tsh¶, -wa, -CÕ, -ÆÕ, -H˝e:, -s@

3. AM接辞
-n@, -caP

4. 述語動詞
-jı̃, -mı̃, -reP, -zẽ, -n

˚
Õ, -ndOP

TA接辞を４種類に分けたのは、配列のみが問題になるのではなく、次のような異なりが認め
られることによる。
TA接辞-1は述語動詞が付加される場合が多く、かつ動詞句の接頭辞をその直前にとることが
できないものである。
TA 接辞-2 は述語動詞を必ずしも必要とせずかつ動詞句の接頭辞をその直前にとることがで

きるものである。ここに含まれる接辞群は、１つの動詞句に並列して用いることができる。
AM接辞は基本的に述語動詞をとらずかつ動詞句の接頭辞をその直前にとることができない

ものである。
述語動詞は、大半がそれ自体単独で用いられる場合（4.2.1参照）と同一の形態である。
ただし動詞句は以上のいずれの接辞を伴わなくても文を終止することができる。
述語動詞・本動詞・形容詞に共通して付加できるものと、どれかに限定されるものに分かれ
る。また、述語動詞が本動詞の位置を占め、以上の接辞類をとる場合もあるが、あまり見かけ
ない。
動詞句を否定する場合は否定辞（接頭辞）が本動詞につく場合と、動詞句末接辞に否定形を
用いる場合がある。疑問文の場合は疑問接頭辞が TAMを表す接辞につくことがある。TAM接
辞にこれらの接頭辞を付加する場合は本動詞と異なる独立の声調範囲を形成する。述語動詞の
否定形と同じ形式が単独で用いられる場合も同様である。

TA接辞-1の例
-z@（不確定未来）
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(109) `tCh0P-¡ `shW-ts@ ˆú@-z@
2-[絶] 誰-[与] 尋ねる-[未]
あなたは誰に尋ねるのでしょうか？

(110) `tj@-¡ ¯la ´jAP-z@-n
˚

Õ

あれ-[絶] も よい-[未]-[判]
（そうであれば）あれはよいと思います。

-úù@（予定未来）
(111) `tCh0P-¡ ´t@ rẽj ´Ngw@-úù@-jı̃ ´t@ ´shÕ n@ ´Ngw@-úù@-jı̃

2-[絶] 今日 行く-[予未]-[判] または 明日 行く-[予未]-[判]
あなたは今日行くつもりですか、それとも明日行くつもりですか？

-Hd˝@（状態、習慣）
(112) ´Na-¡ ˆrÕ rÕ ´Pa: `tj@ Hõ ïãa ˆk@ zoP ´jeP-Hd˝@-reP `hsÕ-n@

1-[絶] 自身で ああ あのように どう する-[状態]-[判] 思う-[現認]
私自身「ああ、どうやったらあのようになるのか」と思います。

(113) ¯khw@-¡ ´mi: thẽ ˆkwo mı̃ ´jı̃-Hd˝@-reP
3-[絶] いつも 過敏症のある [判]-[状態]-[判]
彼はいつも過敏症のある状態です。

-tCi（完了状態）
(114) ˆmbe duP Héa-¡ `húùAP-tCi-n@

花瓶-[絶] 割れる-[完了状態]-[現認]
花瓶は割れたままです。

TA接辞-2の例
-g0:（必要性を含意する未来）
(115) ´Na-¡ ˆùẽj-n@ ´Ngw@-´Æ@-g0:

1-[絶] 畑-[位] 行く-[否]-[必要]
私は畑へ行かなくてもよいです。

-Hde:（現在進行）
(116) ¯n@ ´kÕ-¡ ´tsh@ la ´HdÕ-Hde:-n@

人 群れ-[絶] 踊る-[進]-[現認]
多くの人が踊っています。

-ChoP（継続）
(117) ´t@ rẽj ´úùhß Ha ´nda nde-¡ ˆpOP-ChoP

今日 雨 大きな-[絶] 降る-[継続]
今日大雨が降り続いています。

-th0̃（現在完了）
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(118) ´Na-¡ ¯nde za ´lw@ ¯húùW ´Æ@ ùhW-¡ `Hde:-th0̃
1-[絶] ここ 年 10 20-[絶] 住む-[完]
私はここに数十年住んでいました。

(119) ´tshaj-¡ ¯ñéOP ˆHõ-th0̃
おかず-[絶] 冷える 来る-[完]
おかずは冷たくなりました。

-th0̃に否定辞がつく場合、「まだ～していない」の意味になる。
(120) ¯khw@-¡ ˆt0: `hse: ˆma-th0̃

3-[絶] まだ 目を覚ます [否]-[完]
彼はまだ目を覚ましていません。

-thi（達成）
(121) ¯khw@-¡ ´ùÃ pÃ ˆje:-thi

3-[絶] 仕事に行く-[達]
彼は仕事に行きました。

-tsh¶（完了）
(122) ¯khw@-¡ ´Ho-Ngw@-tsh¶ ˆjı̃ t@ ´Na-¡ ¯Ngw@ ˆHõ-wa-sh@

3-[絶] [方]-行く-[完] のち 1-[絶] ちょうど 来る-[過]-[?]
彼が出ていってから、私がちょうど来ました。

-wa（過去）
(123) `tCh0P-¡ ˆka: j@ ´Æ0-wa

2-[絶] どこで 買う-[過]
あなたはどこで買いましたか？

-CÕ（発話者にかかわる受益）
(124) ´Na-¡ ˆHõ-t@ `htCiP `htse la ´ùõ mw@ `n

˚
Õ-CÕ

1-[絶] 来る-[名] １ とても おいしい においがする-[受]
私は（部屋に）入るなりとてもよい香りがしました。（いい気持ちです）

受益以外に、発話者による行為が近く完了した近過去の意味でも用いられる。
(125) ´Na-¡ ¯Ngw@ je `hpeP-CÕ

1-[絶] さっき 着く-[近過去]
私はさっき着きました。

-ÆÕ（経験）
(126) `tCh0P-¡ ´Æ0:-t@ ´j@ ée-¡ ´Na-¡ ¯kẽ `hta-ÆÕ

2-[絶] 買う-[名] 本-[絶] 1-[絶] すべて 見る-[経]
あなたが買った本については、私はすべて読んだことがあります。

(127) ´Na-¡ ¯khw@-¡ `n˚tsha ˆNgw@-ÆÕ

1-[絶] 3-[絶] 家-[絶] 行く-[経]
私は彼の家に行ったことがあります。
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-H˝e: 23（推測）
(128) ¯khw@-¡ ´Ngw@-úù@-¯Pa-H˝e:-n

˚
Õ

3-[絶] 行く-[未]-[疑]-[推]-[判]
彼はたぶん行くでしょう。

-s@（伝聞）
(129) ¯khw@-¡ ´n˚thÕ-¯Pa-th0̃-s@ `Pa jı̃

3-[絶] 飲む-[疑]-[完]-[伝聞] [付加疑問]
彼は飲み終えたのでしょうかねえ？

AM接辞の例
-n@（現認）
(130) ¯khw@-¡ ˆHJAP-n@

3-[絶] 滑って転ぶ-[現認]
彼は滑って転びました。（その現場を目撃しました）

-caP（伝聞、非視覚確認）
(131) ¯khw@-¡ ¯lo s¶-¡ `Pã-H˝e:-caP

3-[絶] 先生-[絶] [判]-[推]-[伝聞]
彼は先生だそうです。

(132) ¯ndj@ ˆsẼ-¡-t@ ´ma-üõ-caP
この ごはん-[絶]-[主] [否]-おいしい-[非視覚確認]
このごはんはおいしくありません。

述語動詞の例
-jı̃/-mı̃（判断）
(133) ´Na-¡ ´Æ@-Ngw@ `hsÕ-´mı̃

1-[絶] [否]-行く 思う-[否/判]
私は行かないと思っているのではありません。

-Pã mboP（判断）
(134) ¯khw@-¡ ´khE tsÕ ˆHõ-Pã mboP

3-[絶] 昨日 来る-[判]
彼は昨日来ました。

-n
˚

Õ（判断）
(135) ´úùhß Ha-¡ ´pOP-¯Pa-H˝e:-n

˚
Õ

雨-[絶] 降る-[疑]-[推]-[判]
雨が降っているでしょう。

-ndOP（進行）

23 この形式は単独で用いられることがほとんどなく、疑問接頭辞か述語動詞を伴う。
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(136) `tCh0P-¡ `tCh@-¡ ´jeP-ndOP

2-[絶] 何-[絶] する-[進]
あなたは何をしているのですか？

以上のうち、いくつかの接辞は組み合わせて用いることができる。
(137) ´Na-¡ ¯tChuP ´Æi-ts@ `̊Nõ-th0̃-wa-n@ ¯hs@ jã-¡ ´̊ïúùha

1-[絶] 2.[能] 1-[与] 炒める-[完]-[過]-[名] 豆-[絶] 食べる
私はあなたがわたしのために炒めてくれた豆を食べましょう。

4.5.2 疑問接尾辞・語気助辞
疑問接尾辞には/-´ja/と/-HE:/がある。主に動詞句に否定辞が含まれているような例、すなわち

否定諾否疑問文を形成するときに用いられる。前者は常に独立の声調を担うが、後者は声調を
担わない。いずれもやや反語的なニュアンスを帯びる。
(138) `tCh0P-¡ la ¯ha ´ma-gw@-´ja

2-[絶] も [否]-知っている-[疑]
あなたも知らないのですか？（いや、知っているでしょう？）

(139) ´NE: `tChiP-ts@ ˆCe:-jı̃-mẽ-HE:

1.[能] 2-[与] 言う-[判]-[否/判]-[疑]
私はあなたに言っていませんでしたか？（言った気がしますが）

語気助辞としてもっともよく観察されるのは/-Ha/である。疑問接尾辞と異なり、単独の声調
を担うことはない。「念押し」の意味で用いられ、TAMは先行する接辞群によって決まると考
えられる。
(140) ´Na-¡ ¯̊NẼ ´joP-Ha

1-[絶] 先に 寝る-[気]
私は先に寝ますね。

ほかにも、命令のときに用いられる/-˝iP/や「依頼」の意味で用いられる/-ruP/も語気助辞に数
えられる。
(141) `tCh0P-¡ ´j@ é@-¡ `hta-˝iP

2-[絶] 本-[絶] 見る-[気]
あなたは本を読みなさい。

(142) ´j@ é@-¡ ˆHo tje ´ma-HüAP-ruP

本-[絶] あそこ [否]-置く-[気]
本をあそこに置かないで下さい。

なお、/-˝iP/と/-ruP/が連続した/-´˝i: ruP/は「祈願」の語気助辞として用いられる。
(143) `tCh0P-¡ ´jAP pw@-´˝i: ruP

2-[絶] よい-[気]
お元気で。（あなたがよくありますように）
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4.5.3 可能性・推測を表す表現
「たぶん～、おそらく～」などの可能性・推測をあらわす表現は非常に豊富にあり、全体像は
まだつかめていない。基本的な構成法には、肯定の推測の場合「/¯Pa-/＋本動詞＋/-H˝e:/＋述語
動詞」となるが、中には「本動詞＋述語動詞＋/¯Pa-H˝e:/＋述語動詞」となる事例もある。この
ときの述語動詞は判断動詞に限られ、また上述の判断動詞の用法とは異なって用いられる。否
定の推測の場合「/¯Pa-/＋本動詞＋/-úùh@/」となる。
(144) ¯khw@-¡ ´j0P-Pã-¯Pa-H˝e:-reP

3-[絶] [存]-[判]-[疑]-[推]-[判]
彼はおそらく持っているでしょう。

(145) ¯khw@-¡ ¯Pa-̊ïúùha-úùh@
3-[絶] [疑]-食べる-[否定推測]
彼はおそらく食べていないでしょう。

4.6 動詞連続
動詞語幹は何の接続要素を伴うことなく並列することができる。継起する動作を表したり、
移動動詞やその他「可能」「使役」などを表す動詞も動詞連続を形成できる。動詞連続を構成す
る第１の動詞語幹が１音節語で接頭辞・接尾辞ともに取らない場合、第１の動詞語幹と第２の
動詞語幹で１つの声調範囲を形成する。
(146) `tCh0P-¡ ´ka zẽ ´̊ïúùha-Ngw@

2-[絶] いつ 食べる-行く
あなたはいつ食べに行きますか？

(147) ´Na-¡ `jı̃ hkeP-¡ ¯H˝Õ-HdÕ-n@

1-[絶] 英語-[絶] 学ぶ-愛する-[現認]
私は英語を学ぶのが好きです。

(148) ´Na-¡ ´t@ htCiP ˆúẼ-húùoP-ruP

1-[絶] ちょっと 考える-させる-[気]
私に考えさせてください。

4.7 呼応する動詞句表現
Choswateng方言には２句以上の動詞句を結ぶ固定された表現があり、そこに現れる現象には

以上の記述に現れなかったものも含まれる。
[部分重複]-jÕ＋動詞/形容詞＋ [部分重複]-jÕ＋動詞/形容詞「～も～も」
(149) ´kho Æd˝i ´pW sha:-¡-t@ `hkÕ-jÕ ¯hkÕ rı̃ `Hd˝AP-jÕ ¯Hd˝AP pa

3.[属] 息子-[絶]-[主] [重]-も 高い [重]-も 太い
彼の家の息子は背も高くよく太っています。

´tho: r@＋形容詞＋´tho: r@＋形容詞「時に～時に～」
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(150) ´tho: r@ ´shA: ´tho: r@ ´cÕ
時に 暑い 時に 寒い
時には暑く、時には寒いです。

´jÕ＋動詞句＋´jÕ＋動詞句「～したり～したりする」
(151) ´jÕ ´̊ïúùha ´jÕ ´ma-̊ïúùha

たり 食べる たり [否]-食べる
食べたり食べなかったりします。

´mẽ na t@＋動詞句＋´mẽ na t@＋動詞句「～するか～するかである」
(152) ¯ndj@ ´j@ é@-¡ ´mẽ na t@ ´p@-htsõ ´mẽ na t@ `n@ k@-t@ ˆp@-htjeP

この 本-[絶] するか [方]-売る するか 他人-[与] [方]-与える
この本は、売ってしまうか、ほかの人にあげなさい。

´pu＋形容詞＋´pu＋形容詞「より～ならより～」/ ˆpu-peP ´pu 24＋動詞句「どんどん～」
(153) `tCh0P-¡ ˆpu-peP ´pu ´ma-¡ `ïãa-n

˚
Õ

2-[絶] どんどん 母-[絶] 似ている-[判]
あなたはどんどん母親に似てきています。

5 文のタイプと分類
5.1 文の成立
Choswateng方言における発話は、間投詞のようなものを除いたとしても、名詞か動詞のどち

らか一方で成立する１語文がある。
(154) ¯phAP-¡

ぶた-[絶]
ぶた（だ）！

(155) ´Ngw@

行く
行こう。

(154)は、発話者が家畜小屋に何がいるのか見たのちの発話として成立する。(155)は頻繁に
認められる発話である。
また、名詞句からなる１語文を除けば、動詞句を伴わない名詞文はほとんど用いられない。
ただし、定義的な意味をもつ発話は、述語動詞を省略する表現が認められる。ただし頻繁には
現れない。
(156) ´t@ rẽj-¡ ´khE tsÕ-j@ ¯shÕ n@-¡

今日-[絶] 昨日-[属] 明日-[絶]
今日は昨日の明日（です）。

24 形態素´pu自体の意味は不明であるが、-pePは比較格標識である。
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また、間投詞を除いて名詞句からも動詞句からも漏れる語が認められる。次のような例は副詞
と呼ぶことができる：/la/ 25「～も（また）」、/ˆrÕ rÕ/「～自身（で）」、/¯kẽ kẽ/「みんな（で）」、/`htse
la/「とても」など。副詞は基本的に修飾する動詞句の直前に置かれる。ただし/la/は名詞句に後
続する形で用いられる。
(157) `khw@-¡-t@ ˆrÕ rÕ ´ja: `htse la ¯hsÕ

3-[絶]-[主] 自身 上の とても 思う
彼は自分自身誇らしいととても思っています。

(158) ¯khw@-¡ ´Ngw@-C@: ´na ´Na-¡ ¯la ´Ngw@

3-[絶] 行く-言う ならば 1-[絶] も 行く
彼が行くと言うなら、私も行きましょう。

接続詞については 5.4を参照。

5.2 文のタイプ
Choswateng方言においては、平叙文と疑問文が形態統語的に明確に区別される。命令文は命

令の対象（通常は２人称）が伴わず発話として成立している場合をいうが、実際にはほとんど
の場合で２人称代名詞が文中に現れることが可能で、このとき記述の上では平叙文と変わらず、
発話時の語気などによって機能が変わってくるといえる。また、文のタイプとしては勧奨文や
祈願文が言及されうるが、Choswateng 方言では命令文もしくは平叙文と形式上変わることが
ない。
以下、平叙文、疑問文、命令文について記述する。

5.2.1 平叙文
(159) ¯khw@-¡ ´pi:-¡ ˆj0P-reP

3-[絶] 子牛-[絶] [存]-[判]
彼は子牛を持っています。

(160) ¯khw@-¡ ´ma-n˚thÕ-thi
3-[絶] [否]-飲む-[達]
彼は飲みませんでした。

次の文は意味的には禁止命令を表しているが、文のタイプとしては平叙文と変わらない。
(161) `tCh0P-¡ ´j@ é@-¡ ´ma-çi:

2-[絶] 文字-[絶] [否]-書く
あなたは字を書いてはいけません。

次の文は意味的に祈願を表しているが、文のタイプとしては平叙文と変わらない。

25 声調は不定である。
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(162) `tCh0P-¡ ´Hde mw@-´˝i: ruP

2-[絶] 元気だ-[気]
お元気で。（あなたが元気でありますように）

5.2.2 疑問文
疑問文には諾否疑問文、疑問詞疑問文、付加疑問文、選択疑問文などの種類がある。
諾否疑問文は疑問接辞を動詞句に付加して表す。4.1で述べたように、疑問接頭辞は動詞/形

容詞語幹の直前に付加されるか、TAM接辞群の中の TA接辞-2および述語動詞の直前に付加さ
れる。疑問接尾辞の場合は動詞句末に付加される。
(163) `tCh0P-¡ ¯Pa-n˚thõ-CÕ

2-[絶] [疑]-見える-[受]
あなたには見えましたか？

(164) `tCh0P-¡ ¯Pa-jAP-n@

2-[絶] [疑]-よい-[現認]
あなたは元気ですか？

(165) `tCh0P-¡ `úùheP-¯Pa-th0̃-CÕ

2-[絶] 疲れる-[疑]-[完]-[受]
あなたは疲れましたか？

(166) ¯khw@-¡ ¯l
˚
a sha ´Ngw@-`Pa-reP

3-[絶] [地名] 行く-[疑]-[判]
彼はラサに行きましたか？

(167) `tCh0P-¡ ´ma-Hg0:-´ja
2-[絶] [否]-必要である-[疑]
あなたはいらないのですか？

(168) ¯khw@-¡ ´Cwo sẽ-¡ ´mẽ-`Pa-reP
3-[絶] 学生-[絶] [否/判]-[疑]-[判]
彼は学生でないのですか？

(169) ¯khw@-¡ ¯n˚thÕ-´ma-ndOP-HE:

3-[絶] 飲む-[否]-[進]-[疑]
彼は飲んでいなかったのですか？

付加疑問文は原則文末に「/¯Pa/＋判断動詞」を配するが、声調が異なるものに、/´Pa reP/があ
る 26。これらの要素が付加疑問文を形成する要素として現れる場合、語源のように形態素分析
を行わない。

26 この要素は`Pa-reP（[疑]-[判]）に由来するものである。ただし声調のパターンが異なる。これの慣
用用法といえるだろう。
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(170) ¯Po ndzo ´je:-Hg0: ´Pa reP
このように する-[必要] [付加疑問]
このようにするべきですよね？

(171) `tCh0P-¡ ¯hpẽ-¡ ´kA:-ndOP `Pa jı̃
2-[絶] 兄弟-[絶] [否]-[存] [付加疑問]
あなたには兄弟がいないのですよね？

選択疑問文の場合、選択する要素の間に´Pa rePを配する 27か、または接続詞´t@「または」を
用いる。
(172) `tCh0P-¡ `mi Cjẽ-¡ ´̊ïúùha-z@ ´Pa reP ´@~ s¶-¡

2-[絶] ビーフン-[絶] 食べる-[未] [選択疑問] もち米麺-[絶]
´̊ïúùha-z@
食べる-[未]
あなたはビーフンを食べますか、それとももち米麺を食べますか？

(173) ¯ndj@ ´j@ é@-¡-t@ `tChiP-t@-¡ `Pa-reP ´t@ `tChiP-t@-¡
この 本-[絶]-[主] 2.[属]-[名]-[絶] [疑]-[判] または 3.[属]-[名]-[絶]
`Pa-reP
[疑]-[判]
この本はあなたのですか、それとも彼のですか？

5.2.3 命令文
(174) ´lÕ-˝iP

起きる-[気]
起き上がりなさい。

(175) ´ma-ça
[否]-動く
動くな！

次のように、勧誘も命令文と構造的に同じになる。
(176) ´Ngw@

行く
行きましょう。

5.3 文の埋め込み
平叙文の埋め込みでは、補文標識を伴わない。

27 これも付加疑問の事例と同じく、`Pa-reP（[疑]-[判]）に由来するといえ、また声調パターンも異なっ
て現れる。同様に、語源のように形態素分析を行わない。
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(177) ´Na-¡ ´̊ïúùha-´ma-ÆÕ ´jÕ ´mı̃
1-[絶] 食べる-[否]-[経] も [判/否]
私は食べたことがないわけでもありません。

(178) ¯khw@-¡ ´Ngw@ ´C@: ´na ´Na-¡ ´la ´Ngw@

3-[絶] 行く 言う ならば 1-[絶] も 行く
彼が行くというのなら、私も行きます。

諾否疑問文の埋め込みでは、埋め込まれた文に補文標識/-tCi/を伴うことが多い。
(179) ´kho Æd˝i ´ma-¡ ¯khw@-¡ ´je é@-¡ ¯Pa-ndẼj-tCi `hsÕ-ts@

3.[属] 母-[絶] 3-[絶] 本-[絶] [疑]-読む-[補] 思う-[気]
彼の母は彼が勉強するかどうか心配しています。

疑問詞疑問文の埋め込みでは、補文標識を伴わない。
(180) ¯tChuP-¡ ´Pa ni-¡ ´mbejP ¯tCh@-¡ ´jeP-Hd˝@ ´s¶:

2.[能] おば 呼ぶ 何-[絶] する-[状態] 言う
あなたはおばさんを呼んで何をするように言うのですか？

(181) ´Na-¡ ˆrÕ rÕ ´Pa: `tj@ Hõ ïãa ˆk@ zoP ´jeP-Hd˝@-reP `hsÕ-n@

1-[絶] 自身で ああ あのように どう する-[状態]-[判] 思う-[現認]
私自身「ああ、どうやったらあのようになるのか」と思います。

5.4 複文
等位関係を表す並列文は通常接続詞を必要とせず、第１文には TAM を表す接辞類がつかな
いことが多い。
(182) `tCh0P-¡ ´tow fu-¡ ´Æ0: ´Na-¡ ¯ùha-¡ ´Æ0:-Ha

2-[絶] 豆腐-[絶] 買う 1-[絶] 肉-[絶] 買う-[気]
あなたは豆腐を買って、私は肉を買いますね。

(183) ¯khw@-¡ ¯Hd˝a hkeP-¡-la ¯Chi: ¯jı̃ hkeP-¡-la `Chi:-reP
3-[絶] 漢語-[絶]-も 知っている 英語-[絶]-も 知っている-[判]
彼は漢語も知っているし、英語も知っています。

条件や時間的順序に従って継起する事象を時間を表す要素を用いず表す場合、接続詞´naが用
いられる。
(184) ¯tje-¡ ¯tChõ-¡ ¯hta ´na ¯n@-¡ `HdeP-n

˚
Õ

あの 家-[絶] 見る と 人-[絶] いる-[判]
あの家を見ると、人がいます（いるのが目視で確認できます）。

(185) ´Na-¡ `úùhW tsh8P ¯Hd˝eP ˆHo la ¯ts@-´ma-Hõ ´na `tCh0P-¡
1-[絶] 時間 ８ まだ [方]-[否]-来る ならば 2-[絶]
ˆrÕ rÕ ¯shõ
自分で 去る.[命]
私が８時にまだこちらに来なかったら、あなたは自分で帰りなさい。
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譲歩を表す場合にも接続詞´naが用いられる。
(186) ´Na-¡ ´̊ïúùha-tsh¶-´ma-th0̃ ´na ˆ̊ïúùha-g0:

1-[絶] 食べる-[完]-[否]-[完] ても 食べる-[必要]
私は食べ終えることがなくても、食べたいです。

n@ t@ 28「～のあと、～なので」
(187) ˆ̊ïúùha-th0̃ ˆn˚thÕ-th0̃ n@ t@ ´tsh8̃ ja-¡ ¯htsõ-n@-¡

食べる-[完] 飲む-[完] あと 野菜-[絶] 売る-[名]-[絶]
´r@-Ngw@-th0̃
[方]-行く-[完]
食べて飲んだあと、野菜を売る人は帰っていきました。

(188) `tCh0P ïA: n@j ka-¡ `̊NẼ htCiP Æa ¯ha ˆkw@-zẽ n@ t@ ´Na-¡ ´tẼ
2.[双]-[絶] 以前から 知っている-[判] なので 1-[絶] また
`hCe: ˆÆ@-htjeP
[否]-紹介する
あなたたち２人は以前から知り合いだったので、私が再び紹介はしません。

´rẽj「～しているときに」
(189) ´sẼ-¡ ´̊ïúùha ´rẽj ´j@ é@-¡ ´ma-ïãüOP

ごはん-[絶] 食べる とき 本-[絶] [否]-見る
ごはんを食べているときに本を読むな。

´ti:「～のあとで 29」
(190) ´Na-¡ ¯̊NẼ ´Ngw@ ´ti: `tCh0P-¡ `ùhuP

1-[絶] 先に 行く するので 2-[絶] 来る.[命]
私は先に行きますから、そののちあなたはあとで来なさい。

´ma ˝@ t@「～しないだけでなく」
(191) ˆCwa-¡-t@ ´Pa ljW-¡ `hcaP ´ma ˝@ t@ `m˚phWP Æ̊a-w@

ねずみ-[絶]-[主] 猫-[絶] 恐れる しないだけでなく 追い払う-[？]
ねずみが猫を恐れない上、（ねずみが猫を）追い払います。

¯tha hẼ 30「～のために」
(192) ¯khw@-¡ ´peP-¡ ´zẽ ¯tha hẼ ˆpeP hkeP-¡ ¯hCeP-Chi:-n@

3-[絶] チベット人-[絶] [判] のために チベット語-[絶] 話す-できる-[現認]
あなたはチベット人なので、チベット語を話すことができます。

28 この形式は声調を担わない。形態的に見ると、２種類の名詞化接辞が連続しているようであるが、
このような分析は困難であろう。同様に、第１音節が AM接辞、第２音節が名詞化接辞という分析
も、(188)のように述語動詞に AM接辞がつく事例があるため、困難であろう。ゆえに、声調を担
わない理由は現段階では不明である。

29 これは副詞として「後ほど」の意味で単独で用いられることもある。
30 第２音節は具格標識/hẼ/と関連すると考えられる。
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略号表
文法機能語で略号を作らないものは直接 [　]の中に機能を書き込んでいる。複数の略号
が重なるときは / で区切って示す。語形変化で何らかの文法的機能を表す場合は、語義
のあとに . をはさんで機能を書き入れる。

[絶] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 絶対格
[能] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .能格
[与] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .与格
[属] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .属格
[位] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .位格
[具] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .具格
[奪] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .奪格
[比] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 比較格
[名] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .名詞化標識
[複] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .複数
[双] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .双数
[量] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .量詞
[判] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 判断動詞
[存] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 存在動詞
[重] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .重複
[命] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 命令形

[否] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 否定辞
[方] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 方向接辞
[疑] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 疑問接辞
[未] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .不確定未来
[予未] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .予定未来
[進] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .進行
[過] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .過去
[完] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 現在完了
[達] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .達成
[経] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .経験
[受] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .受益
[推] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .推測
[気] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 語気助辞
[補] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 補文標識
[主] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 主題標識
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ムラブリ語の文法スケッチ ∗

伊藤 雄馬

京都大学／日本学術振興会

キーワード：ムラブリ語、オーストロアジア語族、クム語派、文法スケッチ

はじめに
本稿はムラブリ語 (Mlabri) A方言の文法の輪郭を示すことを目的とする。ムラブリ語にみら
れる特徴の概略を以下に列挙する。
<音声・音韻>声門化有声閉鎖音、声門化わたり音、無声鼻音、無声流音が音素として認められ
る。音節末に位置する閉鎖を伴う子音 (閉鎖音、鼻音、側面接近音)は、全て無開放 (unreleased)

である。無声鼻音、無声側面音、また震え音は特定の環境で成節的な子音となる。
<形態>活用、曲用、格変化による語形変化のない、孤立的な言語である。接頭辞、接中辞が存
在し、重複も見られるが、いずれも生産性が低い。
<統語> SV、AVO、NAである。所有表現は所有者-所有標識-被所有物の順序であり、地域的、
類型論的に特異である。
<その他の文法範疇>人称代名詞は、双数形から複数形を形成する点で類型論的に特異である。
具格を表す形式がなく、「手段の目的語」(object of instrument)でのみ具格を表しうる。
<語彙>「食べる・飲む」を意味する語彙が複数存在し、食べる対象などによる使い分けが存在
する。借用語にはタイ祖語の形式を残すとみられる語彙が存在する。

以下、本稿では断りのない限り筆者の独自の調査データに基づくものとする。また、日本語
と対照して興味深い例を適宜取り上げる。
本稿の構成は以下のとおりである。まず１章では、系統と社会言語学的情報について述べる。

2章では、音韻論について概説する。3章では、標識 (marker)・接語 (clitic)・接辞 (affix)を定義
し、また基本的な節・句構造について述べる。4章では、品詞論について述べる。5章では、形
態論について概説する。6章では、その他の文法範疇について概説する。7章では、語彙の中で
も特徴的な語彙、また借用語について述べる。

∗ 本研究は JSPS特別研究員奨励費 25・4309「北タイの危機言語ムラブリ語のドキュメンテーション
とその分析」の助成を受けたものである。本稿の執筆にあたっては、吉田和彦氏、白田理人氏から
多くの有益なコメントをいただいた。ここに記して感謝の意を表する。当然、本稿にありうべき誤
りの責任は全て筆者にある。
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1 系統・社会言語学的情報
1.1 系統
オーストロアジア語族 (Austroasiatic)、北方モン・クメール諸語 (Northern Mon-Khmer lan-

guages)、クム語派 (Khmuic)に分類されることが多い (cf. Sidwell 2009)。Rishcel (2007)は、ク
ム語派に属するとされるティン語 (T’in)とムラブリ語の間に音対応が認められることを明らか
にし、ムラブリ語とティン語の間に系統関係の存在を示唆した。ただし、他のオーストロアジ
ア語族内の別の語派、例えばパラウン語派 (Palaungic)やカトゥ語派 (Katuic)との関係も示唆さ
れており、系統の位置づけについて研究者間の統一的な見解は未だ得られていない。

1.2 地域・人口・方言
ムラブリ語は、タイとラオス国境の山岳部で話される、話者数約 400人の言語である (付録参
照)。Rischel (2007: 30)によると、ムラブリ語には A、B、C方言の３つの方言が存在する。

A方言話者が最も数が多く、タイ北部のナーン県 (Nan)に 3箇所、プレー県 (Phrae)に 2箇
所の村があり、そこに定住している。人口は 2013 年の段階で約 400 人である (cf. Nimonjiya

2014)。B方言話者は、ナーン県のドーンプライワン村 (Ban Don Phrai Wan)に３名、別の村に
2名、合計 5名確認されている。両方言話者はお互いを同一民族と認めているが、交流はない。
筆者の調査では、A方言話者が B方言話者を「凶暴・人食い」と恐れて忌避しており、この態度
が交流のない原因のひとつと考えられる。C方言話者はラオスのサイニャブリー県 (Sainyabuli

Province)に住んでおり、人口は 2013年の時点で 13人との報告があるが、詳細は不明である。
本稿では、ナーン県のフアイユアク村 (Ban Huai Yuak)で話される A方言を扱う。

1.3 方言間にみる「言語の難解化」
方言間で注目すべきは、語形の差である。ライプツィヒ・ジャカルタ基礎語彙表 (The Leipzig-

Jakarta List of Basic Vocabulary)で挙げられている 100語を両方言間で比較したところ、65語
はほぼ語形が一致するのに対して、35語が A方言と B方言で音対応では説明できないほど語
形が異なることが分かる (cf. Haspelmath & Tadmor 2009)。表 1にその一部を挙げる。

表 1 A方言と B方言で語形の異なる例

A方言 B方言
「犬」 brañ sOP

「肉」 cin th2c

「話す」 t2ñ glaP

「来る」 leh pruk

伊藤雄馬
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2 音韻論
2.1 音節構造
まず、便宜のために音節構造のテンプレートを図 1に示す。

(副音節)︷ ︸︸ ︷
(C−2)C−1

主音節︷ ︸︸ ︷
C1(C2)(C3)V (C4)

図 1 音節構造テンプレート

音節は主音節と副音節の２つに大別できる。主音節は、単独で現れ、母音を音節核に持つ音
節であり、副音節は主音節に先行する位置のみに現れ、子音を音節核に持つ音節である。
主音節の頭子音は 3つのスロットに分けている。これは主音節の頭子音連続が最大 3子音連
続であること、また音素配列を説明するのに有効であるための便宜上のモデルである。主音節
の頭子音 C1 は義務的であるが、末子音 C4 はそうではない。
副音節は C−1 の子音が音節核を担い、C−1 単独で形成される場合と、C−2 と C−1 の両方で
形成される場合がある。ただし、それぞれの場合で音節核 C−1 に現れうる子音が異なる。
また副音節の音節核と主音節の頭子音、つまり C−1 と C1 の組み合わせには制約がある。
よって、図 1の音節構造テンプレートでは副音節と主音節を並べて記載してある。

2.2 超分節要素
ムラブリ語は超分節要素 (声調、強勢、母音の長短など)によって語彙を弁別しない。ただし、
強勢は音韻語の境界を示す境界表示機能を担う。母音の長短も、常にではないが、強勢を持つ
音節にのみ現れうるため、境界表示機能を一部担う。

2.3 音韻語
音韻語 1つにつき、1つの強勢を持つ。強勢位置は音韻語の最終音節である。
また、1音韻語は必ず 2モーラ以上 1 であるとする、最小語制約が存在する。この制約の存在
は、開音節の自由形式が長母音で発音されることから分かる。本稿では、最小語制約によって
長母音で発音される形式を母音連続で表記する (例 1e)。例 1に示す例は全て 1音韻語をなす。

(1) a. boP ["bo:P∼boP]「乳」
b. goh ["goh]「折れる」
c. tmPoP [tm

"
."Po:P]「蛇」

d. pa-goh [pa."goh]「折る（[使]-折れる）」
e. Pb77 [Pb7:] 「葉」

1 本稿では母音と末子音をモーラに数える。例えば [CVC]と [CV:]は 2モーラ、[CV]は 1モーラと
数える。
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2.4 音素目録
2.4.1 母音
表 2に母音の目録を示す。

表 2 母音の目録

前舌 後舌/非円唇 後舌/円唇
狭 i W u

半狭 e 7 o

半広 E 2 O

広 a

母音には 10の音素を認める。前舌、後舌の母音があり、後舌のみ円唇性により対立する。広
母音は前舌母音のみ存在する。

2.4.2 子音
頭子音と末子音の体系が異なるため、頭子音と末子音を別の体系として提示する。なお、副
音節の C−2、C−1 は頭子音と同じ体系として本稿では扱う。表 3に頭子音の目録、表 4に末子
音の目録を示す。

表 3 頭子音の目録

両唇 歯茎 硬口蓋 軟口蓋 声門
閉鎖音 有声 b d j g P

無声 p t c k

帯気 ph th kh

声門化 Pb Pd

摩擦音 無声 s h

鼻音 有声 m n ñ N

無声 hm hn hñ hN

震え音 有声 r

無声 hr

側面音 有声 l

無声 hl

わたり音 有声 w y

声門化 Pw Py
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頭子音には 32 の音素を認める。閉鎖音は、有声、無声、帯気、さらに両唇と歯茎には声門
化の系列がある。鼻音、震え音、側面音には無声と有声の対立がある。わたり音は、有声と声
門化の系列がある。なお、声門閉鎖音は有声に分類される (cf. 5.1.1)。硬口蓋閉鎖音は破擦音
(affricative)として発音される (jak ["

>
dýak]「行く」、c2ñ [">tC2:ñ]「歯」)。声門化閉鎖音はしばし

ば入破音 (implosive)として発音される (PbiP ["PbiP∼áiP]「芋虫」、"Pd7N ["Pd7N∼"â7N]「見る」)。
無声鼻音、無声側面音は前半部分が無声である (hlak ["l–

˚
ak]「ない」、hmEP ["m–

˚
EP]「新しい」)。

表 4 末子音の目録

両唇 歯茎 硬口蓋 軟口蓋 声門
閉鎖音 p t c k P

鼻音 m n ñ N

側面音 有声 l

無声 lh

震え音 r

摩擦音 C h

わたり音 w y

末子音には 16の音素を認める。調音点、調音法については頭子音と同じである。閉鎖音・鼻
音・震え音に声や気息などによる対立がなく、側面音のみに有声と無声の対立が存在する。閉
鎖を伴う子音は全て無開放 (unreleased)である 2 (kup ["kup^]「雲」、kum ["kum^]「傷痕」、pol

["pol^]「毛布」)。無声側面音は、後半部分が無声である (polh ["pol»
˚

^]「鹿の一種」)。

2.5 音素配列
2.5.1 母音連続
母音の音素配列を表 5に示す。狭母音からはじまる母音連続のみ観察される。

表 5 母音連続

i- io jioN 「父」
i2 wi2N 「町」
ia ciak 「鹿」

u- u7 ku7y 「籠」
u2 su2k 「塩」
ua suak 「結ぶ」

2 慣例ではないが、鼻音・側面接近音についても無開放の記号 (^)を本稿では用いる。
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また、表 5に挙げた母音連続と、わたり音と母音の連鎖は音韻的に区別される (例 2)。

(2) a. wi2N「町」vs. my77「妻」
b. ku7y「籠」vs. kw7y「バナナの一種」

2.5.2 主音節の頭子音連続
音素配列を説明するのに、まず図 1で提示した音節構造テンプレートの子音 C−2、C−1、C1、

C2、C3 それぞれの位置に現れうるかによって、頭子音を 8つの自然類に分類する。

表 6 頭子音の自然類

自然類 音素例 子音
(I) 阻害音類 b, p, ph, sなど 声門音以外の閉鎖音・摩擦音
(II) 鼻音類 m, n, ñ, N 有声鼻音
(III) 震え音類 r 有声震え音
(IV) 側面音類 l 有声側面音
(V) わたり音類 w, y わたり音
(VI) 声門音類 P, h, Pb, Pd, Pw, Py 声門音、声門化閉鎖音・声門化わたり音
(VII) 無声共鳴音類 hm, hn, hlなど 無声鼻音・無声側面音
(VIII) 無声震え音類 hr 無声震え音

次に、8つの自然類の分布を表 7に示す。C−1 の丸括弧は、C−2 のスロットが埋められてい
る場合のみ現れうることを表す。

表 7 自然類の分布

C−2 C−1 C1 C2 C3

(I) + - + - -

(II) - (+) + - -

(III) + + + + -

(IV) - (+) + + -

(V) - - + - +

(VI) - - + - -

(VII) - + + - -

(VIII) - + - - -

最も分布の広い自然類は震え音類 (III)であり、C3 以外の全ての位置に現れうる。最も分布の
狭い自然類は、声門音類 (VI)と無声震え音類 (VIII)である。
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主音節における、頭子音連続の可能な組み合わせ、及びその例を表 8に示す。

表 8 主音節の頭子音連続

C1 C2 C3 例
阻害音類 震え音類 - preP ["preP] 「トウガラシ」
阻害音類 側面音類 - pleP ["pleP] 「果実」
阻害音類 - わたり音 pyee ["pye:] 「トカゲの一種」
鼻音類 震え音類 - mrek ["mrek] 「絞る」
鼻音類 側面音類 - mlaP ["mlaP] 「ムラブリ」
鼻音類 - わたり音 my77 ["my7:] 「妻」
阻害音類 震え音類 わたり音 grwEc ["grwEc] 「爪」
阻害音類 側面音類 わたり音 klwen ["klwen] 「方向」

3子音連続は、前半の 2子音が副音節となる場合もある (例 3)。

(3) a. grwEc ["grwEc∼gr
"
."wEc]「爪」

b. klwen ["klwen∼kl
"
."wen]「方向」

2.5.3 副音節
副音節の可能な組み合わせを表 9に示す。なお、以下からは、音節境界が子音と子音の間に
ある場合のみ、ピリオドによってその音節境界を示す。

表 9 副音節

C−2 C−1 例
- 震え音類 r.map [r

"
."map] 「畑」

- 無声共鳴音 hn.taP [ Ĳn–
˚

."taP] 「尾」
- 無声震え音 hr.leP [ Ĳr–

˚
."leP] 「笑う」

阻害音類 鼻音類 sm.bEp [sm
"

."bEp] 「口」
震え音類 鼻音類 rm.bah [rm

"
."bah] 「側面」

阻害音類 震え音類 kr.poP [kr
"
."poP] 「雷」

阻害音類 側面音類 kl.muy [kl
"
."muy] 「毛」

震え音類 側面音類 rl.rEl [rl
"
."rEl] 「夕暮れ」

C−1 が鼻音類、C1 が阻害音類のとき、2 つの音は同器官的である (例: 表 9 の「尾」、「口」、
hñ.cak [ Ĳñ

–
˚

."
>
tCak]「ネズミの一種」、hN.kok [ĲN

–
˚

."kok]「銃」)。
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2.6 イントネーション
イントネーションのかかる単位は文である 3 。よって、イントネーションは文の境界を表示
する機能を持つ。
いくつか種類が認められるが、とりわけ、文末の音節を裏声で長く発音するイントネーショ
ンが特徴的である (以下、これを裏声イントネーションと呼び、上向き矢印↗で表す)。裏声イ
ントネーションは、命令、非難、忠告などの発話や、間投詞の発話に観察される (例 4)。

(4) a. maP

与える
Poh↗
[1単]

「私にくれ。」
b. hEE↗

[間]

「えー！ (非難)」

3 標識・接語・接辞、節・句構造
本章では、標識・接語・接辞を定義し、その後、基本的な節・句構造をみる。

3.1 標識・接語・接辞
本稿では、音韻語の指標となった最小語制約と強勢付与可能性により、拘束形式を標識、接
語、接辞に分ける (表 10)。

表 10 標識・接語・接辞

最小語 強勢
標識 + +

接語 - +

接辞 - -

標識は最小語制約にかない、かつ強勢を付与しうる (例 5a)。接語は最小語制約にはかなわな
いが、強勢を付与しうる (例 5b)。接辞は最小語制約にかなわず、かつ強勢を付与できない (例
5c)。

(5) a. kObO jak [kO.bO."
>
dýak∼kO."bO."

>
dýak]「行かない」

b. Pa=w2l [Pa."w2:l∼"Pa."w2:l]「行った」
c. pa-bWl [pa."bW:l]、*["pa."bW:l]「殺す ([使]-死ぬ)」

3 この定義は循環論法的である。
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3.2 基本的な節構造
基本的な構成素の並び他動詞主語-述語-目的語 (AVO)、自動詞主語-述語 (SV)である。なお、
主語と目的語は文脈によって省略されうる (例 6の話者 Bの発話)。

(6)話者 A mEh

[2単]

mak

好む
Poh

[1単]

lEh

[諾否]

「あなたは私が好きか？」
話者 B mak

好む
「好きだ。」

3.2.1 動詞述語節
動詞が述語となる節は、自動詞では主語-述語 (SV、例 7a)、他動詞では主語-述語-目的語

(AVO、例 7b)、二重他動詞では主語-述語-関節目的語-直接目的語 (AV-IO-DO、例 7c) の順で
ある。

(7) a. Poh

[1単]

hr.leh

笑う
「私は笑う。」

b. Poh

[1単]

mak

好む
mEh

[2単]

「私はあなたが好きだ。」
c. Poh

[1単]

maP

与える
mEh

[2単]

hN.keP

薪
「私はあなたに薪をあげる。」

叙述法は特別な標識を必要としない。疑問法は節末の疑問標識、もしくは疑問語 (interroga-

tives)で示す (例 8b、c)。疑問語疑問文には疑問標識は必要ない。命令法は、イントネーション
などで表す。

(8) a. mEh

[2単]

jak

行く
lEh

[諾否]

「あなたは行くか？」
b. mEh

[2単]

jak

行く
kalEN

どこ
「あなたはどこへ行くか？」
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3.2.2 名詞述語節
名詞句が標識を伴わずに述語となりうる。つまり、名詞句を述語として機能させるための標
識 (コピュラなど)は存在しない (例 9a)。名詞述語を否定する場合は、否定接語 ki=とmEn「正
しい」を用いて表す (例 9b)。

(9) a. g2h

[近 2]

hN.keP

薪
「これは薪だ。」

b. g2h

[近 2]

ki=mEn

[否]=正しい

hN.keP

薪
「これは薪でない。」

3.3 基本的な句構造
3.3.1 名詞句
名詞句は基本的に主要部主導型 (head-initial)の構造である (例 10)。

(10) a. brañ

犬
tr.nap

大きい
「大きい犬」

b. brañ

犬
nii

[関]

Poh

[1単]

mak

好き
「私の好きな犬」

3.3.2 動詞句
動詞句は主要部終端型 (head-final)の構造を示す。否定、テンス・アスペクト、モダリティな
どを表す形式は動詞に先行する (例 11)。

(11) a. Poh

[1単]

kObO

[否]

jak

行く
「私は行かない。」

b. Poh

[1単]

kal2y

[過未完]

jak

行く
「私は行かなかった。」

c. Poh

[1単]

dal2y

[義]

jak

行く
「私は行かなければならない。」
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4 品詞論
4.1 品詞概略
ムラブリ語の品詞は名詞、動詞、その他に大別できる。なお、品詞は語の単位に適用される。
指標は (A)動詞の項になれるか、(B)否定標識を取るかの 2点である (表 11)。

表 11 品詞分類

（A) (B)

名詞 + -

動詞 - +

その他 - -

4.2 名詞
名詞は、動詞の項となる唯一の品詞である。他に、名詞句の主要部となる (例 12a)、所有表現
の所有者・被所有物となる (例 12b)、主語・述語となる (例 12c)、という機能を持つ。

(12) a. tr.lOh

鍋
tr.nap

大きい
「大きい鍋」

b. mEh

[2単]

di=PEw

[連]=子
「あなたの子」

c. Poh

[1単]

mlaP

ムラブリ
「私はムラブリだ。」

4.3 動詞
動詞は否定標識をとれる唯一の品詞である。動詞は状態動詞と動態動詞に大別できる。
状態動詞は並置 (juxtaposition)により名詞を修飾できるが、動態動詞はできない (例 13)。

(13) a. brañ

犬
tr.nap

大きい
「大きい犬」

b. *brañ

犬
jak

行く
「*行く犬」
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状態動詞は程度を表す標識 hik「とても」を取りうるが、動態動詞は取れない (例 14)。

(14) a. hik

とても
tr.nap

大きい
「とても大きい」

b. *hik

とても
jak

行く

4.4 その他
その他に含まれる品詞は様々だが、本稿では副詞と間投詞についてのみ述べる。

4.4.1 副詞
本稿では場所副詞と時間副詞についてみる。
場所副詞には、川を陸標にした副詞が存在する (表 12)。

表 12 川を陸標にした場所副詞

川下 川上 向こう岸
tiju7y taN.n77 tWg2h

時間副詞は相対的な日を表し、比較的豊富である (表 13)。

表 13 日を表す時間副詞

昨日 今日 明日 明後日 明々後日 4日後
thwaa tal+g2h mWPWn mWhWW m2tWN m2nWN

副詞の統語位置は文頭か、動詞句の後である (例 15)。

(15) a. tal+g2h

今日
mEh

[2単]

jak

行く
kalEN

どこ
「今日あなたはどこへ行くのか？」

b. mOy

[3単]

P7h

する
r.map

畑
taN.n77

川上
「彼は川上で畑仕事をしている。」

c. g2m

[禁]

jak

行く
tWg2h

向こう岸
「向こう岸へ行くな。」
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4.4.2 間投詞
間投詞は、常にイントネーションを伴って現れ、単独で文を成す (表 14)。

表 14 間投詞

非難 落胆 驚き 失敗
hEE bij77 Pihii bathoo

特定の親族に対する呼びかけにのみ用いることができる間投詞が存在する。本稿では、その
ような間投詞を「呼称 (address term)」と呼ぶ (表 15)。

表 15 呼称

父 母 配偶者 子
m7m m7P sON.khOt Pim.roC

(16) a. hEE↗
[間]

sON.khOt↗
[呼.配偶者]

mEh

[2単]

jak

行く
kalEN

どこ
「おい妻よ、お前はどこへ行くのか？」

4.5 機能語
品詞横断的な語類として、指示語 (demonstrative)と疑問語を認める。

4.5.1 指示語
指示語は指示 (reference)と照応 (anaphora)の機能を持つ。
指示の観点から、話し手と聞き手の両方に近いものを指す「近称 1」、話者の近くにあるもの
を指す「近称 2」、話者の遠くにあるものを指す「遠称」の 3種類が認められる (表 16)。

表 16 指示語

近称 1 近称 2 遠称
名詞 khihit g2h ñ2P

副詞 khihit g2P ñ2h

指示語は、名詞と副詞のいずれかとして機能する。名詞として機能する場合と、副詞として
機能する場合とでは、「近称 2」と「遠称」は語末の声門音が入れ替わる (表 16)。
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副詞として機能する場合は、場所を表す副詞として動詞句を修飾する (例 17)。

(17) a. Poh

[1単]

mak

好む
g2h

[近 2]

「私はこれを好む。」
b. dOk

置く
g2P

[近 2]

「ここに置く。」

4.5.2 疑問語
ムラブリ語の疑問語は、疑問代名詞、疑問副詞に大別できる。疑問代名詞を表 17に示す。

表 17 疑問代名詞

なに だれ
近称 遠称
cig2P ciñ2h tWmlaP

「なに」には 2種類あり、副詞用法の指示語の g2P「近称 2」、ñ2h「遠称」をそれぞれ含む。
「近称 2」を含む疑問代名詞は、指示語 g2h「近称 2」とのみ共起可能であり、「遠称」を含む疑
問代名詞には制限はない (例 18a, b)。「だれ」は、mlaP「ムラブリ」を後部に含む。

(18) a. g2h

[近 2]

｛cig2P/ciñ2h｝
｛なに [近]/なに [遠]｝

「これは何？」
b. ñ2P

[遠]

｛*cig2P/ciñ2h｝
｛*なに [近]/なに [遠]｝

「あれは何？」

次に疑問副詞を表 18に示す。

表 18 疑問副詞

いくつ いつ どう どこ
pan+Pd77 hwan+Pd77 sin.Pdee kalEN

「いくつ」、「いつ」には不定を表す標識 Pd77が含まれる (cf. tal Pd77「いつか (日 [不定])」)。
「いくつ」、「どう」の pan, sinは、不定標識の代わりに副詞用法の指示語をつけることが可能で
ある (pan g2P「このくらいの量・大きさ」、sin ñ2h「あのように」)。
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疑問副詞の統語位置は、節末である (例 19)。

(19) a. mEh

[2単]

p7P

持つ
pan+Pd77

いくつ
「あなたはいくつ持っているか？」

b. mEh

[2単]

jak

行く
hwan+Pd77

いつ
「あなたはいつ行くか？」

c. bih

切る
lam

木
sin.Pdee

どう
「木をどう切るか？」

日本語の「なぜ」に相当する、理由を尋ねるためだけの疑問語は存在しない。理由を尋ねる
場合、疑問代名詞 ciñ2h「なに」か疑問副詞 sin.Pdee「どう」を用いて理由を尋ねる。
まず、ciñ2h「なに」を単独で用いた場合、理由を尋ねる表現となりうる (例 20)。

(20) ciñ2h

なに [遠]

「なぜ？」

また、ciñ2h「なに」を動詞述語文の文末に置くことでも理由を尋ねる表現となる (例 21)。そ
の場合、「なぜ Vするのか」という意味となる。

(21) jak

行く
ciñ2h

なに [遠]

「なぜ行くのか？」

他動詞の場合も「なに」を文末に置くことで疑問を表しうるが、他動詞の目的語を尋ねてい
るのか、理由を訪ねているのか曖昧になる (例 22)。

(22) P7P

食べる [穀]

ciñ2h

なに [遠]

「何を食べたか？/なぜ食べるのか？」

「どう」を用いて理由を尋ねる方法は、「どう」sin.Pdee のみを用いる方法、P7h「する」と
sin.Pdee「どう」を共に用いる方法がある (例 23)。

(23) mOy

[3単]

bec

泣く
｛sin.Pdee/P7h sin.Pdee｝
｛どう/するどう｝

「彼はどうして泣くのか？」

ムラブリ語の文法スケッチ

55



5 形態論
ムラブリ語は、屈折や曲用による形態法が存在せず、接辞法、重複法も生産的でないことか
ら、形態論の乏しい言語であると言える。本節では、接辞法、複合法、重複法について述べる。

5.1 接辞法
ムラブリ語には、接頭辞、接中辞が認められる。まず、接頭辞について述べ、次いで接中辞
について述べる。

5.1.1 接頭辞
接頭辞には名詞語根をホストとする集合接頭辞と、主に動詞語根をホストとする使役接頭辞、
名詞化接頭辞が存在する。
集合接頭辞は名詞語根をホストとし、集合名詞 (collective noun)を形成する (例 24)。

(24) a. ja-Puy「女たち」([集]-女)

b. ja-polh 「鹿たち」 ([集]-鹿)

c. ja-kw2r「部外者たち」([集]-部外者)

使役接頭辞は主に動詞語根をホストとし、使役動詞を形成する。
この使役接頭辞には、異化 (dissimilation) が観察される。語根の頭子音が有声の時は無声の
接頭辞 pa-、語根の頭子音が無声の時は有声の接頭辞 ba-が現れる (例 25a、b)。語根の頭子音が
声門閉鎖音の場合は、無声の使役接頭辞が現れる (例 25c)。よって、声門閉鎖音は有声音と分析
する (cf. 表 3)。また、使役接頭辞は親族名詞をホストとしうる (例 25d)。

(25) a. pa-bWl「殺す」([使]-死ぬ)

b. ba-hot「落とす」 ([使]-落ちる)

c. pa-P7P「食べさせる」 ([使]-食べる [穀])

d. pa-diN「兄/姉とする」([使]-兄姉)

名詞派生接頭辞は主に動詞語根をホストとし、それが表す動作に関連する名詞を形成する (例
26a、b)。また、単数の一人称と二人称の人称代名詞をホストとすることができ、その場合「私
の所有物・あなたの所有物」という名詞を派生する (例 26c、d)。

(26) a. pr-nOn「寝床」([名]-寝る)

b. pr-P7h「やり方」([名]-する)

c. pr-Poh「私の所有物」 ([名]-[1単])

d. pr-mEh「あなたの所有物」([名]-[2単])

ただし、これらの接辞は一部の語根に使用が限られており、生産性が低い。例えば、gEN「家」
に付けて*ja-gEN、jak「行く」に付けて*pa-jak、*pr-jakとしても意味は通じない。
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5.1.2 接中辞
接中辞には名詞派生接中辞が存在する。動詞語根をホストとし、その動詞語根が表す動作と
関連する名詞を形成する。この接中辞には複数の異形態が観察される。それぞれの異形態が現
れる環境を表 19、例を例 27に示す (C=子音、V=母音、N=鼻音)。

表 19 接中辞

-rn- → -mn- / C VN

→ -r- / C w, yV

→ -n- / C rV

→ -rn- / elswhere

(27) a. t-mn-2ñ「言葉」(話す-[名])

b. k-r-wac「箒」 (掃く-[名])

c. j-n-rak「櫛」(梳く-[名])

d. t-rn-Wy「杵」(搗く-[名])

この接中辞も生産性が低く、例えば jak「行く」を*j-rn-akとしても意味は通じない。

5.2 複合語
名詞を主要部とした複合語を中心に観察される。複合語は、前半部分の母音が弱化したり、
子音が消失したり、音節構造が変化する場合がある。ただし、複合語の全てに音声的な変化が
見られるわけではなく、また句にも弱化現象は観察されるため、実際には複合語と句を音声的
に区別することは難しい。よって、意味的な不透明性を持つものを複合語とし、句と区別する。

表 20 複合語

「火打ち石」 kol+hlek [k@l."l–
˚

ek] 「棒」+「鉄」
「ムラブリ」 mlaP+briP [mla."briP] 「人」+「森」
「夫婦」 my77+glaN [my7."laN] 「妻」+「夫」
「年寄り」 sak+Pim.roC [sa.k@m."roC] 「体」+「子」
「虎」 brañ+PdiN [brañ."PdiN] 「犬」+「大きい」
「コップ」 kOk+w7k [kOk."w7k] 「パイプ」+「飲む」

なお、複合語と句の区別は、他の要素の介在可能性によっても判断しうる。つまり、複合語
は他の要素の介在を許さないが、句は介在を許す (例 28)。
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(28) a. brañ+PdiN

犬 +大きい
「トラ」

b. *brañ

犬
hik

とても

PdiN

大きい

c. brañ

犬
tr.nap

大きい
「大きい犬」

d. brañ

犬
hik

とても
tr.nap

大きい
「とても大きい犬」

5.3 重複法・感情語
重複法は非常に生産性が低く、明確な例は 2例しか観察できていない (表 21)。

表 21 重複法

「枯れている」 bl∼bWl bWl「死ぬ」
「なくなっている」 hla∼hlak hlak「ない」

一方で、繰り返しのみられる語根は多く観察される (表 22)。これは、入力に相当する形式が
ない点で表 21の例とは異なる。オーストロアジア語族の研究では、繰り返しなどの音象徴を利
用する語形成・形態法を広く感情語 (expressive)と呼ぶが、これらの語根も感情語に該当するも
のと考える (cf. 長田 2009)。

表 22 感情語

「腫れる」 bN.bON *bON

「蝉」 dl.dEl *dEl

「微笑む」 yik.yEk *yik, *yEk

「カワセミ」 jrik.jrek *jrik, *jrek

重複法とこの種の感情語は、要素が繰り返されている点で共通するが、観察できる数に大き
な違いがあり、また入力が観察されるかどうかという点でも異なるため、別の機構と考える 4 。

4 Avram (2011) では、繰り返しのみられる感情語と類似した例を疑似重複 (pseudo-reduplication) と
呼び、形態法の重複 (reduplication)と区別している。
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6 その他の文法範疇
6.1 連結接語
多くの機能を持つ連結接語 (linker) di=が存在する。連結接語は名詞、動詞の両方をホストと
しうる接語で、所有、再帰、動詞の副詞化など、様々な機能を持つ (例 29)。

(29) a. Poh

[1単]

di=PEw

[連]=子
Pa=jak

[完]=行く
hon.hian

学校
「私の子供は学校へ行った。」

b. Poh

[1単]

Pa=w2l

[完]=帰る
di=gEN

[連]=家
「私は自分の家に帰った。」

c. gWt

考える
di=pyaP.kleh

[連]=良い
「よく考える」

本稿では所有についてのみ詳しくみる。所有を表す表現は、所有者-標識-被所有物の順序と
なり、主要部終端型 (head-final)の構造を示す。主要部終端型の構造は、AVO型の言語の類型
に反している点、また同地域の言語には見られない特徴である点で注目に値する。また、Dixon

(2010: 262, 263)によるところの、所有、全体-部分関係、親族関係を表しうる (例 30)。

(30) a. Poh

[1単]

di=gEN

[連]=家
「私の家」

b. Poh

[1単]

di=ket

[連]=耳
「私の耳」

c. Poh

[1単]

di=PEw

[連]=子
「私の子」

一方で、属性、位置、関連を表せない。関連を表す場合は、並置によって表す (例 31)。

(31) a. Poh

[1単]

di=rup

[連]=写真
「私の所有する写真/*私の映っている写真」

b. rup

写真
Poh

[1単]

「*私の所有する写真/私の映っている写真」
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6.2 数詞
数詞は「一」から「十」まで存在する (表 23)。

表 23 数詞

「一」 mOy 「六」 tal

「二」 bEr 「七」 gul

「三」 pEP 「八」 tiP

「四」 pon 「九」 gaC

「五」 th7N 「十」 gal

数詞を用いて数量を表す場合、数詞と類別詞からなる数量句にして表す。数量句は、述語と
して機能する場合、名詞を修飾する場合、動詞を修飾する場合がある (例 32)。

(32) a. Poh

[1単]

di=luk.POm

[連]=飴
bEr

二
klOP

[類]

「私の飴が 2つある。」
b. mlaP

ムラブリ
bEr

二
mlaP

[類]

「ムラブリ 2人」
c. jak

行く
nOn

寝る
bEr

二
lEk

[類]

「2日間寝に行く」

特殊な用法として、数詞「四」を数量句に用いると「たくさんの/全ての」という意味を普通
意味し、「4つの」という意味で解釈されることは稀である (例 33)。

(33) pleP

実
pon

四
klOP

[類]

「たくさんの実/全ての実/4つの実」

数量句に後置して「プラス１」を表す標識が存在する (例 34)。

(34) pleP

実
sON

二
klOP

[類]

hloy

プラス 1

「3つの実」

数詞「二」の時に「プラス 1」の標識が表れやすいという傾向がある (cf. Rischel 1995: 147)。
ただしこの標識が用いられる動機や pEP「三」を用いた場合との差異は不明である。
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6.3 人称
6.3.1 人称代名詞
人称代名詞に、一人称・二人称・三人称、単数・双数・複数の系列がある。ただし、指示と照
応で、使用される形式が違う。まず、指示用法における人称代名詞を表 24に示す。

表 24 指示用法における人称代名詞

単 双 複
1 Poh Pah Pah+th7N

2 mEh bah bah+th7N

3 mOy Pak+bEr jum+ñ2P

一人称・二人称、単数・双数が最も基本的な体系をなし、三人称と複数の系列は全て 2次的な
表現である。一人称・二人称の複数形は、それぞれの双数形と数詞「五」からなる。三人称、単
数は数詞「一」と同形である。三人称・双数は定冠詞 Pakと数詞「二」からなる。三人称・複
数は jum「集団」と遠称で名詞用法の指示語 ñ2Pからなる。
複数形が双数形から派生されている点で類型論的に特異である。なお、双数、複数に包括・除
外の区別、また人・動物・無生物などによる違いは確認されていない。
照応用法では、二人称・双数形が三人称の双数・複数に対しても用いられる (表 25下線部)。

表 25 照応用法における人称代名詞

単 双 複
1 Poh Pah Pah+th7N

2 mEh bah bah+th7N

3 mOy Pak+bEr, bah jum+ñ2P, bah

二人称・双数形が三人称・複数形で用いられている例を挙げる (例 35)。

(35) A： bah+th7N

[3複]

jak

行く
kalEN

どこ
「彼らはどこへ行くのか？」

B： bah

[2双]

Pa=w2l

[完]=帰る
「彼らは帰った。」

二人称・双数形の照応用法における意味範囲は、次節で説明する人称所有標識と対応してい
る (例 37b)。
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6.3.2 人称所有標識
人称代名詞から派生した、人称所有標識が存在する。人称所有標識は、一人称・二人称、単
数・双数のみ存在する (表 26)。

表 26 人称所有標識

単 双
1 Pok Pak

2 mEk bak

単数の所有標識は、それぞれ「私の」、「あなたの」を表す。通常の名詞句と異なり、主要部終
端型 (head-final)の構造を示す点で、連結接語による所有表現と同じである。意味する範囲も、
所有、全体-部分関係、親族関係と、連結接語を用いる場合と同じである (例 36)。

(36) a. Pok

[1単有]

gEN

家
「私の家」

b. Pok

[1単有]

ket

耳
「私の耳」

c. mEk

[2単有]

PEw

子
「あなたの子」

双数形から派生した所有標識には、特殊な用法が存在する。一人称・双数から派生した Pak

は、二人称・双数の所有「私達ふたりの (所有する)～」を表しうるが、「定冠詞」として用いら
れることが多い (例 37a)。二人称・双数から派生した bakは、二人称・双数の所有だけでなく、
三人称の双数・複数、すなわち非単数の所有「彼らの/彼女らの」を表す (例 37b)。この二人称・
双数の所有標識の意味範囲は、照応における人称代名詞の意味範囲と対応している (cf. 表 25)。

(37) a. Pak

[定]

Pb77

葉
kObO

[否]

j2C

美味しい
「その葉は美味しくない。」

b. bak

[2非単有]

gEN

家
hik

とても

PyEP

遠い
「彼らの家はとても遠い。」
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6.4 所格・向格
所格接語 (locative)と向格標識 (allative)は名詞句をホストとし、副詞句、名詞修飾句を形成
する (例 38)。

(38) a. Poh

[1単]

bih

切る
lam

木
ni=briP

[所]=森
「私は森で木を切る。」

b. Pah+th7N

[1複]

hNuh

居る
lWN

[向]

briP

森
「私たちは森の方にいる。」

向格標識のみ、指示語と人称代名詞をホストとしうる (例 39)。

(39) a. Poh

[1単]

hNuh

居る
lWN

[向]

g2h

[近 2]

「わたしはこっちの方に座る。」
b. maP

与える
lWN

[向]

Poh↗
[1単]

「私の方に渡せ。」

6.5 否定
否定標識 kObOと否定接語 ki=の 2種類が存在する。否定標識は動態動詞と共起しやすく、否
定接語は状態動詞と共起しやすい (例 40)。ただし、これは飽くまで傾向であり、義務的な使い
分けではない。

(40) a. kObO

[否]

jak

行く
「行かない」

b. ki=tr.nap

[否]=大きい
「大きくない」

また、二重否定は標識-接語の順序のみ観察されている (例 41)。

(41) Poh

[1単]

kObO

[否]

ki=jaN

[否]=できる
P7h

する
「私はできなくはない。」
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6.6 テンス・アスペクト・モダリティ
テンス・アスペクト的な意味を表す形式は、接語と標識に分けられる。接語には、完了 (perfect)

Pa=がある。標識には、現在未完了 (present imperfect) kal2y.kWr、過去未完了 (past imperfect)

kal2y、継続 kuu、先行 Parが認められる。表 27にそれぞれ示す。

表 27 テンス・アスペクト

完了 現在未完了 過去未完了 継続 先行
Pa= kal2y.kWr kal2y kuu Par

未完了にのみ、現在と過去の区別がある。例 42にそれぞれの例文をあげる。

(42) a. Poh

[1単]

Pa=P7P

[完]=食べる [穀]

yuk

ご飯
「私はご飯を食べた。」

b. Poh

[1単]

kal2y.kWr

[現未完]

P7P

食べる [穀]

yuk

ご飯
「私はまだご飯を食べ終わっていない。」

c. Poh

[1単]

kal2y

[過未完]

P7P

食べる [穀]

yuk

ご飯
「私はご飯を食べなかった。」

d. mOy

[3単]

kuu

[継]

nOn

寝る
「彼は寝ている。」

e. Poh

[1単]

Par

[先]

w2l

帰る
「私は先に帰る。」

モダリティを表す形式は、接語と標識に分けられる。接語には、切迫 (imminent) Pa=、願望
si=を認める。標識には、義務 dal2y、非義務 kal2y、蓋然 Padoの 3種類が存在する。表 28に
形式、例 43に例文を示す。

表 28 モダリティ

切迫 願望 義務 非義務 蓋然
Pa= si= dal2y kal2y Pado
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(43) a. Poh

[1単]

Pa=jak

[迫]=行く
「私はもう行く。」

b. Poh

[1単]

si=nOn

[願]=寝る
「私は寝たい。」

c. Poh

[1単]

dal2y

[義]

jak

行く
「私は行かなければならない。」

d. Poh

[1単]

kal2y

[非義]

P7h

する
「私はしなくてもよい。」

e. mEh

[2単]

Pado

[蓋]

nOn

寝る
「あなたは寝てもいいだろう。」

テンス・アスペクト・モダリティを表す形式で注目すべきは、形式の類似である。例えば、
「完了」と「切迫」は、共に Pa=であり、「過去未完了」と「非義務」の形式は共に kal2yであ
る。また、「義務」と「非義務」は後半部分-l2yが共通しており、分析できる可能性を残す。

6.7 ムード
6.7.1 諾否疑問
諾否疑問には、諾否疑問標識を用いるものと、選択疑問文がある (例 44)。

(44) a. Pa=P7P

[完]=食べる
yuk

ご飯 [穀]

lEh

[諾否]

「ご飯を食べたか？」
b. Pa=P7P

[完]=食べる [穀]

yuk

ご飯
la

か

hlak

ない
「ご飯を食べたか否か？」

疑問語を含む疑問文については、3.2.1節、4.5.2節を参照されたい。

6.7.2 命令・禁止
動態動詞を裏声イントネーションを伴いながら発話した場合、命令の意味を表す (例 45)。

(45) jak↗
行く
「行け！」
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禁止の表現には、禁止標識 g2mを動詞の前に置く (例 46)。

(46) g2m

[禁]

jak↗
行く

「行くな！」

命令、禁止する相手は文頭に置く (例 47)。親族には呼称を用いる (cf. 4.4.2節)。

(47) m7m

[呼.父]

g2m

[禁]

jak↗
行く

「父よ、行くな！」

過去未完了/非義務の標識 kal2yは、二人称を主語にした場合、相手がまだその行動をしてい
ないことを非難して、行動を促す意味合いが出る (例 48)。

(48) mEh

[2単]

kal2y

[過未完]/[非義]

jak↗
行く

「あなたは早く行け！（lit. あなたは行かなかった。/あなたは行かなくてもよい。）」

6.8 ヴォイス
6.8.1 使役
使役を表すには使役接頭辞を用いる方法と、maP「与える」を用いる構文の 2種類が存在し、
意味的な差異が存在する。前者は使役接辞を用いた動詞の主語が動作を行い、後者は maP「与
える」の後にくる名詞句の指す人物が動作を行う (例 49)。

(49) a. mOO

医者
ba-thalEw

[使]-浴びる
w7k

水
Pok

[1単有]

PEw

子
「医者が私の子を水を浴びさせた。（医者が子に水をかけている）」

b. Poh

[1単]

si=Pday

[願]=得る
maP

与える
Pok

[1単有]

PEw

子
thalEw

浴びる
w7k

水
「私は私の子に水を浴びをさせたい（子が自分で水浴びをする）」

6.8.2 受身
現段階では、ムラブリ語に受身を表す形式・構文は観察されていない。ただし、使役接辞を
用いた慣用表現に、日本語の受身で訳せると思われる表現が存在する (例 50)。

(50) mEh

[2単]

ba-t2ñ

[使]-言う
Poh

[1単]

「(相手を非難して)お前は俺に言われたじゃないか。 (lit. お前が俺に言わせた)」
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6.9 手段の目的語
ムラブリ語には具格を表す形式が存在しない。具格に相当する表現は、具格を付与したい名
詞句を直接目的語の位置に置くことで表す (例 51b)。目的語の位置にあり、具格の付与される名
詞句を、本稿では「手段の目的語」(object of instrument)と呼ぶ (cf. イェスペルセン 2006: 85)。
「目的語」と呼ぶのは、他動詞の後ろにこの両方が同時に現れえないことため、具格の付与され
る名詞句は目的語の位置を占めていると判断できるからである (例 51c、d)。

(51) a. cuak

掘る
bEP

土
「土を掘る」

b. cuak

掘る
soP

鋤
「鋤で掘る」

c. *cuak

掘る
bEP

土
soP

鋤

d. *cuak

掘る
soP

鋤
bEP

土

具格と目的格の両方を持つ表現 (「鋤で土を掘る」など)を 1つの動詞で表すことがムラブリ
語はできない。そのような表現は、Pek「取る」を用いた動詞連続によって表す (例 52)。

(52) Pek

取る
soP

鋤
cuak

掘る
bEP

土
「鋤で土を掘る」

6.10 談話標識
対比談話標識 (contrastive discourse marker)の kat2ñと hakを認める。k2t2ñは対比する相
手、または相手の行動に限定はないが、hakの場合は「対比する相手とは異なる」ことが含意
される。この標識の付く名詞句は、必ず節の最初に置かれる (例 53)。

(53) a. Poh

[1単]

kat2ñ

[談]

jak

行く
「(他の人はともかく)私は行く。」

b. Poh

[1単]

hak

[談]

jak

行く
「(他の人は行かないが)私は行く。/(他の人とは別方向だが)私は行く。」
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6.11 節連結
6.11.1 関係節
関係節は、標識 niiを用いる。主語、目的語の関係節化は可能であるが、手段の目的語は関係
節化できない (例 54)。

(54) a. brañ

犬
nii

[関]

kr2p

噛む
mEh

[2単]

「あなたを噛んだ犬」
b. brañ

犬
nii

[関]

Poh

[1単]

mak

好む
「私の好きな犬」

c. *tiP

手
nii

[関]

Poh

[1単]

tEk

叩く
「*叩くのに使った手」

6.11.2 従属節
従属節は、標識 kanaを用いる (例 55)。従属節は主節に先行する位置が普通である。

(55) kana

[従]

mEP

雨
hot

落ちる
Poh

[1単]

hNuh

居る
ni=gEN

[所]=家
「雨が降ったら、私は家に居る。」

6.11.3 補文節
動詞により補文節の導入方法が異なる。m2c「見える・分かる」は標識を用いない (例 56)。

(56) mEh

[2単]

Pa=m2c

[完]=見える
Poh

[1単]

w2l

帰る
hwan Pd77

いつ
lEh

[諾否]

「あなたは私がいつ帰るか分かったか？」

t2ñ「言う」は標識 Paaを、gWt「考える」は標識 t2ñaを用いる (例 57、58)。

(57) Poh

[1単]

t2ñ

言う
Paa

[補]

g2m

[禁]

jak

行く
「私は行くなと言った。」

(58) Poh

[1単]

gWt

考える
t2ña

[補]

mEh

[2単]

Pa=w2l

[完]=帰る
「私はあなたが帰ったと考えていた。」
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7 語彙
7.1 食べる・飲む
「食べる」に相当する語彙が 3 種類存在する。それらは、食べる対象によって使い分けられ
る。P7Pは米、パンなどの穀物や穀物由来のもの、boNは肉類を、そして p7yは果実やゼリー
など水分を多く含むものを食べる時にそれぞれ用いられる (例 59)。

(59) a. ｛P7P/*boN/*p7y｝
｛食べる [穀]/*食べる [肉]/*食べる [果]｝

yuk

ご飯
「ご飯を食べる。」

b. ｛*P7P/boN/*p7y｝
｛*食べる [穀]/食べる [肉]/*食べる [果]｝

cin

肉
「肉を食べる。」

c. ｛*P7P/*boN/p7y｝
｛*食べる [穀]/*食べる [肉]/食べる [果]｝

pleP

実
「実を食べる。」

「飲む」に相当する語は 2種類存在し、これも飲む対象によって使い分けがある。水分のみか
らなる液体は w7k、固形物が含まれている液体は sotを用いる (例 60)。

(60) a. ｛w7k/*sot｝
｛飲む [液]/*飲む [固]｝

jn.raP

酒
「酒を飲む。」

b. ｛*w7k/sot｝
｛*飲む [液]/飲む [固]｝

gn.roN

汁物
「汁物を飲む。」

ただし、本来食べ物でないものを口にする場合は、それが何由来か、または液体か固形かに
関係なく、穀物を食べる場合に用いる P7Pを用いる (例 61a)。さらに、人間以外の動物、例え
ば犬の食べる動作を表す場合も、食べる対象に関わらず P7Pが用いられる (例 61b)。

(61) a. ｛P7P/*boN/*p7y/*w7k/*sot｝
｛食べる [穀]/*食べる [肉]/*食べる [果]/*飲む [液]/*飲む [固]｝

Pyak

糞
「糞を食べる。」

b. brañ

犬
｛P7P/*boN/*p7y/*w7k/*sot｝
｛食べる [穀]/*食べる [肉]/*食べる [果]/*飲む [液]/*飲む [固]｝

cin

肉
cabut

豚
「犬が豚肉を食べる。」

よって、穀物を食べる P7Pが「食べる・飲む」行為を表す最も基本的な動詞であると考える。
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以上でみた「食べる・飲む」を意味する語彙の関係を図 2に示す。

P7P

一般

P7P

穀物
boN

肉
p7y

果物
w7k

液体
sot

液体 +固体

図 2 「食べる・飲む」

7.2 借用語
タイ系言語からの借用語が多く観察される。その中で、タイ祖語 (Proto-Tai)の再建形には見
られるが、現在のタイ系言語では声調対立に解消されてしまった頭子音の有声子音、無声側面
音、声門化音・入破音 (implosive)を保持していると思われる語がいくつか存在する 5 。

表 29 借用語

ムラブリ語 タイ祖語 タイ語 意味
bEN *beeNA phEEN1 「(値段が)高い」
hlek *hlekD lek2 「鉄」
Pyaa *PyW@A yaa1 「薬」
Pb77 *áaîA bay1 「葉」
Pd77 *âaîA day1 不定標識

また、タイ系言語からの借用語が豊富である反面、社会的に最も近しいフモン語 (Hmong)や
ミエン語 (Mien)からの借用語がほとんどみられない点は興味深い。

5 タイ祖語、タイ語 (Siamese)の形式は Pittayaporn (2009)を参照したが、本稿に合わせて表記を一部
変更してある。Pittayaporn (2009)は長母音を長母音記号を用いて表しているが、本稿では母音を連
続して表記する方法に変更してある (「(値段が)高い」の例など)。また、わたり音は jから yに変
更した (「薬」の例など)。タイ語の声調表記も、一部簡略化してある。
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記号・略号
.(ピリオド)...音節境界；-...接辞境界；=...接語境界；+...複合語境界；∼...重複；↗...裏声イ
ントネーション；1...一人称；2...二人称；3...三人称；C...子音；N...鼻音；V...母音；単...単
数；双...双数；複...複数；非単...非単数；有...所有標識；間...間投詞；呼...呼称：近 1...話し
手と聞き手の両方に近い指示語；近 2...話し手に近い指示語；遠...遠称；定...定冠詞；所...所
格；向...向格；集...集合名詞派生；名...名詞派生；類...類別詞；使...使役；完...完了；現未完...

現在未完了；過未完...過去未完了；継...継続；先...先行；迫...切迫；願...願望；義...義務；非
義...非義務；蓋...蓋然；否...否定；禁...禁止；諾否...諾否疑問標識；談...談話標識；連...連結
標識；穀...穀類を食べる；肉...肉類を食べる；果...果実類を食べる；液...液体を飲む；固...固
体を含んだ液体を口にする；関...関係節標識；従...従属節標識；補...補文標識
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付録

図 3 タイ国におけるムラブリＡ方言話者の居住地 (Nimonjiya 2014)
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モンゴル語における語頭母音添加* 

植田 尚樹 
京都大学／日本学術振興会

1 はじめに 

 モンゴル語ハルハ方言（以下モンゴル語とする）では、語頭の r や語頭の子音連

続は許されず、そのような音韻構造を持つ語が借用されるとき、語頭母音添加や母

音挿入によって許されない音韻構造を回避すると言われている。しかし実際には、

語による差や個人差が大きく、そう単純に一般化することはできない。 

 本稿では、語頭に r を持つ借用語、ならびに語頭に sC-, šC-クラスターを持つ語を

対象に、母音添加がどのような方法で、どの程度行われているかを検討する。そし

て、①母音が添加されるかどうかは、文中における音韻的環境によって頻度が大き

く異なること、②母音添加は、「語頭の r や語頭子音連続」を避けるためというよ

りはむしろ、「3 つ以上の子音の連続」を回避するために行われる傾向にあること、

③添加母音は音韻的なものではなく音声的なものであることを示す。

なお、以下では特に断らない限り、モンゴル国で用いられているキリル文字によ

る正書法をローマ字転写した表記を用いる。詳しい転写方法は付録に示す。アクセ

ント符号は正書法では用いられないが、強勢位置を示す必要がある場合に適宜使用

する。 

2 音韻構造 

本節では、モンゴル語の借用語に見られる音韻構造について、先行研究で述べら

れていることを整理する。 

2.1 借用語音韻論 

モンゴル語にはロシア語からの多くの借用語がある。それらは主にソビエト時代

に借用された。また最近では、英語からの借用語が増加している（塩谷・プレブジ

ャブ 2001）。 

ロシア語からの借用語について述べると、表記の面では、末尾の強勢のない母音

が消去されることがある（例: lɔ́gika → lɔgik《論理学》）などの例外はあるが、原語

表記に相違なく綴られるものが多い。 

音声、音韻の面では、ロシア語でアクセントを持つ母音は長母音として発音され

* 本研究は、日本学術振興会特別研究員奨励費（課題番号 24・5181）および JSPS科研費

12J05181の助成を受けたものである。
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る（例: bár [baːr]《バー》cf. bar [bar]《トラ》）。その他にも、モンゴル語の音節構造

に合わせて母音の位置が変わる (Svantesson 1995; Svantesson et al. 2005)、母音調和に

従って母音の音価が変わる (Svantesson 2004)、語の定着度によって母音の弱化が起

こる (植田 2013) などの変化が起こることもあるが、これらはいずれも話者や語に

よって差がある。話者間での個人差は、話者のロシア語の知識や二言語併用のレベ

ルなどの要因に左右されると言われている (Svantesson 2004; Svantesson et al. 2005)。 

また、モンゴル語では許容されない音韻構造を持つ語が借用される場合、主に母

音の添加・挿入によって音韻構造が改変される。そのような例として、2.2 節では

語頭の r、2.3 節では語頭の子音連続を挙げる。 

2.2 語頭の r 

モンゴル語には r から始まる固有語はない。ロシア語やチベット語からの借用語

で語頭に r があるものは、綴り字上は語頭に＜r＞が書かれる。そのような語は普

通、語頭に母音を付け加えて発音される。(“Such words are usually pronounced with an 

added initial vowel” Svantesson et al. 2005: 30、“in actual speech it is normally preceded by 

a prothetic vowel” Janhunen 2012: 27) 

(1) 語彙  発音   原語 意味 

radiɔ   [aračəw]   rádiɔ (Ru.)   《ラジオ》 

rinčen  [irənčhəŋ]  rin-chen (Tib.)（人名） 

（発音表記は Svantesson et al. 2005 の通り） 

より定着した借用語の中には、語頭に母音を添加した形で綴られるものもある 

(Janhunen 2012)。 

(2) arašaan《鉱泉・聖水》← raṣiyana (Sanskrit) 

 ロシア語からの借用語において、語頭に添加される母音は、普通はロシア語で強

勢を持つ母音がコピーされる。(“When a Russian word beginning with r is borrowed, a 

vowel is inserted before the r, usually a copy of the stressed vowel” Svantesson 2004: 105) 

(3) Russian Russian Mongolian 

transliteration pronunciation 

a. rádiɔ ['radjɪɐ] aračəw  ‘radio’ 

b. rezína [rjɪ'zina] irčeŋ ‘rubber’ 

c. rjúmka ['rjumkɐ] urumk ‘wine glass’ 

(Svantesson 2004: 104 (22c) 表記は一部改変) 
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しかし、本当に強勢を持つ母音がコピーされているかどうかは検討の余地がある。

(3a, c) は、強勢を持つ母音がコピーされているという解釈のほか、直後の母音がコ

ピーされていると考えることもできる。また (3b) の例は、[ɪ] ではなく [i] が添加

されていることから、一見すると直後の母音ではなく強勢を持つ母音がコピーされ

ているように見える。しかし、ロシア語の [ɪ] は、モンゴル語において [i] で発音

されるため、 [ɪ] と [i] のどちらの母音がコピーされたとしても語頭には [i] が現

れることになり、どちらの母音がコピーされているのか判定することはできない。 

 モンゴル語の発音辞典である Sambuudorj (2011) によると、 r から始まる語の発

音には全て語頭に母音が添加されているが、強勢を持つ母音がコピーされるのでは

なく、r の直後の母音を基に語頭添加母音が決定されている。以下に 2 つの例を示

す。 

(4) 語彙  発音  原語    意味 

rakêt   [arkeːt]    rakét (Ru.)  《ラケット》 

rêdaktɔr [irdaːktar] redáktɔr (Ru.)《編集者》 

（発音表記は Sambuudorj (2011) の通り） 

ロシア語で強勢を持つ母音がコピーされると考えると、(4) の例はそれぞれ [irkeːt]、

[ardaːktar] となるはずであるが、そのようになっていない。 

 また実際の発音では、語頭に母音が添加されず、語頭の r がそのまま発音される

こともままある。その点については 5.1節で述べる。 

2.3 語頭子音連続 

 モンゴル語では、語頭の子音連続は許されない。借用語においては、語頭子音連

続は母音挿入および語頭音添加によって回避される。Svantesson et al. (2005) による

と、通常は原語で強勢を持つ母音がコピーされ、子音クラスターの間に挿入される

（例: dráma → daram《ドラマ》）が、子音クラスターが s または š で始まってい

れば、子音クラスターの前に母音 i を添加することによって、語頭の子音連続を回

避する。 

(5) spírt → ispirt《アルコール》 

škáf → iškaf《戸棚》 

しかし Svantesson et al. (2005) には、例外的に 2子音間に母音が挿入されている

例も 1例ある。 

(6) šljápa → šiljap《帽子》（Svantesson et al. 2005: 32 表記は改変） 
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この理由については何も述べられていない。また、母音の挿入・添加がなく、初頭

子音連続をそのまま発音するケースが見られる。これについては 5.2節で述べる。 

3 問題提起 

2節では、語頭の r ならびに語頭の子音連続を回避するための母音添加について

概観したが、いくつか問題があることが明らかになった。以下に問題点を整理する。 

語頭の r について 

・語頭に添加される母音は、どの母音なのか（強勢を持つ母音／直後の母音） 

語頭の r および語頭子音連続について 

・先行研究は実態を正しく記述しているか 

・母音添加が行われる場合と行われない場合があるが、その有無はどのように決ま

っているのか（予測可能か否か） 

・添加される母音は音韻的なものか、音声的なものか 

 母音添加の有無には、語による差、個人差のほか、音韻的環境によって差が出る

可能性がある。語頭に r を持つ語や、語頭に子音クラスターを持つ語が文中に現れ

る場合、①直前の語の末尾子音の後、②直前の語の末尾母音の後、③文頭、という

3 つの環境が考えられる。添加される母音が音韻的なものであれば、どのような環

境でも安定して母音挿入が行われると予想される。それに対して、添加される母音

が音声的なものであれば、特定の環境に偏って母音添加が行われることが予想され

る。具体的には、母音の直後では音声的に母音が挿入される必要性がないため、母

音挿入が行われにくいと考えられる。 

以上の問題点を明らかにするため、調査を行った。 

4 調査 

4.1 調査内容 

 語頭に r を持つ借用語、語頭に s-, š- から始まる子音クラスターを持つ借用語を、

以下のキャリア文の下線部に入れて、全文を読み上げてもらった。最初にキャリア

文をキリル文字表記で提示し、その下にターゲットとなる語をキリル文字表記で列

挙した。 

(3) a.  tend geǰ bičeestei baina《あそこに  と書いてある》 

b. minii duu geǰ xelsen《私の弟は  と言った》 

c. gedeg nj jʊʊ we?《  というのは何ですか？》 
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ターゲットとなる語が (7a) では子音の直後、(7b) では母音の直後、(7c) では文頭

に位置する。文中における位置によって、母音添加の有無に差があるか否かを調べ

ることが目的である。読み上げられた文を録音し、praat (Boersma and Weenink 2012) 

を用いて音響分析することで、語頭の添加母音の有無と、添加母音がある場合には

その音価を確認した。 

なお、ロシア語の知識を持つ話者にも、ロシア語の単語としてではなくモンゴル

語の単語として読んでもらうため、(7a) と (7b) ではダミーとなるモンゴル語の単

語を複数用意し、最初に読み上げる文のターゲットの語が必ずダミーの語となるよ

うにした。その他の語の順序は、ランダム関数によりランダムに配置している。調

査は (7a) → (7b) → (7c) の順に行い、(7c) ではダミーの語は入れていない。 

4.2 調査語彙 

 語頭に r を持つ借用語に関しては、原語での強勢の位置、母音の音価を考慮に入

れ、以下の 13 語を選んだ。第 2 音節以降に強勢を持つ語に関しては、第 1 音節の

母音と強勢を持つ母音が異なる語を選ぶことで、母音添加の際にどの母音がコピー

されているかが明らかになるようした。 

表 1：調査語彙（語頭 r ） 

強勢母音 

第 1音節 

a ê ɔ i 

a rádiɔ《ラジオ》 

radiátɔr《ラジエーター》 

razmếr《サイズ》 

ê rêklám《広告》 

rêdáktɔr《編集者》 

rêstɔrán《レストラン》 

rêfêrát《論文》 

rếktɔr《学長》 rekɔ́rd《記録》 rêzín《ゴム》 

ɔ rɔmá《長編小説》 

ʊ rʊánda《ルワンダ》 rʊmín《ルーマニア》 

 一方、初頭子音連続を持つ語に関しては、sp-, st-, str-, sk-, sl-, št-, štr-, šk- を語頭に

持つ計 17語を調査語彙とした。 
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sp-: spartakiad《試合》, spirt《アルコール》, spɔrt《スポーツ》 

st-: stadiɔn《スタジアム》, standart《標準》, stanc《施設》, statistik《統計》 

str-: strategi《戦略》, stress《ストレス》 

sk-: skai《スカイ(店名)》, skɔč《セロハンテープ》 

sl-: slêsarj《修理工》, slɔwaki《スロバキア》, slɔwêni《スロベニア》 

št-: štab《司令部》 

štr-: štrix《修正液》 

šk-: škaf《戸棚》 

4.3 インフォーマント 

 インフォーマントは以下の 4 名である。4 名とも現在はウランバートルの大学で

日本語を専攻している。また、学校教育で英語を 6年以上学習している。 

年齢 出身地 ロシア語学習歴と会話能力 

A 19 ウランバートル 2年 

B 19 ホヴド県 5年・少し話せる 

C 19 ダルハン 2年 

D 29 ヘンティー県 6年・自由に話せる 

5 結果 

5.1 語頭の r 

 本節では、語頭に r を持つ借用語における語頭母音添加の結果を示す。5.1.1 に

おいて、母音添加の有無に関する全体的な傾向を概観した後、5.1.2で添加される母

音の音価について考察し、語内のどの母音が添加母音としてコピーされているのか

を明らかにする。5.1.3では環境別（子音の直後、母音の直後、文頭）に、母音添加

について考察する。 

5.1.1 母音添加の有無 

 表 2 に、語頭に r を持つ語の語頭における母音添加の有無を示す。C_ は子音の

直後（つまり (7a) の結果）、V_ は母音の直後（(7b) の結果）、#_ は文頭（(7c) の

結果）を表す。○は明らかな母音添加があること、△は非常に短く弱い母音が添加

されていること、 - は母音が添加されていないことを表す。なお、母音の有無や強

弱については恣意的にならざるを得ないが、聴覚的に母音が聞こえ、準周期的波形

を持ち、スペクトログラム上で第 1フォルマントと第 2フォルマントの帯が確認で

きる場合に「母音がある」とみなしている。 
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表 2： 母音添加の有無（語頭 r ） 

話者/環境 

語

インフォーマント A インフォーマント B インフォーマント C インフォーマント D 

C_ V_ #_ C_ V_ #_ C_ V_ #_ C_ V_ #_ 

radiátɔr ○ - - - - - ○ - - ○ - - 

rádiɔ - - - ○ - - ○ - - ○ - - 

razmếr ○ - - △ - - ○ ○ - ○ - - 

rêdáktɔr ○ ○ - ○ - - ○ - - △ - - 

rêfêrát - - - ○ - - - - - - - - 

rêklám - - - ○ - ○ ○ ○ ○ ○ - - 

rekɔ́rd - - - ○ - - ○ - - - - - 

rếktɔr ○ - - - - ○ ○ - - - - ○ 

rêstɔrán ○ ○ △ ○ ○ ○ - - ○ ○ ○ - 

rêzín - ○ - ○ - △ ○ - - - - - 

rɔmán - - - - - - △ - - - - - 

rʊánda - - - - - - △ - - ○ - - 

rʊmín - - - - - - ○ - ○ - - 

表 2から、母音添加が起こりやすい語や起こりにくい語があるという傾向は見ら

れるものの、全話者の全環境で必ず母音添加が起こる、という語は 1語もないこと

がわかる。 

 話者別に見ると、こちらもインフォーマントCは比較的母音を添加している一方、

インフォーマント A と D は母音添加が少ない、といった傾向は認められるものの、

やはり全ての語の全ての環境で母音添加を起こしている話者はいない。 

 環境別に見ても、やはり全話者の全ての語で母音が添加されている環境は見られ

ない。しかし、直前が子音であるという環境（C_）では、他の環境に比べて、どの

話者でも母音添加が起こりやすい傾向が見て取れる。特にインフォーマントCでは、

rêfêrát《論文》と rêstɔrán《レストラン》を除いて、全ての語で母音の添加が起こっ

ている。 

5.1.2 添加される母音の音価 

 明らかな母音添加がある場合、どのような母音が現れるのであろうか。以下にい

くつか例を示す。 

(8) razmếr《サイズ》 [araʣmeːr] (A, C, D) 

rêklám《広告》 [ir̥kɬaːm] (B), [erekɬaːm] (C, D) 

rêstɔrán《レストラン》 [erstɔraːŋ] (A), [erestɔraːŋ] (B) 
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(8) のように、アクセントを持つ母音ではなく、もともと第 1音節にある母音がコ

ピーされて、語頭に添加されている例が多い1。表 3に、添加される母音の音価を示

す。非常に短く弱い母音は ə で表している。「予測」は第 1音節の母音から推定さ

れる添加母音の音価を示し、網掛けは予測と実際の音価が一致しないことを示す。 

表 3： 添加母音の音価と予測との一致数 

語 予
測

インフォーマント A インフォーマント B インフォーマント C インフォーマント D 

C_ V_ #_ C_ V_ #_ C_ V_ #_ C_ V_ #_ 

radiátɔr 

a 

a - - - - - u - - u - - 

rádiɔ - - - u - - u - - u - - 

razmếr a - - ə - - a a - a - - 

rêdáktɔr 

e 

i 

jɔ e - e - - e - - ə - - 

rêfêrát - - - e - - - - - - - - 

rêklám - - - i - e e e e e - - 

rekɔ́rd - - - e - - e - - - - - 

rếktɔr e - - - - e e - - - - e 

rêstɔrán e e ə e e e - - u u e - 

rêzín - e - i - ə e - - - - - 

rɔmán ɔ - - - - - - ə - - - - - 

rʊánda 
ʊ 

- - - - - - ə - - ʊ - - 

rʊmín - - - - - - e - ʊ - - 

表 3から、第 1音節の母音がコピーされる例が多いことがわかる。明らかに母音

が添加されている 41例のうち、予測通り第 1音節の母音がコピーされる例は 33例

（約 80.5%）に上る。一方、強勢を持つ母音がコピーされていると考えなければな

らない例はない。したがって、コピーされる母音は強勢を持つ母音ではなく、r の

直後にある母音であることが明らかである。 

 予測に反する例は 8例あるが、これらのうち 6 例では、子音の直後という環境に

おいて [u] が挿入されている。この例については次節で述べる。 

5.1.3 母音挿入の実態 

 5.1.1では、環境によって母音添加の頻度に差があることが示された。具体的には、

子音の直後において最も頻度が高く、母音の直後および文頭では頻度が低い。 

文頭において母音が添加される頻度が低いという事実から、語頭 r がモンゴル語

1
êは [e] または [i] として実現する。 
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において許容され得る音韻構造であることがうかがえる。仮に語頭 r が厳密に回避

されるとすれば、文頭という環境においてこそ最も高い頻度で母音の添加が行われ

ると予想される。しかし今回の調査では、その逆の結果が出た。よって、語頭 r は

完全に許容されない音韻構造ではないことがわかる。 

 また、子音の直後という環境において、他の環境よりも母音が添加されやすいこ

とから、母音添加は子音連続を避けるための音声的なものである可能性が高い。こ

のことは、前節で述べた、子音の直後という環境において [u] が現れる現象からも

示唆される。モンゴル語の r はふるえ音 [r]2 であり、子音 d に後続する場合、子

音の開放から trill の開始までのつなぎの母音として [u] が音声的に挿入されると

考えられる3。 

(9) tend radiɔ...《あそこにラジオ・・・》[tenduraːʤɔ...] (B, C, D) 

tend rêstɔran...《あそこにレストラン・・・》[tendurestɔraːŋ...] (D) 

しかし、ndr という 3子音連続は、一般にモンゴル語において許容される。 

(10) sandral《不安》 

xundrel《悪化》 

したがって、なぜ「語末子音（連続）＋語頭 r」という構造を持つ場合に限って ndr 

という 3子音連続が回避され、母音が添加されるのか、検討する必要がある。今後

の課題としたい。 

5.2 語頭子音連続 

 本節では、語頭に子音連続を持つ借用語の語頭母音添加の結果を示す。5.2.1 で母

音添加の有無を確認した後、5.2.2で母音添加の実態について考察する。 

5.2.1 母音添加の有無 

表 4 に、語頭に子音連続を持つ語の母音添加の有無を示す。表 2 と同様、C_ は

子音の直後、V_ は母音の直後、#_ は文頭を表し、○は明らかに語頭に母音が添加

されていること、△は非常に短く弱い母音が添加されていること、 - は母音が添加

されていないことを表す。また●は、子音クラスターの間に母音が挿入されている

2
 筆者のデータでは、はじき音[ɾ]で現れる例も多く見られた。

3
[u]は一般音声学的に、持続時間が短く聞こえ度が低い母音であることから、挿入母音と

して用いられることは自然である。ただし、なぜ[i]ではなく[u]が挿入されるのかは、現

在のところ不明である。また、実際に円唇性のある[u]で発音されているかどうか（非円

唇の[ɯ]ではないか）についても、検討の余地がある。
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ことを表す。 

表 4：母音添加の有無（語頭子音連続） 

話者/環境 

語

インフォーマント A インフォーマント B インフォーマント C インフォーマント D 

C_ V_ #_ C_ V_ #_ C_ V_ #_ C_ V_ #_ 

skai △ ○ △ ○ ○ - ○ ○ - △ ○ - 

skɔč ○ - - - ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ 

slêsarj △ ● ○ ● ● ○● ● ● ● ● ● ● 

slɔwaki - - - ○ - - △ △ - - - △ 

slɔwêni △ - - - - - ○ △ - ○ - - 

spartakiad - - - ○ △ △ ○ ○ - - ○ - 

spirt ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ △ ○ △ - 

spɔrt △ ○ - △ - - ○ ○ - ○ - ○ 

stadiɔn △ - △ ○ - - ○ ○ - ○ ○ - 

standart - - - ○ - - ○ ○ - ○ - ○ 

stanc - - △ △ ○ - ○ ○ - ○ ○ - 

statistik ○ ○ - - - - ○ △ - ○ - △ 

strategi - ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ - △ - 

stress △ - - △ ○ △ ○ ○ - - ○ - 

škaf ○ - - △ △ - ○ ○ ○ - ○ - 

štab △ - - △ - - - - - △ - - 

štrix ○ - △ ○ - - ○ ○ - - ○ △ 

表 4から、母音添加が起こりやすい語や起こりにくい語があることがわかる。spirt

《アルコール》や skai《スカイ（店名）》はかなり高い確率で母音が添加されるの

に対し、slɔwaki《スロバキア》や štab《司令部》は母音添加が起こりにくい。この

理由は明らかではないが、音韻構造が関係している可能性がある。sl- という語頭

子音連続を持つ語は slêsarj《修理工》、slɔwaki《スロバキア》 slɔwêni《スロベニア》

の 3 語あるが、いずれも語頭への母音の添加は行われにくい。slêsarj《修理工》で

は、子音クラスターの間に母音を挿入することで、子音クラスターを回避するとい

う方法が優勢であり、これは (6) に示した例と同様である。 

(11) slêsarj [seɬeːsar] 

(12) šljápa → šiljap《帽子》（=6 再掲） 
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これらの例から、sl-, šl- という子音クラスターを持つ語では、語頭の母音添加は行

われにくいと言える。ただし、この構造を持っていても語頭に母音が添加される例

もあるため、音韻構造が決定的な要因であるわけではない。 

 環境別に見ると、子音の直後で最も母音添加が起こりやすく、次いで母音の直後、

文頭という順序になっている。特にインフォーマント Cでは、子音の直後、母音の

直後という環境において、štab《司令部》を除く全ての語で母音の添加を行ってい

る。 

5.2.2 母音添加の実態 

前節では、環境によって母音添加の起こりやすさに差があることが示された。 

 文頭において母音が添加される頻度が最も低いという事実から、語頭 r と同様に、

語頭子音連続がモンゴル語において、完全に許容されない音韻構造ではないことが

示唆される。 

子音の直後で母音が添加されやすい理由については、4 子音連続を避けるためで

あると考えられる。本調査では、子音の直後という環境において、母音挿入が行わ

れなければ [ndst] [ndʃt] という 4 子音連続が生じる。これを避けるために音声的な

母音が挿入されるため、子音の直後という環境において、母音が挿入される頻度が

最も高くなると考えられる4。 

ただし、語頭に r を持つ語の場合とは異なり、母音の直後という環境でも、ある

程度母音の添加が行われる。文頭では母音添加が行われにくく、母音の直後では行

われやすい理由については、現段階では明らかでない。 

6 まとめと今後の課題 

 前節では、語頭の r の前に添加される母音は、強勢を持つ母音ではなく、r の直

後の母音がコピーされていること、語頭の r および語頭子音連続を持つ語に対して

語頭母音添加が行われるか否かは、文中における音韻的環境が大きく関わっている

ことを示した。具体的には、語頭に r を持つ語、語頭子音連続を持つ語ともに、子

音の直後という環境において最も母音添加の頻度が高く、文頭では頻度が低い。文

頭で母音添加の頻度が低いことから、語頭の r および語頭子音連続はともに、厳密

に回避される音韻構造ではないことがわかる。また、子音の直後で母音添加の頻度

が高いのは、3 つ以上の子音の連続を回避するためであると考えられる。このこと

から、添加母音は、原語において語頭に r および子音連続を持っている借用語の語

頭に音韻的に添加される母音なのではなく、特定の環境に現れる音声的なものであ

4
4子音連続はモンゴル語において許容されないため、母音が挿入されることは自然であ

る。しかし、許容される 3子音連続（例えば rst）においても、st の前に母音が挿入さ

れる傾向にあるのか否かは、本調査からは明らかではない。 
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る可能性が高い。ただし、子音の直後という環境において常に高い頻度で母音の添

加が行われるのか、それとも今回の調査で用いた nd という子音連続の後に続く場

合にのみ母音添加が行われるのかは明らかでなく、今後の課題である。 

 今回の結果は、2 節で述べた先行研究と異なる点が多い。その原因として、世代

差や外国語学習歴など、言語外的要因も関与している可能性がある。これらを考慮

に入れた綿密な研究が俟たれる。 

付録（キリル文字転写） 

キリル а б в г д е ё ж з и й к л м н о ө п 

転写 a b w g d je 

jo 

ê 

jɔ ǰ z i i k l m n ɔ o p 

キリル р с т у ү ф х ц ч ш щ ъ ы ь э ю я 

転写 r s t ʊ u f x c č š štš - ii j e jʊ 

ju 

ja 

※借用語に現れるキリル文字 е は ê で表す。 
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ジンポー語の資料と文法注釈

—人間の唾の力はなぜなくなったか—

倉部慶太

京都大学／日本学術振興会

キーワード：ジンポー語，カチン語，チベット・ビルマ語派，カチン人，民話，ミャンマー

1 はじめに

1.1 本稿の目的

本稿の目的は、筆者がビルマのカチン州ミッチーナー市において行った臨地調査により収集

したジンポー語民話資料のうち、「唾の力はなぜなくなったか」と題する民話資料の本文と文法

注釈を提示することにある。1節ではジンポー語の概況、方言、本稿における表記法について記

す。2節では民話資料本文を提示する。最後の 3節では本文に対する文法注釈を示す。

1.2 ジンポー語に関する基本的事実

ジンポー語 (Jingpho)はシナ・チベット語族 (Sino-Tibetan)チベット・ビルマ語派 (Tibeto-

Burman)に属する言語であり、ビルマのカチン州およびシャン州北辺を中心に分布するが、そ

の分布の東端は中国雲南省、西端は東北インドにまで及ぶ (以下の図 1を参照)。

ジンポー人は同じ民族意識を持つロンウォー Lhaovo (マルMaru)、ラチッLacid (ラシ Lashi)、

ツァイワー Zaiwa (アツィAtsi)などの民族とともにカチン (Kachin)と呼ばれる文化的集団を形

成する。このうち、ロンウォー、ラチッ、ツァイワーなどの民族はロロ・ビルマ語支ビルマ語群

に属する言語を話し、言語的にはジンポー人よりもむしろビルマ人に近い関係にある。しかし、

カチン民族を構成する人々は共通の文化を持ち、ビルマ人とは異なるひとつの文化集団を形成

している。このカチン民族において、ジンポー語は共通語 (lingua franca)の役割を担っており、

ジンポー語はカチン語と呼称されることもある。

ジンポー語の話者人口に関しては、ビルマに 630,000人、中国に 15,000人、インドに 2,000

人の話者が居住すると推測される (Bradley 1996:751)。ただし、ジンポー語はカチン民族の共通

語として機能しており、ロンウォー、ラチッ、ツァイワーなどのジンポー語を第二言語として

用いる話者も含めるならば、ジンポー語の話者人口は 100万人程度になると推測される。

1.3 ジンポー語の方言および本稿で対象とする方言

ジンポー語には少なくとも 17の独立した方言 (または言語)が存在することが、先行研究お

よび筆者の現地調査により明らかになってきた (Hanson 1896、西田 1960、劉1984、Matisoff

ed. 1996、Morey 2010、Kurabe 2014)。本稿でジンポー語と言う場合、このうちの標準方言
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(Standard Jingpho)を指す。この方言は本来、カチン州バモー市 (Bhamo/Manmaw)を中心に分

布する方言であったが、キリスト教の布教がこの地域を中心に始まったこと、1890年代前半に

考案されたジンポー語正書法がこの地の言語を基に制定されたことなどの事情から、後に他の

地域へも普及した。ジンポー語話者はこの方言をバモー・シンリー語 (Manmaw-Sinli ga)と呼

称している 1 。以下にジンポー語方言の地理的分布を示した図および方言のリストを提示する。

図 1 ジンポー語方言の分布

TR = Turung (India) KK = Khakhu (Burma)

NP = Numphuk (India) SJ = Standard Jingpho (Burma)

DY = Diyun (India) TN = Thingnai (Burma)

TI = Tieng (India) SL = Sinli (Burma)

TS = Tsasen (India/Burma) GR = Gauri/Khauri (Burma/China)

DL = Duleng (Burma) NK = Nkhum/Enkun (China)

SH = Shang (Burma) SD = Shadan (China)

DG = Dingga (Burma) JL = Jilı́ (Burma; extinct)

DP = Dingphan (Burma)

1 この名称から標準方言と Sinli方言が系統的に近い関係にあることが推測されるが、本稿ではこれ
らを別の方言として扱う。その理由は、両者に重要な相違が観察されるためである。例えば、標準

方言では疑問標識 =Piが必ず動詞複合の後に現れるのに対し、Sinli方言ではこの標識が動詞複合の
前に現れる。ただし、Sinli方言の最終的な位置づけは今後の調査に俟たなければならない。
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筆者はジンポー語には少なくとも 3つの方言群が存在すると考える。現代諸方言の共通祖先

であるジンポー祖語は、最も初期に南部ジンポー祖語と北部ジンポー祖語に分岐し、続いて、北

部ジンポー祖語は東北ジンポー祖語と西北ジンポー祖語に分岐したと推定する。本稿ではこれ

らをそれぞれ、南部方言群 (SJ、NK、GR)、東北方言群 (DL、SH、DG)、西北方言群 (NP、TR)

と呼称する。後二者は地理的・言語的により近い関係にあるものの、相違が激しいことからそ

れぞれ独立のグループとして扱う。各方言群間では相互理解が困難と見られ、これらは言語学

的には方言ではなく別言語と見なすべきかもしれない。上記三分割を支持する証拠には、規則

的・不規則的な音韻改新の共有 (特定語彙にのみ観察される祖語の末子音 *-k の脱落など)、語

彙改新の共有 (以下の表)、文法改新の共有 (一致標識の消失など)、意味改新の共有 (*牙 >歯な

ど)がある (倉部 2013b、Kurabe 2014)。一例として、以下にジンポー語方言を南部と北部に分

断する語彙の例を提示する 2 。

表 1 南部方言群と北部方言群の語彙の一例

‘earthquake’ ‘beautiful’ ‘make’ ‘in’

SJ nnaNnòn tsom g@lo Pè

NK nnaNnòn tsom k@lo è

GR nnaNnòn tsom g@lo P̀ı

DL dum Còp C@co PaN

DG dum sòp C@co PaN

NP dum4sun1 soop3 s@joo1 aN4

TR dum3sun1 sop1 s@joo1 aN2

ジンポー語の危機度は方言により異なる。例えば、標準方言は全世代の話者に使用され、あ

る程度安定している (safe)。一方で、Shang方言は両親世代かそれ以上の世代でしか使用されな

いという (definitely endangered)。また、Jilı́方言は 1800年代の記録 (Brown 1837:1033)を最後

に消滅した (extinct)。標準方言は諸方言の中では最も安定していると考えられるが、van Driem

(2001:394)が指摘するように、どの方言であれ、カチン内部の様々な共同体で用いられる、ピジ

ン化し文法的に単純化した共通語としてのジンポー語からの影響は避けられないと考えられる。

ジンポー語の分布域は多言語地域である。基本的に、ビルマのジンポー語話者は少なくとも

ビルマ語との二言語併用、中国のジンポー語話者は少なくとも漢語との二言語併用、インドの

ジンポー語話者は少なくともアッサム語との二言語併用状態にあると考えられる。標準方言に

関しては、特に若年層話者にビルマ語とのコードスイッチングが頻繁に観察される。また、東

北インドに分布する Turung方言は、アッサム語の強い影響下にあるとされる (Morey 2010:8)。

2 表中、Nkhum方言 (NK) の形式は徐他 (1983)からの二次資料であり、また、Turung方言 (TR)、
Numphuk方言 (NP)の形式はそれぞれ、Morey (2007a)、Morey (2007b)からの二次資料である。な
お、Shang方言 (SH)は共通の音韻改新などの証拠から北部方言群に属すると考えられるが、現時点
においては語彙資料が少ないため、表には含めていない。
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1.4 本稿の表記

本稿におけるジンポー語表記は、以下に示す筆者の分析による音素表記を用いる。ただし、

成節鼻音は後続子音と調音点同化を起こすが、本稿ではすべて /n/と表記することにする。ジン

ポー語には正書法も存在するが、正書法では声調と声門閉鎖音が表記されないため、本稿の表

記には正書法を使用しない 3 。

以下に、筆者の分析によるジンポー語の子音体系を示す 4 。

表 2 子音体系

onset consonants coda consonants

voiceless unaspirated stopsp t k P p t k P

voiceless aspirated stops ph th kh

voiced stops b d g

voiceless affricates ts c

voiced affricate dz j

voiceless fricatives s C

nasals m n N m n N

preglottalized nasals Pm Pn PN

liquids r l

preglottalized liquids Pr Pl

glides w y w y

preglottalized glides Pw Py

母音には次表に示す 6つの母音がある。母音は基本的に大部分の末子音と自由に結合する

が、/@/ は末子音とは決して結合しない。また、末子音 /w/ は /a/ とのみ結合し、末子音 /y/ は

/a, o, u/ とのみ結合する。本稿では、正書法で au、ai、oi、ui と表記される二重母音をそれぞ

れ、/aw/、/ay/、/oy/、/uy/と分析する。その根拠は、これらの連続が閉音節に決して現れないた

めである。このような音韻解釈を行うことにより、ジンポー語の最大の音節構造を C1C2VC3/T

へと還元することが可能になる (Cは子音、V は母音、Tは声調を示す)。なお、末子音 /k/は出

現頻度が極めて低いが、これは標準方言においてジンポー祖語の末子音 *k が Pへと音変化した

ためである。

3 正書法は 1890年にカチン州に赴任した米国バプティスト派の宣教師 Olaf Hansonにより 1890年代
前半に考案され、ローマ字による文字体系を持つ。これより以前にビルマ文字、シャン文字、カレ

ン文字の組み合わせによるジンポー文字が Josiah Cushingにより考案されつつあったがこれは普及
しなかった (Crider 1963:368, 371)。

4 特に若年層話者は /ts/を無声無気歯茎摩擦音 [s]、/s/を無声有気歯茎摩擦音 [sh]、/dz/を有声歯茎摩
擦音 [z] で発音する傾向が強い。
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表 3 母音と末子音の結合可能性

-ø -p -t -k -P -m -n -N -w -y

-a -a -ap -at -ak -aP -am -an -aN -aw -ay

-e -e -ep -et -ek -eP -em -en -eN * -ew * -ey

-i -i -ip -it -ik -iP -im -in -iN * -iw * -iy

-o -o -op -ot -ok -oP -om -on -oN * -ow -oy

-u -u -up -ut -uk -uP -um -un -uN * -uw -uy

-@ -@ *-@p *-@t * -@k *-@P *-@m *-@n *-@N * -@w * -@y

ジンポー語は音節声調を持ち、以下のミニマルペアにより実証されるとおり、開音節におい

て 4つの声調が対立し、閉音節において 2つの声調が対立する。なお、成節鼻音 /n/には音声的

には高、中、低の 3つの声調が実現するが、これらは 2つの基底の声調に還元可能である (倉部

2013a)。ただし、本稿の表記は音素表記であるため、表層の 3つの声調を全て表記する。また、

成節鼻音と同様の分析が /@/を主母音とする音節に適用可能である可能性があるが、この声調に

より弁別されるミニマルペアがほとんど存在しないため、本稿ではこの音節に声調を表記しな

いことにする。

表 4 声調と語例

L /yò/ [yoĆ£] ‘to be worn out’

M /yo/ [yoĂ£] ‘to float’

H /yó/ [yo
Ă
£] ‘to plan’

F /yô/ [yoĎ£] ‘ SENTENCE-FINAL PARTICLE’

L /gàt/ [gatĄ£] ‘to run’

H /gát/ [gat
Ă
£] ‘market’
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2 本文

本節では民話資料本文を提示する。本節で提示する民話は、筆者が 2009年から 2014年にか

けて 10回に渡り、ビルマに渡航した際に収集した資料のひとつである。本資料は 2011年 3月

にカチン州ミッチーナー市において、Du Kahtawng地区の男性 (当時 70代)から対面調査によ

り収集したものである。調査では、まず筆者が話者宅に出向き、面接して民話の録音を行った。

録音ではリニア PCMレコーダー (ZOOM H4n)にマイク (audio-technica AT9904)を接続して

音声を取り込んだ。録音時のサンプリング周波数は 44.1KHz、量子化ビット数は16bitである。

続いて、筆者がその資料を書き起こし、翌日、調査協力者の協力を得て、グロスと文法注釈を

付した。調査時の主な媒介言語はジンポー語であるが、ビルマ語も補助的に用いた。

資料本文の全体像を先取りする目的で、次に話の概要を先に記しておく。「昔、人間の唾には

驚くべき力があった。それは、唾を吐いて願うと実際にその願いが叶うという力であった。た

だし、唾を吐かないのであれば必ず飲み込まなければならない。そうしなければ唾の力は消え

失せてしまう。精霊たちは人間の唾の力を恐れ、その力を失わせることを目論んだ。精霊たち

は笛を作り、人間が通る道に置いておいた。人間がその笛を見つけて吹くと大変心地よい音が

出た。笛を吹き続けると唾がポタポタ落ち、ついには人間の唾の力はなくなってしまった」。こ

の種の俗信がどの程度通用しているかは不明であるが、筆者が 20代の話者にインタビューした

ところ、幼少時に森に入る際、精霊が現れないよう唾を吐いたことがあるということであった。

(1) mỳıPPyen

saliva

phòy=màt=Pay

lost=COMPL=NMLZ .NCS

lam.

way

「唾の力がなくなったこと」

(2) yáP

now

CoN=dèP

before=ALL

tsun=lày=wà=say=thèP

say=PASS=COME=NMLZ .CS=COM

m@rên

same

j̀ıNphòP+màwmùy

Jingpho+story

grày

very

lóP=Pay.

many=TAM .NCS

「いま話して来たとおり、ジンポーの民話はとてもたくさんある。」

(3) nday=kóP

this=LOC

m@tsiN=dá

remember=RESL

rà=Pay

need=NMLZ .NCS

l@Nây+mi

one+one

Nà=Pay.

exist=TAM .NCS

「この中で覚えておくべきものがひとつある。」

(4) mòy+CoN=dèP

before+before=ALL

C̀ıNgyim+m@Cà=ni

human+human=PL

ǹnan

newly

làt=Pay

born=NMLZ .NCS

C@lóy=gò

when=TOP

C̀ıNgyim+m@Cà=ni=PàP

human+human=PL=GEN

ǹgùp=kóP=ǹná

mouth=LOC=SEQ

pru=Pay

come.out=NMLZ .NCS

mỳıPPyen

saliva

grày

very

mau+pha

wonder+what

ǹgùn

power

roN=Pay=dàP.

contain=TAM .NCS=HS
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「昔、人間が最初に誕生したとき、人間の口から出る唾には大変驚くべき力があったそ

うだ。」

(5) nday

this

mỳıPPyen

saliva

Na=Pay=gò

say=NMLZ .NCS=TOP

dàyńı=ná

today=GEN

mà=ni=gò

child=PL=TOP

m@Pyen

saliva

mòy=ná

before=GEN

ji+Pwoy=ni=gò

grandfather+grandmother=PL=TOP

mỳıPPyen=Nú

saliva=QUOT

tsun=Pay

say=NMLZ .NCS

rê.

COP

「この唾というものを今日の子供たちは m@Pyenと発音し、昔の祖先たちは mỳıPPyenと

発音した。」

(6) mỳıPPyen+myiN

saliva+name

Nú-Nú

say-REDP

m@Pyen+myiN

saliva+name

Nú-Nú

say-REDP

m@rên=Cà

same=ADV

rê.

COP

「mỳıPPyenと発音しようが、m@Pyenと発音しようが同じものだ。」

(7) dai=ni

that=PL

Pánthe

1PL

ce+nà=Pay.

know+hear=TAM .NCS

「(どう発音しようが)それらを私達は理解できる。」

(8) mòy+CoN=dèP=gò

before+before=ALL =TOP

mỳıPPyen

saliva

nday

this

grày

very

reN=Pay.

fine=TAM .NCS

「昔、この唾はとても優れていた。」

(9) C̀ıNgyim+m@Cà=ni=PàP

human+human=PL=GEN

ǹgùp=kóP=ǹná

mouth=LOC=SEQ

pru=Pay

come.out=NMLZ .NCS

mỳıPPyen.

saliva

「人間の口から出る唾は。」

(10) mỳıPPyen

saliva

m@thó=dàt=ǹná

spit=RELEASE=SEQ

day

that

byin=PùPgàP

happen=OPT

wórà

that

byin=PùPgàP

happen=OPT

Nú=jàN

say=if

g@ja=wà

good=ADV

byin=Pay.

happen=TAM .NCS

「唾を吐いてそれが起これ、あれが起これと言えば、本当に起こる。」

(11) thórà

that

wa

man

thèn+rùn=wà=PùPgàP

broken+demolished=COME=OPT

si=PùPgàP

die=OPT

Nú=ǹná

say=SEQ

mỳıPPyen=phéP

saliva=ACC

m@thó=dàt=Pay=thèP

spit=RELEASE=NMLZ .NCS=COM

raw

together

g@ja=wà

good=ADV

byin=Pay=dàP.

happen=TAM .NCS=HS

「あの人が滅びますように、死にますようにと言って唾を吐くと同時に本当に起こったそ

うだ。」

(12) ráy

COP

t́ıP=mùN

but=also

nday=kóP

this=LOC

khùm=dá=Pay

prohibit=RESL=NMLZ .NCS

lam

way

l@Nây+mi

one+one

Nà=Pay.

exist=TAM .NCS

「しかしながら、ここには禁じられていることがひとつあった。」
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(13) P@-jàP=wà

ADV -hard=ADV

khùm=dá=Pay

prohibit=RESL=NMLZ .NCS

lam

way

l@Nây+mi

one+one

Nà=Pay.

exist=TAM .NCS

「固く禁じられていることがひとつあった。」

(14) C̀ıNgyim+m@Cà=ni

human+human=PL

mỳıPPyen=phéP

saliva=ACC

ǹgùp=kóP=ǹná

mouth=LOC=SEQ

C̀ıNgàn=dèP

outside=ALL

n-C@-pru

NEG-CAUS-come.out

lù=ǹná

get=SEQ

mỳıPPyen

saliva

lóP=wà=jàN

many=COME=if

m@Pút=káu

swallow=THOROUGHLY

rà=Pay.

need=TAM .NCS

「人間が唾を口から外に出せずに唾が多くなってきたら飲み込まなければならない。」

(15) C̀ıNgàn=dèP

outside=ALL

g@j̀ı=mùN

small=also

n-C@-pru

NEG-CAUS-come.out

may=Pay.

okay=TAM .NCS

「外に少しも出してはならない。」

(16) C̀ıNgyim+m@Cà=ni

human+human=PL

mỳıPPyen=wa

saliva=TOP

C̀ıNgàn=dèP

outside=ALL

pru=wà=Pay=kóP=ǹná=gò

come.out=COME=NMLZ .NCS=LOC=SEQ=TOP

phòy=màt=na

lost=COMPL=NMLZ .IRR

rê

COP

Nú=Pay

say=NMLZ .NCS

m@sàt+m@sa+m@d̀ın+m@lai

mark+COUP+partition+COUP

Nà=Pay=dàP.

exist=TAM .NCS=HS

「人間が唾を外に出したときから (唾の力が) 消えてしまうという禁止事項があったそ

うだ。」

(17) dai

that

P@tèn=thàP

time=LOC

ndai

this

nát

spirit

numsum+nát

PSN+spirit

Nú=Pay

say=NMLZ .NCS

n-ju+n-daN=Pay

NEG-attack+NEG-choked=NMLZ .NCS

nát=ni=gò

spirit=PL=TOP

C̀ıNgyim+m@Cà=ni=PàP

human+human=PL=GEN

mỳıPPyen

saliva

grày

very

reN=Pay

fine=NMLZ .NCS

nday=phéP

this=ACC

ce=Pay.

know=TAM .NCS

「その時、この精霊、ヌムスムという悪い精霊たちは人間の唾がとても優れていること、

これを知っていた。」

(18) day

that

m@jò

because

Cánthe=gò

3PL=TOP

C̀ıNgyim+m@Cà=ni=PàP

human+human=PL=GEN

mỳıPPyen=phéP

saliva=ACC

khr̀ıt=Pay.

fear=TAM .NCS

「だから、彼らは人間の唾を恐れた。」
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(19) C̀ıNgyim+m@Cà=ni=Pè

human+human=PL=NOM

Cánthe=ni=phéP

3PL=PL=ACC

si=PùPgàP

die=OPT

thèn+rùn=PùPgàP

broken+demolished=OPT

Nú

say

mỳıPPyen

saliva

m@thó=dàt=jàN

spit=RELEASE=if

g@ja=wà

good=ADV

si=wà=Pay=phéP

die=COME=NMLZ .NCS=ACC

khr̀ıt=Pay.

fear=TAM .NCS

「人間が彼らに死にますように、滅びますようにと言って唾を吐くと本当に死んでしまう

ことを恐れた。」

(20) day

that

rê

COP

m@jò

because

nát=ni

spirit=PL

pha+bòP

what+kind

g@lo=Pay=Pi.

do=TAM .NCS=Q

「それで精霊たちは何をしたか。」

(21) nday

this

C̀ıNgyim+m@Cà=ni=PàP

human+human=PL=GEN

mỳıPPyen=phéP

saliva=ACC

j@-phòy=káw=ya=na

CAUS-lost=THOROUGHLY=BEN=NMLZ .IRR

m@tu

for

n-reN=màt=na

NEG-fine=COMPL=NMLZ .IRR

m@tu

for

nday

this

numsum+nát

PSN+spirit=PL

nyàn

intellect

dòP=Pay=dàP.

break=TAM .NCS=HS

「この人間たちの唾の力をなくしてやるために、劣らせるために、このヌムスムの精霊た

ちは知恵を絞ったそうだ。」

(22) ráy=yaN

COP=when

Cánthe

3PL

g@rà=khu

which=along

g@lo=Pay=Pi

do=TAM .NCS=Q

Na=yaN

say=when

k@wá=thèP

bamboo=COM

g@lo=Pay

make=NMLZ .NCS

l@rûN

flute

Nú=Pay

say=NMLZ .NCS

dùm=Pay

play=NMLZ .NCS

bòP

kind

nkaw+mi=gò

some+one=TOP

sumpyi=mùN

flute=also

Na=Pay

say=TAM .NCS

pyithòt=mùN

flute=also

Na=Pay

say=TAM .NCS

pyimàn=mùN

flute=also

Na=Pay

say=TAM .NCS

pha+mi

what+one

ráy-ráy

COP-REDP

ǹgùp=thèP

mouth=COM

dùm=Pay

play=NMLZ .NCS

bòP

kind

nday

this

g@lo=wà=ǹná

make=COME=SEQ

Cánthe

3PL

ýıP+wà+ýıP+sa+lam=kóP

swidden+return+swidden+go+way=LOC

C@náP+ńśın=Pè

night+darkness=LOC

sa

go

tòn=dá=ya=Pay=dàP.

put=RESL=BEN=NSCM=HS

「それで彼らはどうしたかというと、竹で作った l@rûN という吹くもの、一部の人は

sumpyiとも呼ぶ、pyithòtとも呼ぶ、pyimànとも呼ぶ、何はともあれ口で吹くもの、こ

れを作って来て畑へ行く道に夜の暗闇に行っておいてやったそうだ。」

(23) day

that

C@lóy

when

j@phòt

morning

C@ńı+ńthóy+P@tèn=thàP

day+day+time=LOC

C̀ıNgyim+m@Cà=ni

human+human=PL

lam+ǹtsa=khu

way+upon=along

lày=wà=Pay

pass=COME=NMLZ .NCS

C@lóy

when

day

that

k@wá=thèP

bamboo=COM

g@lo=dá=Pay

make=RELS=NMLZ .NCS

l@rûN=phéP

flute=ACC

mù=màP=Pay=dàP.

see=PL=TAM .NCS=HS
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「その時、朝の時間に、人間たちが道の上を通るとき、その竹で作ってある笛を見つけた

そうだ。」

(24) mù=yaN

see=when

Cánthe

3PL

l@rûN=phéP

flute=ACC

thàP

pick

yu=Pay.

look=TAM .NCS

「見つけると彼らは笛を拾って見た。」

(25) thàP

pick

yu=Pay

look=NMLZ .NCS

C@lóy=gò

when=TOP

CoN=dèP

before=ALL

ń-mû=yu

NEG-see=TRY

rê

COP

m@jò

because

pha+bòP

what+kind

g@lo=dá=Pay=Pi

make=RELS=TAM .NCS=Q

nday=phéP

this=ACC

lòy

a.little

mù

see

reN=Pay

fine=NMLZ .NCS

dzòn=gò

like=TOP

rê=Pê

COP=SFP

Nú

say

yu=khray

look=only

yu

look

P@dz̀ı

gaze

yu=ǹná

look=SEQ

C@law=yu

turn.over=TRY

m@th̀ıP=yu

pinch=TRY

yu=yu

look=TRY

phaN+j@thùm=yaN

after+last=when

ǹgùp=thèP

mouth=COM

d@gróP=ǹná

put.on=SEQ

g@wùt=yu=Pay=dà.

blow=TRY=TAM .NCS=HS

「拾って見たとき、以前に見たことがなかったので、何が作ってあるのだろう、これは少

し見る価値がありそうだと言って、見るだけ見て、見つめ裏返して、摘まんでみて、見

てみて、最後には口に入れて吹いてみたそうだ。」

(26) ǹgùp=thèP

mouth=COM

d@gróP=ǹná

put.on=SEQ

g@wùt=yu=Pay.

blow=TRY=TAM .NCS

「口に入れて吹いてみた。」

(27) C@lóy

when

grày

very

pyo=Pay

comfortable=NMLZ .NCS

ǹsén

sound

pru=wà=Pay=dàP.

come.out=COME=TAM .NCS=HS

「するととても心地の良い音が出てきたそうだ。」

(28) day

that

l@rûN=kóP=ǹná.

flute=LOC=SEQ

「その笛から。」

(29) day=kóP=ǹná

that=LOC=SEQ

C̀ıNgyim+m@Cà

human+human

day=ni

that=PL

mỳıPPyen

saliva

mỳıPPyen=thèP

saliva=COM

l@rûN

flute

dùm=Pay

play=TAM .NCS

Nú=ǹná

say=SEQ

mỳıPPyen=phéP=è

saliva=ACC=SFP

m@thó=khray

spit=only

m@thó

spit

g@wùt=khray

blow=only

g@wùt=Pè

blow=SFP

g@thèP=káw=Pay=kóP=ǹná

drip=THOROUGHLY=NMLZ .NCS=LOC=SEQ

C̀ıNgyim+m@Cà=ni=PàP

human+human=PL=GEN

mỳıPPyen=gò

saliva=TOP

n-reN=màt=say=dàP.

NEG-fine=COMPL=TAM .CS=HS

「それから、その人間たちは唾、唾で笛を吹くと言って、唾を吐くけるだけ吐き、吹ける

だけ吹いて、(唾が)ポタポタ落ちてしまってから人間の唾は価値がなくなってしまった
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そうだ。」

(30) g@dè

how.much

m@thó+bùn=t̂ım

spit+sprinkle=but

n-reN=màt=say.

NEG-fine=COMPL=TAM .CS

「いくら吐き散らしてももう価値がなくなってしまった。」

(31) ráy

COP

t́ıP=mùN

but=also

yáP+pràt=ná

now+period=GEN

rám+mà=ni

youth+child=PL

nday

this

lam=thèP

way=COM

seN=ǹná

related=SEQ

m@tsiN

remember

rà=Pay

need=NMLZ .NCS

lam

way

l@Nây+mi=gò

one+one=TOP

Nà=Pay.

exist=TAM .NCS

「ただし、現代の若者たちはこの話に関して覚えておかなければならないことがひとつ

ある。」

(32) mòy=ná

before=GEN

j̀ıNphòP=ni

Jingpho=PL

nát+jòP+pràt=ná

spirit+give+period=GEN

j̀ıNphòP=ni

Jingpho=PL

m@Cà

man

l@Nây+mi=phéP

one+one=ACC

mỳıPPyen

saliva

m@thó=khray

spit=only

m@thó+bùn=Pay=gò

spit+sprinkle=NMLZ .NCS=TOP

m@Cà

man

l@Nây+mi

one+one

yùk=m@rùP=PùPgàP

lose.luck=?=OPT

Nú=Pay=khu

say=NMLZ .NCS=along

rê.

COP

「昔のジンポー人、精霊信仰をしていた時代のジンポー人たちにとっては、人に唾を吐け

るだけ吐き散らすのは人に不幸になれと言っているようなものだった。」

(33) grày

very

C@-reN=màP=Pay.

CAUS-fine=PL=TAM .NCS

「唾をとても大切にしていた。」

(34) m@joy+mi

no.purpose+one

m@Cà=phéP

man=ACC

ĆıP=PàP

3SG.GEN=GEN

C̀ıNdùP=dèP=ǹná

behind=ALL =SEQ

tsan=Pay=kóP=ǹná

far=NMLZ .NCS=LOC=SEQ

ráy-ráy

COP-REDP

P@myiN

name

gaN=ǹná

pull=SEQ

mỳıPPyen

saliva

n-may

NEG-okay

m@thó=Pay.

spit=TAM .NCS

「むやみに人に彼の背後から遠いところからであれ、名前を挙げて唾を吐いてはなら

ない。」

(35) m@Cà

man

l@Nây+mi=phéP

one+one=ACC

myiN

name

gaN

pull

m@tsa=lèt

curse=while

mỳıPPyen

saliva

m@thó+bùn=jàN

spit+sprinkle=if

m@thó+bùn=khom=Pay

spit+sprinkle=MOVE=NMLZ .NCS

wa

man

C@wáP=Cá

impose.fine=EMPH

m@nàm@kà

extremely

gùmCèm

severe

may=Pay.

okay=TAM .NCS

「人ひとりを名前を挙げて呪いながら唾を吐くと、唾を吐いて回った人には大変重い罰金

を課してよい。」
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(36) day

that

rê

COP

m@jò

because

mòy=ná=ni=gò

before=GEN=PL=TOP

mỳıPPyen=phé

saliva=ACC

grày

very

C@-reN=màP=Pay.

CAUS-fine=PL=TAM .NCS

「そのために昔の人たちは唾をとても大切にした。」

3 文法注釈

本節では本文に対する文法注釈を提示する。以下の番号は本文に付した番号と対応している。

1. phòyは「力、運、栄光、名誉、味などが失われる」という意味を表す動詞である。以下のよ

うな例がある (Hanson 1906:548)。

(37) màndan

charm

phòy=say.

lost=TAM .CS

「呪文の力が失われた。」

(38) ĆıP=PàP

3SG.GEN

P@roN

glory

phòy=màt=say.

lost=COMPL=TAM .CS

「彼の名誉が損なわれてしまった。」

(39) s̀ı

fruit

phòy=màt=say.

lost=COMPL=TAM .CS

「果物がおいしくなくなった。」

完了を表す助動詞 =màt は動詞 màt「無くなる」の文法化により発展した形式である。ジン

ポー語にはこの種の文法化した動詞が非常に多いが、それらの詳細は倉部 (2010)を参照。

=Pay は非変化相 (non-change-of-state;NCS) の名詞節を形成する標識である。名詞節を形成

する標識には他に、=sayと =naがある。=sayは変化相 (change-of-state;CS)の名詞節を形成す

る標識であり、=Payと対立しながら相体系を構成する (3節 29も参照)。一方、=naは非現実

(Irrealis; IRR) のモダリティを持つ名詞節を形成する標識である (3節 16を参照)。これら名詞

節は本文の例のように主要部名詞を修飾するという関係節的機能も果たし、ジンポー語の関係

節は名詞節の一種であると分析することが可能である。関係節と名詞節が同一標識により形成

される現象は他のチベット・ビルマ系言語に広く観察される現象として知られている (Matisoff

1972)。

ジンポー語の民話のタイトルは lam「道、こと」を主要部とした名詞節または名詞句である場

合が多い。例えば、ジンポー語の民話集である Kachin Reader1 (Hanson Memorial Press)は全

38話中 34話のタイトルがそうであるし、Kachin Reader2 (Hanson Memorial Press)では収録

された 40話全てのタイトルがそうなっている。

2. 格標識 =dèPは着点を標示する向格であるが、この文のように場所・時間を標示することが
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ある。この種の =dèPは「前、後」などの意味を表す場所名詞や「朝、夜」などの意味を表す時

間名詞に付加される場合が多い (倉部 2012b)。類例は、#4、#25に見られる。=dèPが着点を標

示する本文中の例には、#14、#15、#16がある。

=lày=wà=sayは分析的には「=過ぎる=帰る=NMLZ .CS」であるが、全体で「ずっと～してき

た」という時間的継続を表す。=làyは本来「過ぎる」を意味する動詞であるが、意味の抽象化

が見られるため本稿では助動詞として扱い、グロスをスモールキャピタルにしておく。助動詞

=wàは単独では「帰る」を意味する動詞であるが、本動詞と共に用いられると「～てくる」と

いう移動方向を表す。

TAM 標識 =Payは非変化相の平叙文を形成する標識であり、変化相を示す TAM 標識 =sayと

対立しながら相体系を構成する。変化相は、開始点であれ終結点であれ、事態・状況が新しい

局面に変化したことを現在のこととして述べる場合に用いられ、これ以外の事態・状況は非変

化相の =Payにより表示される。この形式は名詞節化標識 =Payと同形であり、これらは同源語

であると考えられる。ただし、これらは機能が異なるため、本稿では別のグロスを付しておく。

形式が同一であることを根拠としてこの言語の平叙文を名詞節と分析できる可能性がある。

3. =kóPは場所を標示する位格標識である。この形式が現れる例には、#4、#9、#12、#14、#16、

#28、#29、#34がある。位格標識には他に =thàPや =Pèという形式もある。=thàPは基本的に

時間を標示する形式である (倉部 2012b)。本文中に見られる =thàPの例として、#23、#17があ

る。=Pèの文法的特徴は現時点では不明であるが、母語話者によるとこの形式は文語で用いら

れる形式であるという。この形式と他の形式はスタイルにしたがって使い分けられるものと考

えられる。

=dáは単独で「置く」を意味する動詞であるが、本動詞と共に用いられると結果相を示す助

動詞として機能する。

ràは「必要だ」という意味を表す動詞であるが、他の動詞とともに用いられる場合には義務

のモダリティを表す。この形式が動詞であり助動詞でないことはこの動詞に直接、否定辞 ń-を

付加することができることにより分かる。例えば、本文の m@tsiN=dá rà (remember=RESL need)

「覚えておくべき」は m@tsiN=dá ń-râというように否定することができる。

4. mòy+CoN (before+before)は類義語から構成される並列複合名詞である。特に文語ではこの

種の類義語や反義語から成る並列複合語が多く出現し、この種の複合語はジンポー語文法にお

いて無視できない地位を占めている。並列複合語の配列順序はある程度予測可能である。配列

順序には次の 3つの法則が関与している (倉部 2011)。

• 法則 1：各構成要素の音節数が同一で、かつ、構成要素間で母音の広さが異なる場合、相

対的に狭い母音を含む要素は、相対的に広い母音を含む要素に先行する。

• 法則 2：各構成要素の音節数が異なる場合、短い要素は長い要素に先行する。

• 法則 3：構成要素が固有語と借用語からなる場合、固有語は借用語に先行する。
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これらのうち、法則 3 のランキングが最も高く、次に法則 1 と法則 2 が働く。例えば、

g@nù+g@wà (mother+father)「両親」では女性が男性に先行するのに対し、g@ji+g@woy (grand-

father+grandmother)「祖父母」では男性が女性に先行しているが、この配列には法則1が関

与していると考えられる。同様に、g@phù+g@naw (elder.bro+younger.bro)「兄弟」では年上が

年下に先行するのに対し、g@Cù+g@Cà (grandchild+child)「子孫」では年下が年上に先行する

が、この配列にも法則 1が関与している。一方、mà+g@Cà (child-child)「子供達」、tsáP+c@rû

(rice.wine+liquor)「酒等」、phún+k@wá (tree+bamboo)「木々」、jum+m@jàp (salt+red.pepper)「香

辛料」、dùt+m@ri (sell+buy)「売り買いする」などの例に観察される配列には法則 2が関与して

いる。このように、並列複合語の配列には意味的要因ではなく語種や音韻などの要因が関与的

である。

ただし、上記の法則から本文中の mòy+CoNの順序を予測することはできない。この種の各構

成要素の音節数が同一で、かつ、構成要素間で母音の広さが同一の場合、構成要素がどのよう

に決定されるかに関しては現時点では不明である。本文中の並列複合語は他に、#5、#11、#16、

#22、#23、#25などに見られる。

C@lóyは単独で「その時」という意味を表すが (#27を参照)、名詞 (関係)節に修飾されると時

を表す副詞節を形成する。

ジンポー語には =ná と =PàP の二種の属格標識がある。属格 =ná は基本的に場所・時間に

付加される (#5、#31、#32、#36)。一方、属格=PàPはそれ以外の名詞に付加される (#9、#17、

#18、#21、#29、#34)。ただし、若年層話者は先行名詞に関わらず専ら=náを用いる傾向にあ

る。また、東北インドに分布する方言である Turungや Numphukのように、属格標識として

=náのみを持つ方言も観察される。

起点は基本的に位格に継起を表す形式 =ǹná を付加することによって標示される (類例とし

て、#9、#14、#16、#28、#29、#34がある)。ǹnáは náとも発音され、属格標識 =náも同源語

であると考えられる。=ǹná は動詞にも付加することができ、この種の例は本文中 #10、#11、

#14、#22、#25、#26、#29、#31、#34に見られる。

phaは単独で「何」を意味する疑問語であるが、本文の例のように動詞と複合して動詞を名詞

化する機能も果たす。

5.「唾」を意味する語は mỳıPPyenまたは m@Pyenと発音され、mỳıPPyenが古形であるという。

ジンポー語は後者の形式のような弱強格 (iamb)を好む言語であり、二音節語基礎語彙の 83%は

この構造を持つ (倉部 2012a)。このため特に口語において二音節強強格の語が二音節弱強格で

発音される例が散見される。例えば、g̀ınsùp → g@sùp「遊ぶ」、C̀ıNgrùp → C@grùp「囲む」、mı̀wà

→ m@wà「漢族」、gùpcóp → g@cóp「帽子」などの例がある。このような交替を示す語彙の中に

は、本来は強強格の構造を持っていたものが大部分の話者では専ら弱強格でのみ発音される語

もある。例えば、ĆıNnyên「カメレオン」、s̀ınlu「水蒸気」、sùmmýıt「針」などの語は、大部分の

話者にはそれぞれ C@nyên、s@lu、s@mýıtと発音され、強強格の形式は一部の高齢層の話者にし

か知られていない。本稿で言及のある「唾」もこのような例の一種であると考えられる。なお、
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「唾」の弱強格形 (m@Pyen)の第一音節では本来の形式 (mỳıPPyen)の介子音 -y-が脱落している

が (*my@Pyen )、これはジンポー語では母音 @が子音結合を頭子音に取ることができないという

制約があるためである (倉部 2012a)。

引用節を形成する =Núは動詞 Nú「言う」が文法化して発展した形式である。本文中、Núが

動詞として用いられる例には、#6、#10、#11、#16、#17、#19、#22、#25、#29、#32などがあ

る。これに対して引用節を形成する =Núが動詞としての性質を失っていることはこの形式に否

定辞を付加することができないことから示唆される。

6. 動詞の重複は「～しようが」という意味の副詞節を形成する。本文中の Nú-Nú (言う-REDP)

は「～と言おうが」という意味を表す。本文中の他の重複の例としては #22、#34がある。

=Càは動詞から副詞を派生する形式である。

7. 複合動詞 ce+nà (know+hear)は全体で「理解する」という意味を表す。

8. 本文中のこの文では指示代名詞 nday (this)が主要部名詞の後に現れているが、指示代名詞は

主要部名詞の前後どちらに現れることも可能である。例えば、#8と#29では指示代名詞が主要

部名詞の後に現れるのに対し、#5、#17、#21、#31では指示代名詞が主要部名詞の前に現れて

いる。指示代名詞の位置によりどのような違いがあるかは現時点では不明である。

10. 希求法を形成する形式には =PùPgàPがある。希求文にはいくつかの制約が観察される。ま

ず、この文の主語が人称代名詞である場合、2人称または 3人称でなければ容認度が下がる。ま

た、希求文の述語動詞は無意志動詞でなければならず、意志動詞は lù「できる」により無意志

化した後でないと希求文の述語動詞として用いることができない。

=wàは動詞から副詞を派生する形式である。本文中 g@ja=wà (good=ADV )は全体で「本当に」

という意味を表す。

11. 共格標識 =thèPと副詞 raw (together)の組み合わせは「～するやいなや」という意味の副詞

節を形成する。

12. ráy t́ıP=mùN (COPbut=also)は全体で「しかし」という意味を表す。「しかし」という意味

を表す場合、コピュラ動詞 ráyは必須ではないが現れることが多い。t́ıP=mùNは t̂ımと短縮さ

れて発音されることも多い。例えば、#30の例では短縮形が現れている。

13. P@- は動詞から副詞を派生する接頭辞である。本文の例のようにこの接頭辞は副詞を派生

する別の形式である =wà とセットで用いられることがあるが、=wà は必須ではない。接頭辞

P@-による動詞からの副詞派生の例として他に以下のような例がある (P@-が付加されると語幹

の L は Fへと変調する): tsòm「美しい」→ P@-tsôm「よく」、Nùy「穏やかな」→ P@-Nûy「穏や
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かに」、sàn「綺麗な」→ P@-sân「綺麗に」、Cim「静かな」→ P@-Cim「静かに」、g@jòN「驚く」→
P@-g@jòN「突然」。最後の例のように接頭辞 P@-は二音節語にも付加可能であるが、m@rên「同様

だ」→ ?P@-m@rên、g@ja「よい」→ ?P@-g@jaのように二音節語に付加すると容認度が下がること

がある。どのような場合に容認されるかに関しては現時点では不明である。

14. =phéPは対格標識である。目的語の標示には対格と絶対格の交替が認められる。対格の機

能には主語と目的語を差異化する機能、および、目的語を明示化する機能の二種の機能が認め

られる。差異化や明示化が必要でない場合、基本的に目的語は絶対格で現れる (倉部 2012b)。

否定辞は [ń] と [n] の二種の異形態を持ち、これらは相補分布を成す。異形態 [ń] は L または

Hを持つ語幹に付加される場合に出現し、異形態 [n] は M を持つ語幹に付加される場合に出現

する。また、否定辞が付加されると L を持つ語幹は Fへと変調する。なお、この変調が起こる

範囲は後続音節までである (e.g.,ń-d̀ıNsà → [ń-d̂ıNsà]「古い」cf. *[ ń-d̂ıNsâ])。また、否定辞が F

を持つ語幹に付加される例は観察されないが、これはそもそも Fで始まる動詞が存在しないた

めである。

• ń-lù → [ń-lû]「得ない」

• ń-lá → [ń-lá]「取らない」

• ń-sa → [n-sa]「行かない」

本稿では否定辞の基底形として ń-を立てる。その根拠は、この異形態の分布が相対的に広い

こと、および、語幹の L の Fへの変調を自然に説明することができることによる。逆に、基底

形 n-を立てるならば、L と Hの直前という 2つの環境において否定辞の M が Hに変調すると

いう規則を立てねばならず非経済的である。また、後者の分析により想定されるM → [H]/＿ L

という変調は音声的にも自然ではない。なお、本稿の表記は音素表記であるため、本稿では変

調後の形式を表記している。

使役動詞を派生する接頭辞には、j@-と C@-の二種の異形態がある。これら異形態は相補分布

を成し、前者は頭子音に sまたは Cまたは有気閉鎖音を持つ語幹に付加され、後者はそれ以外

の頭子音を持つ語幹に付加される。例として以下の表を参照されたい。
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Stem Meaning j@- C@-

thóy ‘bright’ j@-thóy *C@-thóy

sù ‘wake’ j@-sù *C@-sù

Cút ‘mistake’ j@-Cút *C@-Cút

tay ‘become’ *j@-tay C@-tay

d̀ık ‘satisfied’ *j@-d̀ık C@-d̀ık

tsom ‘beautiful’ *j@-tsom C@-tsom

dz̀ım ‘calm’ *j@-dz̀ım C@-dz̀ım

nà ‘hear’ *j@-nà C@-nà

lóP ‘many’ *j@-lóP C@-lóP

rùn ‘demolished’ *j@-rùn C@-rùn

Pyúp ‘sleep’ *j@-Pyúp C@-Pyúp

本稿では、より分布の広い C@-を基底形に立てる。使役接頭辞 C@-の分布において sおよび C

が有気閉鎖音と同一の類を成すことを根拠として、ジンポー語において sおよび Cが音韻論的

には有気音であると分析しうる。実際に、sは音声的にも [sh] と発音される。また、ジンポー語

の子音体系では cの有気音がギャップになっている。この事実は、Cが音韻論的には cの有気音

であることを示唆する。ただし、本稿では音声実現を重視し、Cを用いて表記する。以上の分析

を取るならば、ジンポー語の阻害音体系は以下のようになる。

onset consonants coda consonants

voiceless unaspirated stops p t k P p t k P

voiceless aspirated stops ph th kh

voiced stops b d g

voiceless unaspirated fricative/affricates c

voiceless aspirated fricative/affricate sh ch

voiced fricative/affricate z j

以上のように音韻分析を行うならば、使役接頭辞 C@-が s、C、有気閉鎖音と同一語内に同居

しないことは、基底表示において同じ弁別的素性が連続することを禁じる必異原理 (Obligatory

Contour Principle)によりブロックされているためであると考えうる。

lù は「得る」という意味を表す動詞であるが、他の動詞の直前または直後に現れると可能

の意味を表す。本稿ではこの形式を助動詞とはせず、動詞と見なしている。その根拠は、こ

の形式の直前に否定辞を付加することが可能であるためである。例えば、本文の n-C@-pru lù

(NEG-CAUS-come.out get)「出すことができない」はC@-pru ń-lû と言い換えることも可能であ

る。
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15. mayは「よい」という意味を表す動詞であるが、他の動詞の直前または直後に現れると許

可のモダリティを表す。本稿ではこの形式を助動詞とはせず、動詞と見なしている。その根拠

は、この形式の直前に否定辞を付加することが可能であるためである。例えば、本文の n-C@-pru

may (NEG-CAUS-come.out okay)は C@-pru n-mayと言い換えることも可能である。

16. 本文中の m@sàt+m@sa+m@d̀ın+m@lai (mark+COUP+partition+COUP)という例は 2つの並列

複合語 (m@sàt+m@sa と m@d̀ın+m@lai) から構成される複合語である。この例のように、ジン

ポー語の並列複合語には無意味要素を含む例が多々観察される。本稿ではこの無意味要素に

COUPというグロスを付している。無意味要素と有意味要素は形式的に類似している場合が多

いが、これらは語彙的に指定されており、無意味要素の形式を有意味要素の形式から完全に予

測することは不可能である。なお、無意味要素は並列複合語の前部要素にも後部要素にもなり

うる。有意味要素と無意味要素の順序は 3節 4.に示した法則に従っている。本文中の例以外の

例として、nàmlo+nàmlàp (COUP+leaf)「葉」、ǹıNbo+ǹıNla (leader+COUP)「指導者」などの例が

ある (更なる例は、倉部 2011を参照)。

=naは非現実 (Irrealis; IRR)のモダリティを持つ名詞節を形成する標識である。類例は #21に

見られる。

17. 本文中の n-ju (NEG-attack)は語彙化しており、これ全体で「凶暴な」という意味を表す。ま

た、n-daN (NEG-choked)も語彙化しており、これ全体で「出産時に母子ともに死ぬ」という意

味を表す。カチン文化では人間の死に方は詳細に分類され、死に方にしたがって様々な呼び名

が与えられている。上記のような死に方は n-daN+si (NEG-choked+die)と呼ばれ、最も不幸な

死に方であると考えられている。この死に方をした女性は精霊 (nát)になるとされ、その精霊は

n-daN+nátと呼称される (Hanson 1906:485, Gilhodes 1922:62–5, 181–5, 273)。

20. 複合語 pha+bòP (what+kind)は全体で「何」を表す。「何」という意味は pha単独でも表し

うるが、bòPと合わせて用いられることも多い。

ジンポー語の疑問文は動詞複合に =Pi または =ráy を付加して形成される。前者は真偽疑問

文を形成し、後者は疑問語疑問文を形成する形式である。以下のミニマルペアを参照されたい。

(40) Càt

rice

Cá=Pay=Pi/*=ráy .

eat=TAM .NCS=Q/=Q

「ご飯を食べましたか。」

(41) pha

what

Cá=Pay=ráy/*=Pi .

eat=TAM .NCS=Q/=Q

「何を食べましたか。」
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ところが、本文中の例では =Piが疑問語疑問文を形成しているように見える。実は、心内の

思考 (#25を参照)や Na=yaN (say=when)「～というと」という形式からなる引用節中 (#22も参

照)では、疑問語疑問文は =ráyではなく =Piにより形成される。本文中のこの例は心内の思考

ではない。以上から、本文の例は Na=yaN「～というと」という形式が省略された文であると考

えられる。

21. 受益・受害の意味を表す助動詞 =yaは動詞 ya「与える」に由来する。

nyàn dòPは直訳では「知恵を折る」であるが、全体で「知恵を絞る」という意味を表す。nyàn

はパーリ語起源の語であるがジンポー語へはビルマ語を経由して借用されたと考えられる。

22. nkaw+mi (some+one)は全体で「いくつか、いく人か」を表す。

ýıP+wà+ýıP+sa+lam (swidden+come+swidden+go+way)は [[[ýıP+wà]+[ýıP+sa]]+lam]とい

う構造を持つ複合名詞である。この複合語の lamを除いた部分は並列複合語であるが、この種

の同一要素を含む 4つの部分からなる並列複合語はジンポー語において多数観察される。例

えば、jòP+lùP+jòP+Cá (give+drink+give+eat)「ご馳走する」などの例がある (更なる例は倉部

2011を参照されたい)。

23. =màPは主語が複数の場合に用いられる形式である。ただし、これが義務的ではないこと

は #24の例などから分かる。#24では主語が複数であるにも関わらず、=màPが現れていない。

25. 助動詞 =yuは動詞 yu「見る」に由来し、「～したことがある、～してみる」などの経験・試

行の意味を表す。この形式は、本文中、ń-mû=yu (NEG-see=TRY)「見たことがない」では経験

の意味を表すのに対して、C@law=yu (turn.over=TRY)「裏返してみる」、m@th̀ıP=yu (pinch=TRY)

「摘まんでみる」、yu=yu (look=TRY)「見てみる」、g@wùt=yu (blow=TRY)「拭いてみる」では試

行の意味を表している。なお、若年層話者では =yuは試行の意味を表すのに用い、経験は =ga

という別形式を用いて表すことが多い。

dzònは「ように」を意味する格名詞 (case noun)である。格名詞は節の主要部たる述語に対す

る従属部名詞の関係を標示する機能を持ち、格標示形式の一種であるといえるが、格助詞とは

異なり、格名詞は助詞の性質のみならず名詞の性質をも併せ持つ。具体的には、格名詞は単独

で文を成さない点で助詞と共通するが、属格標示の従属部名詞によって修飾される点では名詞

と共通する。この後者の性質を重視し、本稿では格名詞を名詞の一種であると見なす。

29. =sayは変化相の平叙文を形成する標識である。この標識は、開始点であれ終結点であれ、

事態・状況が新しい局面に変化したことを現在のこととして述べる場合に用いられる。吉田

(2011)などの文献ではこの標識を「過去」を表す標識と記述しているが、以下の例に示すとお

り、この標識は時制が過去・現在・未来のいずれかに関わらず用いられることから、この標識

は時制を表すものではないと考えられる。
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(42) khàP

water

Ćın=say.

bathe=TAM .CS

「もう水浴びをした。」

(43) wà=say=yô.

return=TAM .CS=SFP

「もう帰りますね。」

(44) phótńı

tomorrow

C@ta+man

month+face

l@khôN

two

ráy=say.

COP=TAM .CS

「明日はもう 2月になる。」

この標識と同形の標識に変化相の名詞節を形成する =say がある。これらは同源語であると

考えられるが、機能が異なるため、本稿では別のグロスを付している。

30. 疑問語 g@dè「いくら」は逆接の副詞節を形成する t̂ımとともに用いられると不定の意味を

表す。t̂ımは t́ıP=mùN (but=also)の短縮形である (3節 12.を参照)。

32. nát+jòP+pràt (spirit+give+period)「精霊を信仰していた時代」は [[nát+jòP]+pràt]という構

造を持つ複合名詞である。nát jòPは全体で「精霊を信仰する」という意味を表す。

34. ĆıP (3SG.GEN)は 3人称単数の属格形である。人称代名詞単数形は独自の属格形を持ち、主

要部名詞に対する所有関係を標示することができる。一方、双数形と複数形は独自の属格形を

持たず、所有関係は属格標識を用いて表される。人称代名詞のパラダイムを次表に掲げる。

SG DU PL

NOM GEN

1st Nay nyéP Pán Pánthe

2nd naN náP nán nánthe

3rd Ci ĆıP Cán Cánthe

人称代名詞属格形は全て声門閉鎖音で閉じられており、歴史的には人称代名詞単数主格形と

属格標識 =PàPの縮約から生じた可能性が高い。ただし、本文中に見られるように人称代名詞

単数主格形と属格標識 =PàPは共起しうる。この場合、属格標識は必須ではない。

なお、人称代名詞複数形は双数形に the「全て」を付加した形式である点に注意されたい。双

数形の方が複数形よりも形態的に単純であることは双数形の形式が本来の複数形であり、後に

新しい複数形の形式が成立するに伴い、本来の複数形が双数形へと特化したことを示唆するも

のと解釈しうる。
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35. myiN gaN (name pull)は全体で「名前を挙げる」という意味を表す。

助動詞 =khomは「～して回る」という意味を表し、動詞 khom「歩く」に由来する。

記号・略号

1 First person GEN Genitive

2 Second person H High-level tone

3 Third person HS Hearsay

* Ungrammatical/Ill-formed IRR Irrealis

- Affix boundary L Low-falling tone

= Clitic boundary LOC Locative

+ Compound boundary M Mid-level tone

/ / Phonemic representation NCS Non-change-of-state

[ ] Phonetic representation NEG Negative

ACC Accusative NMLZ Nominalizer

ADV Adverbializer NOM Nominative

ALL Allative OPT Optative

BEN Benefactive PL Plural

CAUS Causative PSN Person name

COM Comitative Q Question particle

COMPL Completive QUOT Quotation

COP Copula REDP Relative clause

COUP Couplet RESL Resultative

CS Change-of-state SEQ Sequential

DU Dual SFP Sentence-final particle

EMPH Emphatic SG Singular

F High-falling tone TAM Tense-aspect-mood

GEN Genitive TOP Topic
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奄美
きかいじま
喜界島

お の つ
小野津方言の談話資料 ∗

白田理人
京都大学／日本学術振興会

1 はじめに
奄美喜界島方言 (以下喜界島方言)は、鹿児島県大島郡喜界町（次頁地図参照1）で話されてい
る、琉球諸語に属する方言である。琉球諸語が話される他の地域と同様、日本語へのシフトが
進行しており、喜界島方言の話者はそのほとんどが日本語とのバイリンガルである。伝統的な
方言は若い世代には継承されておらず、流暢な話者は主に 50代以上に限られる。2013年 7月
31日現在の人口は町全体で 7805人（小野津集落 382人）である2が、年代別の人口からおよそ
半分が流暢な話者であると考えられる。喜界島には 30余の集落があり、語彙面・音韻面・形態
面に渡って集落差が見られる。特に、本発表が対象とする小野津集落（方言名 unucu [únùtsú]）
を含む島内北部の諸方言は、*ki>tCiや*kjV>tCV（及び*#kjV>#sV）といった*kの歯擦音化の
音変化が起きていない点3（岩倉 1934, 平山ほか 1966, 大野 2003, 木部 2011 参照）、前舌母音
とこれに先行する（頭子音としての）子音 +j の連続 (CjV[+front]) が許され、j を伴わない場合
(CV[+front])と区別される点4, 5などの保持的特徴により、中南部の諸方言と区別される。以下、2

節で本稿で用いる表記について述べ、3節で談話資料を示す。

2 本稿で用いる表記
次頁に小野津方言の音素目録と本稿で便宜的に用いる表記を示す。[ ]内は異音である。説明
の便宜のため、音節構造も併せて示す。
以下補足的な説明を加える。無声閉鎖音には有気音（非喉頭化音）と無気音（喉頭化音）の
対立が認められる6が、語幹初頭を除いては中和し、無気音が現れる。音節末子音 C3 には、後

∗ 本研究は、平成 24～26年度 JSPS科研費 24・6463「喜界島方言を中心とする琉球語の記述的・歴
史的研究」の助成を一部受けたものである。

1 本稿では、国土地理院発行の地図データをもとに Thomas Pellard氏が作成した地図を適宜加筆・編
集して用いている。

2 喜界町役場発行の資料に基づく。
3 以下に発表者の調査に基づく小野津方言と上嘉鉄方言 (喜界島南部)の対応語例を小野津／上嘉鉄の
順で挙げる：[kPjið] / [tCið]“着物”, [kP jimu] / [tCimu]“肝”, [khjuRasa] / [suRasa]“美しい”, [khjaku]
/ [saku]“客”,“[khakja:Ru:] / [khatCa:nu:]書きながら”。

4 Ex. ami [PamGi]“雨”, amji [Pamji]“網”, amee [PamGe:]“雨は”, amjee [Pamje:]“網は”(Cf.上嘉
鉄：ami [Pamji]“雨、網”, amee [Pamje:]“雨は、網は”)

5 これは、先行研究の多く（平山ほか 1966,上村 1972・1992,中本 1976,松本 2000,狩俣 2000,大野
2002・2003,木部 2012）で前舌母音 vs.中舌母音の区別として記述されてきた。

6 Ex.“来る-INF”khjii [khi:],“切る-INF”k’jii [kPi:],“昆布”khubu [khubu],“口”k’uci [kPutCi]
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奄美大島

喜界島

小野津

図 1 小野津集落／喜界島の位置

続子音と同一調音点の阻害音あるいは鼻音が分布する。このうち語末に分布するのは鼻音のみ
である。本稿では音節末鼻音について形態素末では nを、それ以外では音声実現に応じて m, n,

N を用いて表記することとする7。C1C2 には同じ無声阻害音の連続のみが許される。G には j,

wが分布し、それぞれ先行する C1, 2 を口蓋化／唇音化する8。（wの前の Cには軟口蓋音のみが
分布する）。頭子音（及びその連続）について、前舌母音も含め、すべての母音の前で jの有無
が弁別的である。前舌母音に先行する子音について、歯茎摩擦音 s, z, cのみ口蓋化するものの、
軟口蓋音は（日本語共通語や喜界島中南部方言と異なり）前舌母音の前でも一般に口蓋化せず、
また両唇音は（奥舌母音の前でのみならず）前舌母音が後続する場合において軟口蓋化して実
現する9 。母音の長さについては、すべての母音において長短が弁別的であり、長母音は同じ母
音の連続として解釈される。

• 子音：
– 閉鎖音: /p/[p~pP], /b/, /t/[t~tP], /th/, /d/, /k/[k~kP], /kh/, /g/

– 破擦音: /ts/[ts~tC]

– 摩擦音: /F/[F~ph~
>
pF], /s/[s~C], /z/[z~dz~ý~dý], /h/

– 鼻音: /m/, /n/, /N/

– 弾音: /R/

– 接近音: /w/, /j/

• 母音：/i/, /e/, /a/, /o/, /u/

• 表記：p’ =語頭単子音の/p/, th = /th/, t’ =語頭単子音の/t/, kh = /kh/, k’ =語頭単子音の/k/,

g = /g/, c’ =語頭単子音の/ts/, c =語中の/ts/, cc = /tts/, f = /F/, zz = /dz/, r = /R/

• 音節構造：(C1)(C2)(G)V1(V2)(C3)

7 Ex. ammaa [Pamma:]“おばあさん、お母さん”, jiNNa [jiNNa]“男”, kham-an-ba [khamamba]“食べ
る-NEG.COND（食べなければ）”, k’jin=Na [kPjiNNa]“着物=NOM（着物が）”

8 Ex. hamja [hamj a]“神宮（かみや、地名）”, khjoodee [khjo:de:]“兄弟”, k’wee [
>
kpPe:] ~ [kPwe:]

“鍬”, duggwaddoo [dug
>
gbaddo:] ~ [duggwaddo:]“六月燈（祭事の名前）”

9 Ex. thuzi [thuýi]“妻”, sima [Cima]“島、集落”, suuki [su:ki]“お祭りのときのごちそう”, sijaNi
[CijaNi]“白髪”, jubi [jubGi]“ゆうべ”, humi [humGi]“米”
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3 小野津方言の談話資料
本節で記述する談話は、2012年 3月に収録された小野津集落出身・在住の 80代男性 α、80

代女性 βと 60代女性 γの会話の一部である。主に、七夕の時に子どもたちが海で机を清める風
習について、γ が αと βに問いかけ、αと βが答えている。一行目に本稿が採用している表記
法による音韻表記と形態素境界、二行目に形態素ごとのグロス、三行目に日本語訳例を記して
いる10。グロスの略記については巻末を参照されたい。発話ターンの交替や言いよどみで発話
が途切れた箇所は…で示している。< >内は日本語へのコードスイッチングが見られる部分であ
る。@@@は笑い声、(...)は聞き取り不能箇所である。

(1) α wannaa

1.EXCL.GEN

sjoogakko=n

小学校=GEN

dukji

時
thanabata=njee

七夕=LOC.TOP

bjenkjoo

勉強
s-u-n

する-NPST-ADN

sukudee

机
muc-ci

持つ-SEQ

umji=kai

海=ALL

oonjii

泳ぎ
si-inja

する-PURP

私たちの小学校の時、七夕には、勉強する机を持って海へ泳ぎに（行った）

(2) α sarumata

さるまた
t’icu

一つ
na-ti

なる-SEQ

sukudee=joba

机=ACC

suna=zi

砂=INST

ara-ti

洗う-SEQ

khaisui=zi

海水=INST

<k’ijomjete>

清めて
huri=joba

それ=ACC

<ukji=ni

浮きに
site>

して
oonjii

泳ぎ
si-i

する-INF

さるまた一つになって、机を砂で洗って海水で清めて、それを浮きにして泳ぐんだ

(3) γ oonjii

泳ぎ
si-i

する-INF

泳ぐの

(4) α asisi

そして
bjenkjoo=Na

勉強=NOM

diki-jun=nen

できる-NPST=ように
<cukueo>

机を
sukudee=joba

机=ACC

<daizinji

大事に
daizinji

大事に
mocikae...>

持ち帰...

muc-ci

持つ-SEQ

mudu-ti

戻る-SEQ

そして、勉強ができるように、机を、大事に大事に持ち帰...持って戻って

(5) γ huri

それ
watana-n-kwaa=kai

PLN(LIT.??-L-DIM)=ALL

ik-ji=cci

行く-INF=QUOT

それ、ワタナンクゥァーへ行くって?

(6) α watana-n-kwaa

PLN(LIT.??-L-DIM)
ワタナンクゥァー

10 形態論／統語論の概略的記述について、白田（2013）を参照されたい。
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(7) γ watana-n-kwaa

PLN(LIT.??-L-DIM)
ワタナンクゥァー

(8) γ duunaa

REF.PL.GEN

jaa=nu

家=GEN

saa=nu

下=GEN

umji=kai

海=ALL

自分たちの家の下の海へ

(9) β saa=nu

下=GEN

下の

(10) α umji=kai

海=ALL

海へ

(11) γ [β]+baa=ja

PN+姉さん=TOP

huma-n-dee

ここ-L-APPR

[β]姉さんはここらへん?

(12) β huma

ここ
ここ

(13) β saa

下
下

(14) γ wannaa

1.EXCL

assee

じゃあ
ufataee

HN.TOP

watana-n-kwaa=nu

PLN(LIT.??-L-DIM)=GEN

私たちは、じゃあ、ウファタイはワタナンクゥァーの

(15) α watana-n-kwaa

PLN(LIT.??-L-DIM)
ワタナンクゥァー

(16) β wanna=ja

1.EXCL=TOP

ccu+ubukk-as-aa

他の子を水の中に押し込むいたずらっ子 (LIT.人 +溺れる-CAUS-AGE)
私たちは他の子を水の中に押し込むいたずらっ子（だった）
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(17) β usuNku+dumaii=zi

PLN(?+港.CM)=LOC

ウスンクドゥマイーで

(18) γ wanna=ja

1.EXCL=TOP

watana-n-kwaa

PLN(LIT.??-L-DIM)
私たちはワタナンクゥァー

(19) β basu

場所
場所

(20) γ assee

じゃあ
huma=zi

そこ=LOC

assee

じゃあ
hinnja-n-cu

みんな (LIT.みんな-L-人)
じゃあ、そこで、じゃあ、全員なの？

(21) γ khjoodee

きょうだい
きょうだい（全員なの？）

(22) γ t’innaa

一つずつ
nen=dooNa

ない.NPST=SFP

jo

DSC

sukudee=ja

机=TOP

一つずつないでしょうが、机は

(23) β assi

そう
jo

DSC

そうよ

(24) α theegee

大概
a-su=doo

ある.NPST-NMLZ=SFP

大概あるんだよ

(25) γ theegee

大概
a-su=na

ある.NPST-NMLZ=YNQ

大概あるの？

(26) α in

RESP

うん
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(27) β anu

DSC

wanna=ja

1.EXCL=TOP

wanna=ja

1.EXCL=TOP

jo

DSC

soomin+bakuu=zi

そうめん +箱.CM=INST

私たちは、私たちはね、そうめん箱で

(28) β soomin+bakuu

そうめん +箱.CM

そうめん箱

(29) γ huri=joba

それ=ACC

muc-ci

持つ-SEQ

duunaa=zi

REF.PL=INST

それを持って自分たちで

(30) β in

RESP

in

RESP

muc-ci-zi

持つ-ていく-SEQ

jo

DSC

うんうん、持って行ってね

(31) γ asisikara

それから
suna=zi

砂=INST

assi

こう
ara-i=ja

洗う-INF=SFP

それから砂でこう洗うの？

(32) α in

RESP

in

RESP

suna=zi

砂=INST

うん　砂で

(33) β suna=zi

砂=INST

k’jijum-ji

清める-INF

砂で清めるの

(34) α <k’jijomje

清め
jo>

DSC

清めるんだよ

(35) α ora

DSC

ほら

(36) β gjeNkji=zi

元気=INST

jo

DSC

元気でね
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(37) γ bjeNkjoo

勉強
diki-ta=ka

できる-PST=DUB

jaa

DSC

@@@

@@@
勉強できたかねえ

(38) β gjeNkji=zi

元気=INST

bjeNkjoo

勉強
dik-ju-roo

できる-NPST-INFR

元気で勉強できるだろう

(39) α sjuuzi=zi

習字=INST

sumji-doo

墨=APPR

nuu-doo

何=APPR

juNgi-tun=karanji

汚れる-CONT.NPST=CSL

習字で墨やら何やら汚れているから

(40) α <sunade

砂で
sirozunade>

白砂で
砂で、白砂で

(41) γ assi=na

そう=YNQ

そうか

(42) β diki-timu

できる-CONC

diki-ran-timu

できる-NEG-CONC

diki-ju-n

できる-NPST-ADN

niNee=doo=cci

願い=SFP=QUOT

assi

こう
si-i

する-INF

jo

DSC

できてもできなくても、できる願いだよって、こうするのよ

(43) β <onegai>

お願い
お願い

(44) γ assee

じゃあ
じゃあ

(45) β <negai>

願い
願い
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(46) γ nuu=cci

何=QUOT

i-iba

言う-COND

juta-sa-su=ka

良い-VLZ.NPST-NMLZ=DUB

assee

じゃあ
suu=Na

潮=NOM

fji-cju-n

引く-CONT.NPST-ADN

dukji=nji

時=LOC

i-zi

行く-PST

duunaa=zi

REF.PL=INCL

何て言えばいいのかのか、じゃあ潮が引いている時に行ったの？自分たちで

(47) γ kkwa-n-kjaa

子ども-L-PL

assi

こう
gaba

たくさん
ik-ji=ja

行く-INF=SFP

子供たちは、こう、たくさん行くの？

(48) α in

RESP

jaa

DSC

ugii

DSC

gaba-n-cu

たくさん-L-人
うん、それはもう大勢

(49) γ gaba-n-cju=wa

たくさん-L-人=SFP

大勢？

(50) β fji-cu-n

引く-CONT.NPST-ADN

dukjee

時.TOP

ik-an=nen=doowa

行く-NEG=ように=SFP

引いているときは行かないんだよ

(51) α njaa

もう
fjiccii

一日
fjizjuu

ずっと
もう、一日ずっと

(52) γ fji-iba

干る-COND

ik-aa

行く-NEG

jaa

DSC

干潮になれば行かないね

(53) β in

RESP

jaa

DSC

anu

DSC

うん

(54) γ njaa

もう
joo+mjic-ii

少し +満ちる-INF.CM

joo+mjicii=nji

少し +満ちる-INF.CM=LOC

もう満ちかけた時、満ちかけた時に

(55) β ufusu=Na

大潮=NOM

i-ju-n

入る-NPST

dukji

時
大潮が入る時
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(56) β ufusu=Na

大潮=NOM

i-ju-n

入る-NPST

dukji

時
unui

その時
anu

DSC

zikan

時間
thu-ti

取る-SEQ

ik-ju-su

行く-NPST-NMLZ

大潮が入る時、その時、時間を見計らって行くの

(57) γ assi

こう
suru-ti

揃う-SEQ

ik-ji

行く-INF

dusi-n-kjaa=kara

友達-L-PL=ABL

khjoodee=kara

きょうだい=ABL

こう、揃って行くの？友達たちもきょうだいも

(58) β njaa

もう
sakji

先
zembu

全部
in

RESP

jaa

DSC

i-zi

行く-SEQ

wanna=ja

1.EXCL=TOP

もう先に全部、うん、行って、私たちは

(59) α in

RESP

zembu

全部
うん、全部

(60) β dusi-n-kjaa=tu

友だち-L-PL=COM

友達たちと

(61) β njaa

もう
numjii

たくさん
k’wata+k’wata

いっぱい
jo

DSC

もうたくさん、いっぱいだよ

(62) α meemee

めいめい
i-zu-su

行く-CONT.NPST-NMLZ

jo

DSC

めいめい行っているのよ

(63) γ asisikara

それから
oonjii

泳ぎ
si-i=nati

する-INF=CSL

それから泳ぐから

(64) α oonjii

泳ぎ
si-i

する-INF

泳ぐんだ

(65) γ hun

その
faku

箱
muc-ci

持つ-SEQ

assi

こう
ssi

して
その箱を持ってこうして
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(66) β asisikara

それから
isigakji=n

石垣=GEN

wii=kara

上=ABL

dossun=cici

OMP=QUOT

dondon

どんどん
unaNu=mu

女=も
jiNNa=mu

男=も
dondon

どんどん
thub-ji...

とぶ-INF

それから石垣11の上からバシャンて、どんどん、女も男もどんどん跳び..

(67) γ (...)

(...)
(...)

(68) β anu

DSC

thubjikum-ji

跳び込む-INF

跳び込むの

(69) β suu=madi

底=LMT

jo

DSC

底までよ

(70) α mata

DSC

oonjii

泳ぎ
s-u-n

する-NPST-ADN

doo=ja

ところ=TOP

hunu

DSC

<njimjeetoruguraino>

二メートルぐらいの
thaa-sa-n...

高い-VLZ.NPST-ADN

また泳ぎをするところは二メートルくらいの高い...

(71) γ watana-n-kwaa+ukjii=kai

PLN(LIT.??-L-DIM)+沖.CM=ALL

ik-ji

行く-INF

ワタナンクゥァー沖へ行くの？

(72) γ oonjii

泳ぎ
si-i=ja

する-INF=TOP

泳ぐのは

(73) β k’uwa-sa-n

深い-VLZ.NPST-ADN

doo=zi

ところ=LOC

深いところで

(74) α (...)

(...)

thun-zi

跳ぶ-SEQ

uti

落ちる.INF

(...) 跳んで落ちるんだ

11 海岸の崖の石のことを言い間違えたものと思われる。
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(75) γ wannaa

1.EXCL.GEN

meebbaa

PLN.TOP

ara

DSC

watana-n-kwaa=kara

PLN(LIT.??-L-DIM)=ABL

watana-n-kwaa+ukjii=gari

PLN(LIT.??-L-DIM)+沖.CM=LMT

ik-ji

行く-INF

jo

DSC

maru+isii=kara

PLN(LIT.丸い-石.CM)=ABL

私たちムェーッバはね、ワタナンクゥァーからワタナンクゥァー沖まで行くのよ、マ
ルイシーから

(76) γ ama=gari

そこ=LMT

ik-ji

行く-INF

assee

じゃあ
あそこまで行くの、じゃあ

(77) α ukjee

沖.TOP

njaa

もう
zjoozu=Na

上手=NOM

沖はもう上手（な子）が

(78) γ ukji=garee

沖=LMT.TOP

沖までは

(79) β zjoozu=Na

上手=.NOM

ik-ji=doowa

行く-INF=SFP

soo

ただ
mannaka=n...

真ん中=GEN

mannaa=gari

真ん中=LMT

上手（な子）がいくんだよ、ただ真ん中の...真ん中まで

(80) α zjookjuusee

上級生
zja

COP.NPST

jaa

DSC

上級生だね

(81) γ ufuccju...

大人
ufuccju

大人
na-ti=kara

なる-SEQ=ABL

jaa

DSC

大人になってからね

(82) α watana-n-kwaa=ja

PLN(LIT.??-L-DIM)=TOP

mata

また
sjosinsja

初心者
ワタナンクゥァーはまた、初心者

(83) γ sjosinsja=Na

初心者=NOM

u-i

いる-INF

初心者がいるの
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(84) α asisi

そして
mata

また
namji=Na

波=NOM

c’u-sa-n

強い-VLZ.NPST-ADN

dukji=njee

時=LOC.TOP

ufusu=nu

大潮=GEN

dukji=njee

時=LOC.TOP

<njimjeetoru

二メートル
sammjeeroru

三メートル
takai>

高い
isi=nu

石=GEN

dan=kara...

段=ABL

そしてまた、波が強い時には、大潮の時には、二メートル、三メートル高い石の段か
ら...

(85) β t’oon=ci

OMP=QUOT

thub-ji

とぶ-INF

トーンと跳ぶの

(86) α <thobjikomji>

跳び込み
跳び込み

(87) γ thubjiku-di

跳び込む-SEQ

跳び込んで

(88) β thubikum-ji

跳び込む-INF

跳び込むの

(89) γ asisi

そして
hun

その
fakoo

箱.TOP

njaa

もう
ama

あそこ
ucii-tuk-ji

置く-ておく-INF

ara-ti=kara

洗う-SEQ=ABL

そしてその箱はもう、あそこ置いておくの？洗ってから

(90) α in

RESP

jaa

DSC

うん

(91) β isi=n

石=GEN

wii=nji...

上=LOC

石の上に...

(92) α ara-ti...

洗う-SEQ

洗って...

(93) γ haarak-as-i

乾く-CAUS-INF

乾かすの
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(94) α haarak-as-i

乾く-CAUS-INF

乾かすの

(95) β in

RESP

jaa

うん

(96) β nagas-an=nen

流す-NEG.NPST=ように
jo

DSC

isi=n

石=GEN

wii

上
ucii-tuk-ji=doowa

置く-ておく-INF=DSC

流さないようにね、石の上置いておくのよ

(97) γ aa

INTJ

hagee

INTJ

ora

DSC

wanoo

1.SG.TOP

fazimi-ti

始める-SEQ

k’ji-cjan=mun

聞く-PST=FN

funtoo=nji

本当=LOC

私は初めて聞いたもの、ほんとに

(98) β <sangoisino

珊瑚石の
uenji>

上に
wii=nji...

上=LOC

珊瑚石の上に、上に...

(99) α haarak-jun=gari

乾く-NPST=LMT

oonjii

泳ぎ
si-i+buri

する-INF+惚れ
jo

DSC

乾くまで夢中でおよぐんだよ

(100) γ oonjii

泳ぎ
s-si=kara

する-SEQ=ABL

mudu-i

戻る-INF

泳ぎをしてから戻るの

(101) γ asisi

そして
una-n-kwaa

女-L-子.TOP

maa

DSC

wii=gari

上=LMT

k’ji-ci=dooNa

着る-SEQ=SFP

それで女の子は、まあ上まで着てでしょ

(102) γ sjacu

シャツ
k’ji-ci...

着る-SEQ

シャツを着て...

(103) β k’jin+mama=jowa

服 +まま=SFP

服のままよ
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(104) β khantamfuku+mama=jowa

簡単服 +まま=SFP

簡単服のままよ

(105) α unaNoo

女.TOP

mukasi=nu

昔=GEN

appappaa

アッパッパー
jo

DSC

女は昔のアッパッパーだよ

(106) β hagee

INTJ

appappaa=jowa

アッパッパー=SFP

ああ、アッパッパーよ

(107) β khantamfuku

簡単服
k’ji-ci=doowa

着る-SEQ=SFP

簡単服着てだよ

(108) γ maa

DSC

wanna=mu

1.EXCL=も
assi

そう
a-tan=nati

COP-PST=CSL

まあ私たちもそうだったから

(109) β hagee

INTJ

ああ

(110) α hasisi

そして
そして

(111) β ubus-sa

重い-NPST

重い

(112) β aNa-ju-n

上がる-NPST-ADN

dukjee

時.TOP

jo

DSC

njaa

もう
suu

潮
k’un-di

含む-SEQ

gaccui

DSC

gjii+gji

OMP

jo

DSC

上がる時はね、潮含んで、もう、ずっしりなのよ12

(113) γ huri

それ
nannen=bee=kara

何年=LMT=ABL

s-u-ta=ka

する-IPFV-PST=DUB

それ何年ごろからしていたかな

12 gjii+gjiは通常、背負った荷物が重いときに用いる表現である。
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(114) γ nannen

何年
sjoogakkoo=nu

小学校=GEN

nannen=kara

何年=ABL

s-u-ta=ka

する-IPFV-PST=DUB

jo

DSC

何年、小学校の何年からしていたかね

(115) β hagee

INTJ

nuu

DSC

nannen=dukuru

何年=どころ
njaa

もう
ina-sa-i=n=kara

小さい-VLZ-時=DAT=ABL

jara

DSC

何年どころか、小さい頃からだよ

(116) α gakkoo

学校
ik-a-n

行く-NEG.NPST-ADN

ccu=mu

人=も
mazii=nji

一緒=LOC

oonjii

泳ぎ
si-i

する-INF

jo

DSC

学校へ行かない人も一緒に泳ぎをするのよ

(117) γ app-ji

遊ぶ-INF

app-ji

遊ぶ-INF

遊んで

(118) β in

RESP

jaa

DSC

うん

(119) β fjizjuu

ずっと
s-u-su=doo

する-NPST-NMLZ=SFP

ずっとするのよ

(120) γ asisikara

それから
それから

(121) α thanabata=n

七夕=GEN

khuroo

頃.TOP

ac-cja-soo

暑い-VLZ.NPST-CSL

<acuikara>

暑いから
七夕のころは暑いから

(122) γ manacu=nati

真夏=CSL

真夏だから

(123) γ asisiriba

そうすると
c’juugakkoo

中学校
ik-iba

行く Ï¡ŘCOND

njaa

もう
si-ran=zjaroo

する-NEG.NPST=INFR

そうすると、中学校行くともうしないでしょ

奄美喜界島小野津方言の談話資料

121



(124) β oonjii=na

泳ぎ=YNQ

泳ぎのこと？

(125) γ a-raa

COP-NEG.NPST

hun

その
sukudee+ara-i

机 +洗う.INF

jo

DSC

いいえ、その、机洗いよ

(126) α njaa

もう
huree

それ.TOP

si-raa

する-NEG.NPST

もうそれはしない

(127) β njaa

もう
huree

それ.TOP

thanabata=nu

七夕=GEN

fjii=nu

日=GEN

icinjici=dakje

一日=LMT

jo

DSC

もうそれは七夕の日の一日だけよ

(128) γ sjoogakkoo

小学校
小学校？

(129) α sjoogakkoo

小学校
小学校

(130) γ dakara

だから
sjoogakkoo=nu...=bee

小学校=GEN=LMT

zja

COP.NPST

jaa

DSC

だから小学校の...だけだね

(131) α sjoogakkoo=nu

小学校=GEN

dukji=nji

時=LOC

小学校のときに

(132) γ k’jittu

きっと
jaa

DSC

きっとね

(133) β in

RESP

sjoogakkoo

小学校
うん、小学校
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(134) γ huree

それ.TOP

njaa

もう
mjimun

見もの
a-ta

COP-PST

それはもう見ものだった

(135) β thanabata=nu

七夕の
icinjici=dakje=doo

一日=LMT=SFP

七夕の一日だけだよ

(136) β fjiccii

一日
一日

(137) γ njaa

もう
numjii

たくさん
zja

COP.NPST

jaa

DSC

watana-n-kwaa=ja

PLN(LIT.??-L-DIM)=TOP

assee

じゃあ
もうたくさんだね、ワタナンクゥァーは、じゃあ

(138) γ k’wacja+k’wacja

OMP

満杯

(139) β hagee

INTJ

k’wacja+k’wacja=jowa

OMP=SFP

ああ、満杯だよ

(140) α hasisi

そして
mata

また
meerabi-n-kjaa

若い娘-L-APPR.TOP

jo

DSC

そしてまた若い娘なんかは

(141) β asisikara

それから
それから

(142) β jiNNa=Na

男=NOM

usikki=doowa

押さえつける.INF=SFP

男の子が（いたずらで海の中に）押さえつけるのよ

(143) α njaa

もう
zjuuhakkuizjoo=nu

十八九以上=GEN

meerabi-n-kjaa

若い娘-L-APPR.TOP

hamaci

頭
(...)

(...)

jugoobasii=nu

クワズイモ=GEN

k’uwazuimo=nu

クワズイモ=GEN

faa=joba

葉=ACC

jo

DSC

=zi

=INST

hamaci

頭
k’uc-ci

括る-SEQ

nur-as-an=nen

濡らす-NEG.NPST=ように
もう十八、九以上の若い娘なんかは頭...、クワズイモの、クワズイモの葉をね、（葉）
で頭を括って濡らさないように
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(144) γ an

あの
gukji=zi

茎=INST

assee

じゃあ
huma=nji

ここ=LOC

k’ubb-ji=ja

括る-INF=SFP

あの茎で?じゃあここに結ぶの?

(145) α aai

RESP

huma=nji

ここ=LOC

hamaci

頭
<thaorude

タオルで
simerunojo>

締めるのよ
いや、ここに頭をタオルで締めるのよ

(146) γ thaoru=zi=ja

タオル=INST=SFP

タオルで？

(147) γ jugoo=nu

クワズイモ=GEN

faa=zi=ja

葉=INST=SFP

クワズイモの葉っぱで？

(148) α jugoo=nu

クワズイモ=GEN

faa=joba

葉=ACC

mata

また
thaoru=nessan

タオル=みたいな
mun=zi

もの=INST

k’uc-ci

括る-SEQ

クワズイモの葉っぱをまた、タオルみたいなので縛って

(149) β wannaa

1.EXCL.GEN

dukjee

時.TOP

jugoo=zi=garee

クワズイモ=INST=LMT.TOP

k’ubb-an-ti

括る-NEG-PST

私たちの時はクワズイモでまでは縛らなかった

(150) β aree

あれ.TOP

ja

DSC

mojasi=du

もやし=FOC

mojasi=du

もやし=FOC

wii=ja

上=TOP

habb-as-u-tan=doowa

被る-CAUS-PST-SFP

あれはね、もやしに上は被せていたよ

(151) β mojasi

もやし
urus-ee

蒔く-INF.TOP

jo

DSC

siju+zuna=n

白 +砂=GEN

naa=nji

中=LOC

huree

それ.TOP

uru-cja=Na

蒔く-PST=ように
jo

DSC

miicjaa=njee

額=LOC.TOP

k’ubb-aa

括る-NEG.NPST

もやし蒔くのはね、白砂の中に蒔いたがね、額には括らない

(152) β hirozi+njiisan=nu

PN＋兄さん=GEN

dukjee

時.TOP

k’uc-cja

括る-PST

jaa

DSC

廣次兄さんの時は括ったんだね

(153) α assee

じゃあ
じゃあ
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(154) γ meebba=Na

PLN=NOM

k’ubb-ju-ta-su

括る-IPFV-PST-NMLZ

ムェーッバが括っていたの

グロス
ABL ablative 奪格
ACC accusative 対格
ADN adnominal 連体
AGE agentive 動作主
ALL allative 方向角
APPR approximative 曖昧
CAUS causative 使役
CM compoundmarker 複合語標識
COM comitative 共格
COND conditional 条件
CONT continual 継続
COP copula コピュラ
CSL causal 理由
CONC concessive 譲歩
DIM dimunitive 指小
DSC discoursemarker 談話標識
DUB dubitative 疑念
EXCL exclusiveplural 除外的複数
FN formalnoun 形式名詞
FOC focus 焦点
GEN genitive 属格
HN housename 屋号
INCL inclusiveplural 包括的複数
INF infinitive 不定形
INFR inferential 推量
INST instrumental 具格
INTJ interjection 間投詞
IPFV imperfective 未完了

L linker リンカー
LMT limitative 限界格
LOC locative 処格
NEG negative 否定
NMLZ nominalizer 名詞化
NOM nominative 主格
NPST nonpast 非過去
OMP onomatopoeia オノマトペ
PL plural 複数
PLN placename 地名
PN personalname 人名
PST past 過去
PTCT particle 助詞
PURP purposive 目的
QUOT quotative 引用
REF reflective 再帰
RESP response 応答表現
SEQ sequential 継起
SFP sentencefinalparticle 文末助詞
SFS sentencefinalsuffix 文末接辞
SG singular 単数
TOP topic 主題
VLZ verbalizer 動詞化
YNQ yes-noquestion 諾否疑問
+ 複合・重複境界
= 接語境界
- 接辞境界
?? 不明

奄美喜界島小野津方言の談話資料
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スワヒリ語の前鼻音化阻害音について

古本 真

京都大学／日本学術振興会1

0  はじめに2 
  スワヒリ語の代表的文法のひとつである Ashton (1947: 3) には子音目録のなかに鼻音結合 

(nasal compound) として mb, mv, nd, nz, nj, ng が挙げられている。この鼻音結合は (1) に挙げ

る通り語頭や語中を問わず現れる。

(1)  mbona「なぜ」   kamba「ロープ」 

 ndege「鳥」      -enda「行く」 

 njoo「来い」     manjano「黄色」 

 -ngoja「待つ」   mlango「扉」 

 mvua「雨」      chumvi「塩」 

 nzige「バッタ」  chenza「みかん」 

  Conti-Morava (1997: 844) のようにこの鼻音結合を前鼻音化閉鎖音3という一つの音素とす

る立場もあるが、一般に4この鼻音結合が一つの音素として認められているとは言い難い。し

かしながら一つの音素として認めない場合、音素表記に曖昧性が生じてしまう。また音節構

造を考慮すると一つの音素とみなす方がより簡潔な記述となる。本稿ではまず 1 節で鼻音結

合を一つの音素（前鼻音化阻害音）として立てる理由を述べる。そして 2 節で前鼻音化阻害

音を音素としてたてる際に問題となりうる 9/10 クラスの名詞5の語頭に現れる前鼻音化阻害

音について論じる。3 節では語中の前鼻音化阻害音について述べる。 

  なお前鼻音化阻害音を音素として立てない場合、音素目録は (2) のようになる6。 

1 本稿は日本学術振興会特別研究員奨励費 (DC1) (課題番号: 25･3150) の研究成果の一部である。 
2 本稿で用いるデータは特に明示しない限り、筆者がザンジバルストーンタウン在住の 20 代男性から

得たものである。標準スワヒリ語はザンジバル都市部方言をもとに策定されており、本稿での議論

をある地域方言に限定したものではなくいわゆる「スワヒリ語」の議論として大きな問題はないだ

ろう。
3 Conti-Morava (1997: 844) は鼻音+閉鎖音 (mb, nd, ng) のみを音素として立てている。 
4 Polomé (1967), Myachina (1981), 中島 (2000), Mohammed (2001) 参照。なお Mohammed (2001: 6) は
前鼻音化阻害音を音素とするかには議論の余地があると述べている。

5 スワヒリ語の名詞は [接頭辞-語幹] と分析される。名詞は 1~11, (14), 15~18 のクラスに分類され、名

詞接頭辞はそのクラスに応じて異なる。10 クラスまでは隣り合う奇数番号と偶数番号が単複の対を

なす。多くの形容詞も形態的には名詞と同じふるまいをみせるが、本稿ではこうした形容詞も名詞

として議論を進める。
6 (1) は Polomé (1967: 38-39) をもとにしている。[] 内は異音を表す。なお標準スワヒリ語の正書法で

は /ʧ/=ch, /ʄ/=j, /ɡ/=g, /ɸ/=f, /β/=v, /θ/=th, /ð/=dh, /ʃ/=sh, /ɣ/=gh, /ɲ/=ny, /ŋ/=ng’（鼻音結合に現れる際は

n）, /j/=y であり、それ以外は音素表記と同じである。本稿で正書法を用いる場合は斜体で表記する。 
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(2) 子音 

p, b[ɓ, b]  t, d[ɗ, d]    ʧ, ʄ [ʄ, ʤ]   k, ɡ[ɠ,  ɡ] 

 ɸ,  β7  θ,  ð   s, z   ʃ  ɣ h 

m        n        ɲ ŋ  

l, r 

w j 

母音

 i, e, a, o, u 

また音節構造は V, CV, CCV, CCCV, N となる (Polomé 1967: 50)。このように音節を設定する

と語の後ろから 2 番目に強勢が置かれるといえる。つまり音節は強勢を担いうる単位である。 

1  前鼻音化阻害音を音素として立てる理由 
1.1  音韻表記 /mb/ の問題    
  (2) のように音素を立てた場合、/mboɡa/ という音素表記が   [m̩ɓoɠa]「カボチャ（茎）」と

[mboɠa]「野菜」を表すことになってしまう。同様の問題は/mbatata/ ([m̩ɓatata]「ジャガイモ

の茎」[mbatata]「ジャガイモ」), /mboβu/ ([m̩ɓoβu]「腐った（3 クラス）」[mboβu]「腐った（9/10

クラス）」), /mbaja/ ([m̩ɓaja]「悪い（1, 3 クラス）」[mbaja]「悪い（9/10 クラス）」) にも当て

はまる8。 

  /m/ という一つの音素を立てるのであれば、その /m/ が音節を形成するかどうか、また後

続する破裂音の条件異音9[ɓ], [b] がどのような環境で現れるかは音韻論的に説明されるべき

であるが、そのような説明はこれまでのところ筆者の知る限りなされていない。上記の問題

に限っていえばただ形態論的に成節的な /m/ は 1, 3 クラスの名詞接頭辞に、非成節的な /m/ 

は 9/10 クラスの名詞接頭辞に帰するということが言及されているだけである。 

  もし前鼻音化阻害音を音素として認めるとすると上記の /mb/ という音韻表記に関する問

題はなくなる。鼻音と入破音と前鼻音化阻害音がそれぞれ別の音素となるからである。本節

の最初に挙げた問題を例にとると、/m/と/ɓ/と/mb/ という音素が立てられ、「カボチャ（茎）」

は/mɓoɡa/に、「野菜」は/mboɡa/になる。 

  なお Welmers (1973: 69) は「（1, 3 クラスの名詞接頭辞は）/b/, /v/ に前接する場合を除いて

その音節性が明瞭に聞こえる」と述べており、/b/ と /v/ に前接する両唇鼻音が音節を形成

しているかどうかの聞き分けが難しいことをほのめかしているが、筆者が聞いたところ、鼻

7 /ɸ/, /β/ の音価は唇歯摩擦音とされるが、筆者が調べたところこの二つの音価は両唇摩擦音であった。 
8 これらの違いについては Polomé (1967), 中島 (2000) でも指摘されている。同様の問題は/mbuni/「コ

ーヒーの木」「ダチョウ」、/mbaazi/「キマメの木」「キマメの実」にも当てはまるとされるが、これ

らの語を筆者のインフォーマントは知らなかった。
9 Polomé (1967: 41) は [ɓ] と [b] を条件異音みなし、成節的な m が前接する場合は [ɓ] に、非成節

的な m が前接する場合は [b] になるとしている。 
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音の長さや後続する破裂音の音価にはっきりとした違いがみられた。また筆者のインフォー

マントの直観でも /b/ に前接する1, 3クラスの名詞接頭辞と9/10クラスの名詞接頭辞は違う

音として認識しているようである。

1.2  音節構造上の理由 
鼻音結合の組み合わせは常に同一調音点の鼻音と有声阻害音である。鼻音に調音点の異な

る有声破裂音が後続することも、語末が鼻音になることもない。こうした鼻音と有声破裂音

の分布からこの音連続は同じ音節に属していると考えるのは問題ないだろう。

  CCV という音節構造のありうる音素配列は鼻音+有声破裂音+母音、もしくは子音+半母音

+母音である。鼻音+有声阻害音+母音という連続は音節を認定する際のひとつ大きな基準と

なる聞こえ度の原則（音節の始まりからピークに向かって聞こえ度が高くなり、ピークから

音節の終りに向かって聞こえ度が低くなっていくという原則）に反している。他にこの原則

に反している子音連続があるわけでもなく、非常に特異な音節構造である。記述の簡潔性と

いう観点からも前鼻音化阻害音を認める分析の方が好ましいと言える。

1.3  前鼻音化阻害音をたてた場合の音素目録 
  以上のことを踏まえ前鼻音化阻害音を音素として立てるとすると子音の音素目録は (3) 

のようになる。以下の音素表記はこの音素目録に基づく。

(3)  p, ɓ, mb t, ɗ, nd   ʧ, ʄ, ɲʤ   k, ɠ, ŋɡ 

 ɸ,  β, mβ   θ,  ð    s, z, nz ʃ  ɣ h 

m n ɲ ŋ  

l, r 

w j 

2  前鼻音化阻害音を音素とする場合の問題点 
  これまで前鼻音化阻害音が音素として認められなかったのは 9/10 クラスの名詞の語頭の

前鼻音化阻害音の鼻音と有声阻害音の間に形態素境界が存在することが大きな理由として

考えられる。本節では 9/10 クラスの名詞接頭辞について論じる。 

2.1  語頭に現れる前鼻音化阻害音について 
  語頭に現れる前鼻音化阻害音の鼻音部分は、9/10 クラスの名詞接頭辞として分析される。

つまり前鼻音化阻害音の鼻音部分と有声阻害音の間には形態素境界があるというのである。

Welmers (1973: 68-69) はこのことによってスワヒリ語において鼻音と有声阻害音を別の音素

としてたてる分析が魅力的に映っているのかもしれないと述べているが、それに続けて形態

素境界があるかどうか、別個の音素を立てるか一つの音素とみなすべきかどうかは実際は関

スワヒリ語の前鼻音化阻害音について
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係のない問題であるとも指摘している。語頭の前鼻音化阻害音は接頭辞付加ののち鼻音の調

音点同化と有声阻害音の非入破音化10が起こる形態音韻変化と考えることができるが、その

結果生じる鼻音+有声阻害音という音連続は 9/10 クラスの名詞の語頭以外にもスワヒリ語に

は存在する。もし 9/10 クラスの名詞の語頭以外の鼻音+有声阻害音を 1.2 節で述べたような

理由で一つの音素とするのであれば、9/10 クラスの名詞接頭辞の付加の結果生じた鼻音+有

声阻害音を一つの音素とみなしても問題はないだろう。

2.2  語頭の前鼻音化阻害音の形態音韻変化 
  ところで語頭の 9/10 クラスの名詞接頭辞と分析される鼻音については共時的にどのよう

な形態音韻変化が考えられるだろうか。9/10 クラスの名詞接頭辞の異形態を先行研究 

(Ashton 1947: 83-84, Polomé 1967: 68-70) に従いまとめると概ね (4) のようになる。  

(4)  ɲ / _ vowel 

e.g.) ɲ-ama「肉」, ɲ-umba「家」, ɲ-ota「星」, ɲ-eupe「白い(9/10 クラス)」,

    ɲ-inɡi「多い(9/10 クラス)」 

 homorganic nasal / _ voiced obstruent 

e.g.) m-buzi「ヤギ」, m-βua「雨」, n-deɠe「鳥」, n-ziɠe「バッタ」, ɲ-ʤia「道」,

    ŋ-ɡuo「服」 

 [+aspirated]11 / _ voiceless plosive 

e.g.) pʰembe「角」, tʰatu「 3 (9/10 クラス)」, kʰuku「ニワトリ」

 Ø / _ elsewhere 

e.g.) siku「日」, ɸisi「ハイエナ」, ŋombe「ウシ」

(4) をもとに考えると基底形に ɲ という形態素をたて、その形態素が表層形においては母音

の前ではそのままの形で、有声阻害音の前では逆行同化した鼻音で現れ、それ以外の前では

いったん付加されたのち削除される（ただし無声破裂音は有気音化される）と考えることが

できるだろう。

しかしながら、本稿では上述の共時的な形態音韻変化を認めないような考えを支持したい。

その理由を次節で述べる。

2.3  9/10クラスの名詞接頭辞の付加を共時的形態音韻変化として考える場合の問題点 
  Rzwuski (1975: 10) は n-jugu「落花生」が m-n-jugu「落花生の草」に接辞交替せずに派生し

10 通言語的に前鼻音化入破音はみられない (Maddieson & Ladefoged 1993: 254)。 
11 筆者のインフォーマントから得られたデータでは先行研究でいわれているような有気音と無気音 

の対立（paa「屋根」: pʰaa「ガゼル」, taa「灯り」: tʰaa「エイ」, kamba「ロープ」: kʰamba「エビ」）

はなかった。これを踏まえると現代ザンジバル都市部方言では有気音を音素として立てるべきでは

ないだろう。
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ていることを理由にスワヒリ語 9/10 クラスの名詞接頭辞は共時的分析では分離できないと

述べている。Schadeberg (2009a: 90) も 9/10 クラスの名詞には共時的に分離できる名詞接頭辞

がないと述べている。このように考えられるのであれば 9/10 クラスの名詞の語頭の鼻音と有

声阻害音の間には共時的には形態素境界がないことになり、形態素境界があるから別の音素

を立てるべきであるという主張は成立すらしなくなる。以下に 9/10 クラスの名詞接頭辞の付

加を共時的な語形成とはせず、通時的変化の枠組みのなかで捉えるべきであると考えられる

理由を二つ挙げる。

2.3.1  例外の存在 
  第一の理由としては (4) の変化に当てはまらない例の存在がある。(5) にその例を挙げる。

なお括弧内には 9/10 クラスの名詞クラス接頭辞を仮に ɲとしたうえで、接辞と語幹を分析し

た形式を示す。

(5) a.  ndeɸu (ɲ-reɸu)「長い(9/10 クラス)」 

b. ndoa (ɲ-oa)「結婚」

c. ɲʤema (ɲ-ema)「良い(9/10 クラス)」

d. mbili (ɲ-wili)「2 (9/10 クラス)」

  まず (5a) では語幹の流音が 9/10 クラス接辞が付加されると有声破裂音に変化している。

Polomé (1967: 69) は鼻音と流音が連続すると /nd/ となるとしている。仮にこの変化も含め

た形態音韻変化の規則をたてたとしても (5b) は説明できない。ndoa「結婚」という名詞は

-oa「結婚する」という動詞からの派生であることは容易に推察されるが、-oa の語頭には言

わずもがな流音はない。スワヒリ語を含むサバキ語派の祖語の段階では-oa「結婚する」に対

して*-lola という形が再建されている (Nurse & Hinnebusch 1993: 101)。つまり ndoa について

はこの流音 l が保持されている時代に派生が起こったと考えるのが妥当であろう。同様のこ

とは ndoto「夢」についても言える。 

  (5c) のʤの由来についてははっきりとはわかっていない。サバキ語派12のコモロ語のマオ

レ方言13では/ngema~nǰema14/という交替がみられる、サバキ語派の祖語の*g はスワヒリ語の

ミジケンダ方言15の ʤ に対応している、祖語の*g は多くの方言で失われているという事実 

(Nurse & Hinnebusch 1993: 104-108) から通時的な変化については何らかの説明ができる可能

性があるが、共時的にʤの出現を説明するのは非常に困難である。  

  (5d) の b の出現も不規則な変化である。基底形に ɲという形態素をたてた場合、スワヒリ

語に ɲw という音連続は存在しており (eg. ɲwele「髪」, - kuɲwa「飲む」)、* ɲwili という形

12 スワヒリ語を含む東アフリカ沿岸部の近い系統関係にあるとされる 6 言語が属する言語グループ 
  (Nurse & Hinnebusch 1993: 4)。 
13 マヨットで話される (Nurse & Hinnebusch 1993: 18)。 
14 ここでの表記法は Nurse & Hinnebusch (1993) に従う。/ǰ/ は歯茎硬口蓋破擦音を表す。 
15 ケニアのマリンディからタンザニアのタンガで話される (Nurse & Hinnebusch 1993: 16-17)。 
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式が表層形において予想されうるが、このような語形では現れない。ちなみに語幹の-wili の

語頭の w はサバキ語派の祖語の両唇接近音*W に、更にこの*W はバントゥ祖語の*b に対応

しているとされる (Nurse & Hinnebusch 1993: 89-91)。このことから mbili の b はバントゥ祖語

の状態がそのまま保たれていることも可能性としてはある。 

   以上みてきたように 9/10 クラスの名詞接頭辞付加については (4) 以外の規則を立てなけ

れば共時的変化として説明できない例、あるいはそもそも共時的変化としては説明が困難な

例がある。 

 

2.3.2  借用語16 
  Ashton (1947: 83) は 9/10 クラスには借用語も含まれるとしているが、挙げられている語 

(barua「手紙」, dawa「薬」, jinsi「様子」, daraja「橋」; いずれもアラビア語由来) は名詞接

頭辞が付加されていない17。ただし、借用語であれば総じて接辞が付加されていないかとい

うとそういうわけではない。(6) に 9/10 クラスの名詞接頭辞が付加されたと考えられる借用

語を挙げる。 

  (6) に挙げた語とは対照的に 19世紀以降に入ってきたと考えられる英語からの借用語（e.g. 

baisikeli「自転車」, blanketi「毛布」, gazeti「新聞」）にはこの 9/10 クラスの接頭辞は付加さ

れていない。Nurse & Hinnebusch (1993: 355) はオマーンによる東アフリカ沿岸地域の支配が

始まる 17 世紀以前までは 9/10 クラスに分類された借用語（ndama「仔牛」, ngamia「ラクダ」）

に名詞接頭辞が付加されていたと述べている。この指摘通りある時代以降 9/10 クラスの接辞

付加が生産性を失っていたとすれば、9/10 クラスの名詞接頭辞が付加されている借用語とそ

うでない借用語があることは説明できる。こうした事実も 9/10 クラスの接辞付加が共時的に

機能している語形成法とはいえない根拠になるだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
16 借用語かどうかの判断や、どの言語からの借用かについては Johnson (1939) や Schadeberg (2009b)
  による。 
17 接頭辞が付加されないことから「外来語を受けいれるクラスとして開かれている (中島 2000: 51)」
  と言われることもある。 
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(6)  9/10 クラスの名詞接頭辞が付加されている借用語 

語形 意味 借用元の言語 元の語形 借用年代

mbatata 

mbuzi 

ndimu 

ngalawa 

ngamia 

ngano

ジャガイモ

ヤギ

ライム

カヌー

ラクダ

小麦

ポルトガル語

Hindi-Urdu 語 

ペルシア語

アラビア語

Hindi-Urdu 語 

ペルシア語

Hindi-Urdu 語 

マレー語

（マラガシ語）

アラビア語

Hindi-Urdu 語 

batata 

buz  ~  būz 

buz 

līm,  laimū(n) 

līmū(n) 

līmū 

ɡallawat 

ɡadawa 

(nɡadawa) 

ɡ̌amal 

ɡandum 

1500–1700 

-3000–1 

800–1940 

800–1940 

700–800 

800–1940 

(Schadeberg 2009b に基づく) 

2.4  成節的な鼻音について 
  9/10 クラスの名詞接頭辞は単音節語幹に前接した場合、ストレスを担う成節的な鼻音にな

る (Polomé 1967: 68, 69)。9/10 クラスの名詞接頭辞が成節的になるのはストレス担うためと

も言われる (Batibo & Rottland 1992: 93)。2.3 節で述べたように 9/10 クラスの名詞の語頭に現

れる鼻音をかつて生産的だった接頭辞の痕跡と考えるのであれば、単音節語幹に前接する鼻

音が成節的である理由については二通りの可能性が考えられる。ひとつは通時的には他の

9/10 クラスの名詞接頭辞と同じく弱化しており、共時的には基底において多音節語幹に前接

する場合と同様に非成節的であるが、強勢付与の要請から表層では成節的になっているとい

う可能性である。もうひとつはかつては後続する語幹の音節数に関わらず成節的であった
189/10 クラスの名詞接頭辞が、単音節語幹に前接する場合のみ強勢を置かれたために弱化が

進まなかったという可能性である19。後者の考え方では共時的な変化は想定されない。成節

的鼻音が有声阻害音だけでなく無声阻害音や鼻音の前でも現れることや、延長されているの

18 Meinhof (1932: 39, 113-115) はバントゥ祖語 (Ur-Bantu) の 9 クラスの名詞接頭辞に*ni-という形式 
を再建して、スワヒリ語の 9/10 クラスの語頭鼻音はそこから変化したものとしている。筆者の調 
査しているザンジバル・ウングゥジャ島南部のマクンドゥチ方言では動詞の完了形は [人称接頭辞

-動詞語幹] という構造だが、1 人称の人称接頭辞 ɲi-は動詞語幹の最初の子音に調音点同化した鼻 
音と自由交替する。この際鼻音は成節性を保持している。こうしたことを踏まえると、9/10 クラス

の名詞接頭辞が後続する子音に調音点が同化して成節性を保持していた段階を想定してもそれほ

ど不自然ではないだろう。
19 Marten (2002: 6) によってこの指摘はなされている。 
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が母音でなく鼻音であることを説明するためには後者の立場を採るのが妥当であろう20。以

下 (7) に成節的な鼻音が現れる 9/10 クラスの語を挙げる。 

(7)  m̩ɓu「蚊」   m̩ɓwa「犬」 

 m̩pja「新しい（9 クラス）」 

 m̩βi「白髪」 n̩ta「蝋」 

 n̩ne 「4」    n̩zi「蠅」 

 n̩ʧa「先端」  n̩ʧi「国」 

ɲ̩ʤe「外」   ŋ̩ɠe「サソリ」 

成節的鼻音は (3) の音素目録の鼻音 (m, n, ɲ,  ŋ) の条件異音と考えられ、成節的になる条件

は (8) のようになる。 

(8)  m, n, ɲ, ŋ → [+syll] / _ [+cons]21 

  なお鼻音の直後の有声破裂音の音価は筆者が確認したところ入破音 [ɓ], [ɠ] であったが、

有声破擦音 [ʤ] は非入破音であった。本稿ではとりあえずこの[ʤ] を/ʄ/ の条件異音（/ʄ/→

[ʤ] / [+nasal] _）とする。なお前鼻音化阻害音を音素としてたてた場合この条件異音はこの語

にのみ現れる。

2.5  共時的な接頭辞付加を認めない分析の問題点 
  2.3 節で 9/10 クラスの名詞接頭辞付加が共時的には生産性を失っているとしたが、この分

析には問題点がある。名詞接頭辞が付加されるものの中には形容詞や 11 クラスの名詞の複

数形にあたる 10 クラスの名詞のように接辞の交替によって屈折するものもある。この接辞

付加を共時的に認めない場合、レキシコンに名詞、形容詞ともに接頭辞が付加された形で存

在することになり、レキシコンに登録されている語の数は増えてしまう。

(9)  9/10 クラスの形容詞の例 

 mbaja (-ɓaja)「悪い」      mbili (-wili)「2」 

 ndoɠo (-ɗoɠo)「小さい」   ŋɡumu (-ɠumu)「固い」 

 nzuri (-zuri)「良い」       ndeɸu(-reɸu)「長い」 

 ɲeupe (-eupe)「白い」     ɲiŋɡi (-iŋɡi)「多い」 

20 ケニア南部の沿岸部で話されるチフンディ方言では鼻音は成節的ではなく母音が延長されている 
(Batibo 1985: 76-77)。またマクンドゥチ方言には多くの方言のもつ語の後ろから 2 番目の音節に強 
勢が置かれるという規則がないようであるが、(7) に対応する語の有声破裂音の前の鼻音部分は非 
成節的であり母音の延長もみられない。

21 1, 3 クラスの名詞接頭辞、動詞に前節する人称接辞、いくつかの動詞語幹（e.g. -amka「起きる」,
-zungumza「会話する」, -pumzika「休む」, -chemka「沸く」）の中に m̩という成節的鼻音があるが、

この規則を想定しても大きな問題はない。ただし/h/の前でも m̩は現れる。また借用語の中にはこの

規則に当てはまらないものもある（e.g. benki「銀行」dansi「ダンス」: いずれも英語からの借用語）

が本稿では論考の対象としない。 
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(10)  10/11 クラスの名詞の例 

 sg. u-limi : pl. n-dimi「舌」  

 sg. u-ɓawa : pl. m-bawa「翼」 

また 9/10 クラスの接頭辞の中には他の名詞接頭辞と交替する（かのようにみえる）ものもあ

る。(11) では交替した接頭辞がそれぞれ指小辞、指大辞として機能している。(12) は接頭辞

ma-と交替する例である。通常単数形の 9 クラス名詞と複数形の 10 クラスの名詞は接頭辞が

変わることなく同形であるが、接頭辞 ma-との交替によっても複数を表しうる。 

(11)  ɲ-umba「建物、家」: ʧ-umba「小さい建物、部屋」: ʄ-umba「大きい建物、邸宅」 

 n-deɠe「鳥」: ki-ɗeɠe「小鳥」 

(12)   n-dizi : ma-ɗizi「バナナ」 

 ɲ-ʤia : ma-ʄia「道」 

 ŋ-ɡuo : ma-ɠuo「服」 

 cf. ŋombe : ?ma-ɠombe「ウシ」 

  (9) (10) (11) (12) から 9/10 クラスの名詞に対する接辞付加は共時的にも機能しているよう

にみえる。2.3 節での議論に対して「名詞接頭辞付加はレキシコンの特定のグループ（例え

ば 18 世紀以後に借用された語以外）に適用される」「接頭辞付加は概ね生産的で不規則な変

化をするものだけが接頭辞付加された形式でレキシコンに登録されている」という主張も成

り立ちうる。

  ところで (12) の複数を表す ma-との交替は一応容認されたが、それに加えてあまり一般

的に使う表現ではないというコメントもインフォーマントから得られた。ちなみに ŋombe「ウ

シ」の語頭の鼻音は通時的にみると 9/10 クラスの名詞接頭辞に由来すると言われるが22 

(Nurse & Hinnebusch 1993: 148)、この例での ma-との交替はとりわけ容認度が低かった。こう

したインフォーマントの直観を踏まえると、(12) の例の語頭の鼻音部分は共時的には分析的

ではなく、(9) (10) (11) など接辞の交替によって形成される（ように少なくともみえる）語

の類推から (12) の接辞の交替が起きていることが推測される。 

  また (10) の 11/10 クラスの名詞については辞書23の記述では 11 クラスと 10 クラスの間で

単複の対を成しているとされながら、インフォーマントから得られたデータではそうならな

い例が散見される。

22 祖語の段階では*ŋgombeという再建形がたてられ、その変化については鼻音+有声破裂音に鼻音+ 
子音（あるいは鼻音）が後続する場合に鼻音+有声破裂音が鼻音重複もしくは鼻音として実現する 
というマインホフの法則で説明される

23 TUKI (2001) を参照した。 
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(13)   11 クラスと 10 クラスで単複の対を成していない例（括弧内は辞書の記述） 

 sg. u-ɓaβu : pl. mi-ɓaβu (m-baβu24)「脇」 

 sg. u-ɓao : pl. mi-ɓao (m-bao)「板」 

 sg. u-ɓale : pl.βi-ɓale (m-bale)「切れ端」 

 sg. u-wanda : pl. βi-wanda (ɲ-anda)「開けた場所、平原」 

 sg. u-waɲʤa : pl. βi-waɲʤa (ɲ-aɲʤa)「広場、グラウンド」 

 sg. w-imbo/ɲ-imbo (w-imbo) : pl. ɲ-imbo「歌」 

 sg. u-ɸaɠio : pl. mi-ɸaɠio (ɸaɠio)「箒」 

 sg. u-ɸunɡuo : pl. ɸunɡuo/mi-ɸunɡuo「鍵」 

 sg. kuʧa (u-kuʧa) : pl. kuʧa「爪」 

(13) のような例を踏まえると 11 クラスと 10クラスの間の接辞の交替も生産性を失いつつあ

るようにみえる。指小辞・指大辞との交替も限定的であることは既に指摘されており (Ashton 

1947: 295)、名詞接頭辞が付加される形容詞もその数は限られている25 (Polomé 1967: 103)。 

名詞接頭辞の付加が共時的に行われているのかどうかという問題の解決のためにはまず

語幹が共通しており接頭辞の交替によって名詞クラス（と意味）が変わる語がどれだけある

のかを調べるべきである。仮に語幹が共通しており接頭辞の交替によって名詞クラス（と意

味）が変わる語が膨大にあれば接頭辞付加が共時的に行われていることを検討する必要があ

るだろう。しかしながら上述のことを鑑みると 9/10 クラスの名詞接頭辞付加は仮に共時的に

行われているとしても、一般的に考えられているよりも少ない可能性が高い。

3  語中の前鼻音化阻害音について 
  本節では語中の前鼻音化阻害音について簡単に述べる。Polomé (1967: 58) は語中の前鼻音

化阻害音の直前に半長母音が現れるとしている。この観察の通りであれば母音の長さと前鼻

音化阻害音の関連について Maddieson & Ladefoged (1993: 275-277) がスクマ語に対して行っ

た26分析を用いて説明できるかもしれないが、筆者が聞いた限りでは前鼻音化阻害音に先行

する母音とそれ以外の子音に先行する母音の間に差はみられなかった。母音の長さに対する

正確な評価は音響分析でなされるべきであるが、あえて説明すべき事象が存在するとは考え

にくい。(14) に筆者が母音長の聞き取りを行った語を挙げておく。一番左側に前鼻音化阻害

音が含まれる語を、右側にそれと（疑似）最小対を成す語を挙げる。なおすべての語につい

て語単独ではなく、その語を含む文または句を発音してもらっている。詳細については付録

24 なお mbaβu, mbao は語彙として存在しないわけではなく、それぞれ「肋骨」「材木」という意味に 
なり、意味の分化が起こっているようである。

25 Ashton (1947: 48-49) は 49 語を挙げ概ね網羅的としている。また Polomé (1967: 104) は 39 語を挙げ

ている。
26 基底では鼻音がモーラと結びついており、派生の結果表層ではそのモーラが先行する母音と鼻音に

割り当てられるという分析を行っている。
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を参照されたい。

(14)  ʧenza「みかん」: -ʧeza「遊ぶ」 

 -ɸumbua「開ける」: -ɸumua「ほどく」 

 kamba「ロープ」: -kaɓa「絞める」: -kama「しぼる」 

 kiumbe「被創造物」: kiume「男性」 

 kombe「二枚貝」: koɓe「陸ガメ」 

 -kuɲʤa「たたむ」: -kuʄa「来る」: -kuna「おろす」 

 -ponda「けなす」: -pona「治る」 

 ʃamba「畑」: ʃaɓa「銅」 

 -ʃinda「勝つ」: ʃiɗa「困難」 

 -soŋɡea「押す」: -soɠea「詰める」 

 -imba「歌う」: -iɓa「盗む」 

 -ɓembea「揺らす」: -ɓeɓea「背負う」 

 ɲumba「家」: ɲuma「後ろ」 

 -ɓandikika「貼ってある」: -ɓanikika「閉じてある」 

 -ɓandua「剥がす」: -ɓanua「開ける」 

 -ʧaɲʤa「割る」: -ʧana「裂く」 

4  おわりに 
これまでスワヒリ語の記述において前鼻音化阻害音を音素としてたてるのは一般的では

なかった。本稿では 1 節で  [m̩ɓ] と[mb] に対立があることと、音節構造を考慮した場合の記

述の簡潔性を理由に前鼻音化阻害音を音素としてたてるべきであるという主張を行った。2

節ではこれまで音素としてたてる障害のひとつとなっていた 9/10 クラスの名詞接頭辞につ

いて論じた。3 節では語中の前鼻音化阻害音について先行研究での観察が不正確である可能

性が高いことを述べた。

  2.5 節で 9/10 クラスの名詞接頭辞付加が共時的に行われているかについて疑問を呈し、そ

れを調べる必要性を述べたが、接頭辞付加が共時的な語形成法（あるいは語形変化）である

かどうかは 9/10 クラスに限らす他のクラスの名詞接頭辞も対象となる問題だろう。 
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付録

  ここでは 3 節に挙げた語中に前鼻音化阻害音を含む語の前鼻音化阻害音の直前の母音の長

さを調べるためにインフォーマントに発音してもらった文と句を挙げる。比較対象となる語

は太字で示す。なお名詞と動詞を比較する場合は ni-na（一人称単数 の所有表現「私は～を

持っている」）ni-na-（一人称単数進行（現在）「私は～をしている」）をそれぞれ前接させて

作例している。どちらの nina も強勢を置かれることなどなく音調上の違いはないと言える。

文と句の表記はスワヒリ語の正書法の慣例に従う。

ʧenza「みかん」: -ʧeza「遊ぶ」 

ni-na chenza kweli (1SG-POSS mandarin orange really)「私は本当にみかんをもっている」 

ni-na-cheza kweli (1SG-PROG-play really)「私は本当に遊んでいる」 

-ɸumbua「開ける」: -ɸumua「ほどく」 

ni-na-fumbua tu (1SG-PROG-open just)「私はあけているだけ」 

ni-na-fumua tu (1SG-PROG-undo just)「私はほどいているだけ」 

kamba「ロープ」: -kaɓa「絞める」: -kama「しぼる」 

ni-na kamba kidogo (1SG-POSS rope a little)「私はロープを少しもっている」 

ni-na-kaba kidogo (1SG-PROG-choke)「私は少し絞めている」 

ni-na-kama kidogo (1SG-PROG-squeeze)「私は少ししぼっている」 

kiumbe「被創造物」: kiume「男性」 

kiumbe kidogo (creature small)「小さな存在」 

kiume kidogo (male small)「小さな男性」 

kombe「二枚貝」: koɓe「陸ガメ」 

kombe kubwa (shell big)「大きな二枚貝」 

kobe kubwa (tortoise big)「大きな陸ガメ」 

-kuɲʤa「たたむ」: -kuʄa「来る」: -kuna「おろす」 

na-kunja tena (PROG27-fold again)「（私は）再びたたむ」 

na-kuja tena (PROG-come again)「（私は）再び来る」 

na-kuna tena (PROG-scratch again)「（私は）再びおろす」 

-ponda「すりつぶす」: -pona「治る」 

ni-na-ponda kiharaka (1SG-PROG-pound hastily)「私は急いですりつぶしている」 

ni-na-pona kiharaka (1SG-PROG-recover hastily)「私は急いで治る」 

27 na-という形態素は n-a- (1SG-PRS) と分析されるとも言われるが本稿では na-を単一の形態素とみ 
なし、1 人称単数の標識は省略されているものと考える。 
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ʃamba「畑」: ʃaɓa「銅」 

hili ni shamba pana (this COP field large)「これは広い畑だ」 

hii ni shaba pana (this COP metal flat)「これは平たい金属だ」 

-ʃinda「勝つ」: ʃiɗa「困難」 

ni-na-shinda kweli (1SG-PROG-win really)「私は本当に勝つ」 

ni-na shida kweli (1SG-POSS really)「私は本当に困難を抱えている」 

-soŋɡea「押す」: -soɠea「つめる」 

ni-na-songea kwa nguvu (1SG-PROG-push by power)「私は精一杯押している」 

ni-na-sogea kwa nguvu (1SG-PROG-move by power)「私は精一杯つめている」 

-imba「歌う」: -iɓa「盗む」 

u-na-imba sana (2SG-PROG-sing very much)「あなたはすごく歌っている」 

u-na-iba sana (2SG-PROG-steal very much)「あなたはすごく盗む」 

-ɓembea「揺らす」: -ɓeɓea「背負う」 

ni-na-m-bembea kaka yangu (1SG-PROG-3SG-swing brother my)「私は兄をゆらしている」 

ni-na-m-bebea kaka yangu (1SG-PROG-3SG-carry brother my)「私は兄をおぶっている」 

ɲumba「家」: ɲuma「後ろ」 

nyumba yangu (house my)「私の家」 

nyuma yangu (back my)「私の後ろ」 

-ɓandikika「貼ってある」: -ɓanikika「閉じてある」 

i-me-bandikika karatasi (G9-PRF-be sticked paper)「紙が貼ってある」 

i-me-banikika karatasi(G9-PRF-be closed paper)「紙が閉じてある」 

-ɓandua「はがす」: -ɓanua「開く」 

ni-me-bandua karatasi (1SG-PRF-tear paper)「私は紙をはがした」 

ni-me-banua karatasi (1SG-PRF-open paper)「私は紙を開いた」 

-ʧaɲʤa「割る」: -ʧana「裂く」 

a-na-chanja kidogo (3SG-PROG-break a little)「彼は少し割った」 

a-na-chana kidogo (3SG-PROG-split a little)「彼は少し裂いた」 
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コプト・エジプト語サイード方言のスペリングにおける 

スープラリニアーストロークと音素配列

—自由形態素を中心に— 

宮川 創 

京都大学 

1. はじめに

コプト・エジプト語1サイード方言2のスペリングにおけるスープラリニアーストローク

（以下，SS と略す）は，Worrel (1933) 以来，成節子音を表す記号であるとみなされ，近年

の参照文法（Layton 2002）でもこの解釈が採用されている．しかしながら，この説は，音

韻論的検証は十分になされていない．そこで，本論文は，この「SS=成節子音」説を音韻論

的に検証することを目的とする． 

2. 書記素と音素目録

サイード方言は，コプト文字をもちいて書かれた．サイード方言で用いられるコプト文

字は，24 文字のギリシア文字由来の文字と 6文字の民衆文字由来の文字を組み合わせて書

かれる音素文字である．音素文字であるため，基本的には，実際の音素と文字が対応して

いると考えられる．本研究は紀元後３−４世紀ころのコプト語サイード方言を対象とする．

この時期のコプト語は，コプト文字が使われだした時期に比較的に近く，大幅な音変化は

被っていないと思われる．以下で，コプト語サイード方言の本来語3の書記体系と音素体

系，推定音価との関係を表す． 

1  コプト語と略称される．この言語は，系統的には，アフロ・アジア語族エジプト語派に属するエ

ジプト語の歴史的最終段階である．エジプト語史は，概略すると，古エジプト語＞中エジプト語

＞新エジプト語＞民衆文字エジプト語＞コプト・エジプト語（コプト語）となる．コプト語は，

20 世紀のクラウディオス・ラビーブ（イクラディユース・ラビーブ）を端緒とする言語復興運動

の中で育った「母語話者」とされる者がエジプトに数人いることを除けば，現代では死語である

が，コプト・キリスト教会の典礼言語として用いられ学ばれている． 
2  コプト・エジプト語の一方言である．サイード方言の文献は主に紀元後３世紀から 14世紀の間，

残されている．他の方言には，ボハイラ方言，ファイユーム方言，オクシュリンコス方言，リュ

コポリス方言，アクミーム方言などがある．サイード方言は，紀元後３世紀から９世紀の間，コ

プト語における「標準語」としての言語社会的役割を果たした．そのため，コプト語諸方言の中

でも，文献がより多く残されている． 
3  ギリシア語借用語については，コプト語本来語にない，発音の規則がいくつかある．本研究は，

ギリシア語借用語については，対象としないため，ここでは省略する． 
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(1) 子音字 

無声破裂音:   ⲡ <p>4 /p/ *[p]   ⲧ <t> /t/ *[t]  ⲕ <k> /k/ *[k] 

口蓋化破裂音: ϫ <č> /tʲ / *[tʲ]   ϭ <c> /kj/ *[kj] 

有声破裂音5:  ⲇ <d> /d/ *[d]  ⲅ <g> /d/ *[g] 

無声摩擦音:  ϥ <f> /f/ *[f]   ⲥ <s> /s/ *[s] ϣ <š> /ʃ/ *[ʃ] ϩ <h> /h/ *[h] 

有声摩擦音:   ⲃ <b> /β/ *[β]  ⲍ <z> /z/ *[z] 

鼻音:   ⲙ <m> /m/ *[m] ⲛ <n> /n/ *[n]  

側面接近音:  ⲗ <l> /l/ *[l]  

震え音6:  ⲣ <r> /r/ *[r]?         

(2) 母音字 

無強勢母音:    ⲉ <e> /ə/ *[ə], ⲁ <a> /ɐ/ *[ɐ]

強勢弛緩母音:   ⲉ <e> /ɛ/ *[ɛ], ⲁ <a> /ɑ/ *[ɑ], ⲟ <o> /ɔ/ *[ɔ]
強勢緊張母音7: ⲓ <i> /i/ *[i], ⲉⲓ <ei> /i/ *[i], ⲏ <ê> /e/ *[e], ⲱ <ô> /o/ *[o] 

ⲟⲩ <ou> /u/ *[u] 

(3) 母音字の特殊な読み方 

母音＋声門閉鎖音:  VV8 <VV> /Vʔ/ *[Vʔ(ə)], V <#9V> /ʔV/ *[ʔV] 

半母音: ⲓ <i> /j/ *[j], ⲉⲓ <ei> /j/ *[j], ⲟⲩ <ou> /w/ *[w], ⲩ <u> /w/ *[w] 

3. スープラリニアーストロークについて

本稿が問題とするスープラリニアーストローク（SS）は文字の上に置かれる線である．

この線がふされるのは，大別すると，聖名（Sacra Nomina）などの省略がなされる場合（ⲓ︦ⲥ︦ 

= ⲓⲏⲥⲟⲩⲥ「イエス（・キリスト）」など）と子音字の上につく場合である10．本稿では，子

音字の上に置かれる場合を問題にする．なお，SS が母音字につく文献もあるが，３世紀前

4  < >は書記素表記，/ /は音素表記，[ ]は音声表記である．*は推定音であることを表す． 

5  主に，ギリシア語借用語にみられ，コプト語本来語には，少ない． 

6  ふるえ音以外である可能性もある． 

7  緊張母音の代わりに，長母音であるとする捉え方もある．(Loprieno 1995: 46) 本稿は，Allen (2013) 

の緊張母音であるとする説を採用している． 

8  Vは母音字，<V>は母音字素，/V/は母音音素，[V]は母音を表す． 

9  #は語頭を表す． 

10  ϩⲙϩ︦ⲁ︦ⲗ︦のように，機能が不明なものもある． 
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後の「ナグ・ハマディ写本」など，主なテクストは，たいていは子音字１字につく11．本稿

は，この３世紀前後のコプト語サイード方言の書記法を対象とする． 

 SS が成節子音を表すとした最初の研究は Worrell (1933) である．彼は，イェスペルセンの

成節子音の概念をあげ，ⲥⲁⲡⲣ︦ <sapR> = ṣabr (vernacular Arabic)など，コプト文字で書かれた

アラビア語単語の例から SS が成節子音(syllabic consonant)をあらわすということを示唆して

いる．しかし，彼の場合，モーラと音節との区別がついていないなど，現代の音韻論から

みれば，かなり問題がある．  

   「SS=成節子音」説をコプト語サイード方言固有の単語にあてはめると，音節の区切りと

子音音素体系を最もミニマルかつ体系的に解釈できることを示したのが，Depuydt (1993) で

ある．Depuydt (1993) の解釈は，コプト語サイード方言のリファレンスグラマーである

Layton (2002) によって採用されている．彼の理論はエレガントであるが，SS が音節子音を

表す証拠については十分に提示されていない． 

 成節子音とみる見方に対して，SS がついた子音字を読むときは，前後に schwa を挿入す

ると考える Loprieno (1995) などの解釈も存在する．しかしながら，Beltzung & Patin (2007: 

1-2) の言うように，ドイツ語の sagen [zaːgən] ≈ [zaːgŋ̩] (Siebs 1961, cited in Clark & Yallop 

1995: 68; Beltzung & Patin 2007:2)，英語の sudden [sʌdən] ≈ [sʌdn̩] (Clark & Yallop 1995: 68; 

Beltzung & Patin 2007:2)など，C̩と əCは多くの言語で free variation であり，この場合，əCは

音声実現の結果であって，音韻レベルでは C̩であると解釈するほうが少ない音素での解釈が

可能になる12．このように，音韻レベルでは成節子音であるが，音声レベルでは成節子音の

前後に「支え」の schwa が入ることはできる，とすれば「SS=成節子音」説と「SS=schwa

挿入」説の 2 つの解釈を統合する事ができる．そのため，本稿はこの統合的立場をとる． 

4. 音韻論的分析13

サイード方言の辞書である，Smith (1999) の Coptic-English Concise Dictionary (2nd ed.)か

ら，SS が付されている単語を抽出し，どの字の上にその SS が付されているか調べた．

Smith (1999)は，「ナグ・ハマディ写本群 (Nag Hammadi Codices)」を読解するための辞書で

ある，そのため，方言は，3世紀前後のサイード方言が主である．中には，いくつかのリュ

コポリス方言形も記載されているが，それは[ ]で辞書編集者自ら示されている．今回の調

査では，リュコポリス方言は分析対象からはずした．対象とする単語は，接語や接辞を除

く自由形態素のみを抽出した．なお，動詞は，基本形のみを対象にした．そのほか，複合

語は対象に入れなかった． 

11  写本上，ⲥⲱⲧ︦ⲙの︦ように，SS が伸ばされて隣接する子音字の上にきているものもある．この例の

場合は，ⲥⲱⲧⲙで̄あると解釈される． 
12  筆者が知る限り，現代東アルメニア語など，free variation の schwa を書かない音素文字体系も存在

する (Dum-Tragut 2009: 30ff)． 
13  以下，SS 付き子音の翻字をラテン文字の大文字で表す．ex. ⲙ̄ = M, ⲙ = m. 
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 抽出した単語を音素表記にし，それぞれの音素をその音素が対応するソノリティの値に

書き換え，SS が付された子音字が，ソノリティのピークに合致しているか調べた．一般に

は，音節核は，ソノリティのピークにあると考えられ，それが子音の場合，その子音は成

節子音とされる14． 

以下の(4)は，本稿が採用したソノリティ値とそれに対応する子音音素である． 

 (4) 

(5)-(7)は，SS が付された文字に対応する音素がソノリティピークであったパターンであ

る．これらの語は，全体の 171 語のうち，114語，パーセンテージになおすと約 67％を占め

た． 

(5) 語末のソノリティピークの子音に SS がくるパターン 

a. VCC#のパターン

No.  コプト文字  意味  翻字  音素表記  ソノリティ値 

1. ⲱϣⲙ̄ extinguish  <ôšM> /ˈʔo.ʃm̩/ #17$35# 

2. ⲱϫⲛ̄ stop <ôčN> /ˈʔo.tʲn̩/ #17$25# 

3. ⲉⲓⲧⲛ̄ ground <eitN> /ˈʔi.tn̩/ #17$15# 

4. ⲱⲕⲙ̄ be gloomy  <ôkm> /ˈʔo.km̩/ #17$15# 

5. ⲱϭⲃ̄ be cold <ôcB>    /ˈʔo.kʲβ̩/ #17$14# 

6. ⲛⲟⲩϩⲙ̄ be saved <nouhM>   /ˈnu.hm̩/ #57$35# 

7. ⲟⲩⲱⲥⲙ̄ knead  <ouôsM>   /ˈwo.sm̩/ #67$35# 

8. ⲟⲩⲱϩⲙ̄ repeat  <ouôhM>   /ˈwo.hm̩/   #67$35# 

9. ⲛⲟⲩϩⲃ̄ yoke  <nouhB> /ˈnu.hβ̩/ #57$34# 

10. ⲥⲱϩⲣ̄ sweep  <sôhR>  /ˈso.hr̩/ #37$35# 

14  Goldsmith (2011) はこの立場を，”sonority view”と呼んでいる． 

ソノリ

ティ値 

1 2 3 4 5 6 7 

音素 /t/, /p/, 
/k/, /ʔ/, 
/kʲ/, /tʲ/ 

/d/, /g/ /f/, /s/, 
/ʃ/, /h/ 

/β/, /z/ /m/, /n/, 
/r/, /l/ 

/w/, 
/j/ 

/i/, /e/, /ɛ/, 
/ɐ/,  
/ə/, /ɑ/, /ɔ/, 
/o/, /u/ 
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11. ⲛⲟⲩϩⲃ̄ copulate <nouhB> /ˈnu.hβ̩/ #57$34# 

12. ⲟⲩⲱϩⲃ̄ answer  <ouôsB> /ˈwo.hβ̩/ #67$34# 

13. ⲙⲟⲩⲧⲛ̄ rest  <moutN>   /ˈmu.tn̩/ #57$15# 

14. ⲛⲟⲩⲧⲙ̄ be sweet <noutM> /ˈnu.tm̩/ #57$15# 

15. ⲗⲁⲕⲙ̄ piece   <lakM>   /ˈlɑ.km̩/ #57$15# 

16. ⲟⲩⲱⲧⲛ̄ change  <ouôtN> /ˈwo.tn̩/ #67$15# 

17. ⲟⲩⲱⲧⲃ̄ pour  <ouôtB>  /ˈwo.tβ̩/ #67$14# 

18. ϫⲟϩⲙ̄ be unclean  <čohM> /ˈtʲɔ.hm̩/ #37$35# 

19. ⲥⲱϩⲣ̄ sweep <sôhR> /ˈso.hr̩/ #37$35# 

20. ⲥⲱϣⲙ̄ be faint <sôšM> /ˈso.ʃm̩/ #37$35# 

21. ϣⲱⲥⲙ̄ be faint <šôsM> /ˈʃo.sm̩/ #37$35# 

22. ϩⲟⲥⲃ̄ market <hosB> /ˈhɔ.sβ̩/ #37$34# 

23. ϣⲱϩⲃ̄ be withered <šôhB> /ˈʃo.hβ̩/ #37$34# 

24. ϩⲱⲕⲙ̄ wither <hôkM> /ˈho.km̩/ #37$15# 

25. ϩⲱⲧⲣ̄ be joined <hôtR> /ˈho.tr̩/ #37$15# 

26. ϫⲱⲕⲙ̄ wash   <čôkM> /ˈtʲo.km̩/ #17$15# 

27. ϫⲱⲕⲣ̄ salt  <čôkR> /ˈtʲo.kr̩/ #17$15# 

28. ⲥⲟϭⲛ̄ ointment <socN> /ˈsɔ.kʲn̩/ #37$15# 

29. ⲥⲱⲧⲙ̄ hear  <sôtM> /ˈso.tm̩/ #37$15# 

30. ⲥⲱⲧⲣ̄ be turned <sôtR> /ˈso.tr̩/ #37$15# 

31. ϣⲟⲧⲙ̄ shut  <šotM> /ˈʃɔ.tm̩/ #37$15# 

32. ϩⲱϭⲃ̄ wither  <hôcB> /ˈho.tʲβ̩/ #37$14# 

33. ϩⲱϭⲃ̄ be cold <hôcB> /ˈho.tʲβ̩/ #37$14# 

34. ϩⲱⲧⲃ̄ murder <hôtB> /ˈho.tβ̩/ #37$14# 

35. ϣⲱⲧⲃ̄ muzzle <šôtB> /ˈʃo.tβ̩/ #37$14# 

36. ϭⲟⲥⲙ̄ storm  <cosM> /ˈkʲɔ.sm̩/ #17$35# 

37. ⲡⲱϣⲛ̄ serve   <pôšN> /ˈpo.ʃm̩/ #17$35# 

38. ⲧⲱϩⲙ̄ knock  <tôhM> /ˈto.hm̩/ #17$35# 

39. ⲧⲁⲡⲛ̄ cumin  <tapN> /ˈtɑ.pn̩/ #17$15# 

40. ⲧⲱϭⲛ̄ repel  <tôcN> /ˈto.kʲn̩/ #17$15# 

41. ⲧⲱⲕⲙ̄ pluck  <tôkM> /ˈto.km̩/ #17$15# 

42. ϭⲱϫⲃ̄ be small <côčB> /ˈkʲo.tʲm̩/   #17$14# 

43. ϩⲱⲥⲃ̄ kill   <hôsB>  /ˈho.sβ̩/ #37$34# 

44. ⲟⲩⲱⲧⲃ̄ change  <ouôtB> /ˈwo.tβ̩/ #67$14# 

45. ϩⲱⲕⲙ̄ wither  <hôkM> /ˈho.km̩/ #37$15# 
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b. VCCC#のパターン

1. ⲃⲟⲗⲃⲗ̄ dig up    <bolbL>   /ˈβɔl.βl̩/ #475$45# 

2. ϩⲟⲟⲩⲧⲛ̄ road <hooutN>  /ˈhɔw.tn ̩/ #376$15# 

3. ⲥⲟⲟⲩⲧⲛ̄ be straight <sooutN>  /ˈsɔw.tn ̩/ #376$15# 

4. ϣⲟⲣϣⲣ ̄ upset <šoršR> /ˈʃɔɾ.ʃɾ̩/ #375$35# 

5. ϫⲟϥⲧⲛ̄ headlog  <čoftN> /ˈtʲɔf.tn̩/ #373$15# 

6. ϫⲟⲗϫⲗ̄ fence  <čolčL>  /ˈtʲɔl.tʲl/̩ #275$15# 

7. ⲧⲏⲩⲧⲛ̄ you pl. obj.15  <têutN> /ˈtew.tn̩/ #176$15# 

8. ϭⲟⲙϭⲙ̄  touch <comcM>  /ˈkʲɔm.kʲm̩/  #175$15# 

9. ⲧⲟⲛⲧⲛ̄ be like <tontN> /ˈtɔn.tn̩/ #175$15# 

10. ⲧⲟⲃⲧⲃ̄ form <tobtB> /ˈtɔβ.tβ̩/ #174$14# 

11. ⲟⲩⲟⲥⲧⲛ̄  broaden <ouostN>  /ˈwɔs.tn̩/ #673$15# 

12. ϩⲧⲟⲙⲧⲙ ̄ be darkened <htomtM>    /ˈhtɔm.tm̩/ #3175$15#16 

13. ϩⲃⲟⲣⲃⲣ̄ push <hborbR>  /ˈhβɔr.βr̩/  #3475$45# 

14. ϩⲗⲟⲥⲧⲛ̄  mist <hlostN>  /ˈhlɔs.tn̩/  #3573$15# 

15. ϣⲧⲟⲣⲧⲣ ̄ disturb <štortR>  /ˈʃtɔr.tr̩/  #3175$15# 

(6) 第一音節のソノリティピークの子音に SS がくるパターン 

a. #Ccv のパターン

1. ⲣ̄ⲃⲉ enclosure <Rbe> /r̩.ˈβe/ #5$47# 

2. ⲗ̄ϩⲏⲙ roar <Lhêm> /l̩.ˈhem/ #5$375# 

3. ⲣϣ̄ⲟⲛ cloak  <Ršon> /r̩.ˈʃɔn/ #5$375# 

4. ⲗ̄ϩⲱⲃ steam <Lhôb> /l̩.ˈhoβ/ #5$374# 

5. ⲙ̄ϩⲓⲧ north  <Mhit> /m̩.ˈhit/ #5$371# 

6. ⲛ̄ϣⲟⲧ be hard <Nšot> /n̩.ʃɔt/ #5$371# 

7. ⲙ̄ϩⲁⲁⲩ tomb  <Mhaau>   /m̩.ˈhɑ.ʔw̩/  #5$37$16# 

8. ⲣ̄ⲥⲱ animal pen <Rsô> /ɾ̩.ˈso/ #5$37# 

9. ⲛ̄ⲧⲟⲟⲩ they <Ntoou> /n̩.ˈtɔw/ #5$176# 

10. ⲛ̄ⲧⲟⲟⲩⲛ  then <Ntooun>  /n̩.ˈtɔwn/17  #5$1765#  

11. ⲛ̄ⲧⲉⲩⲛⲟⲩ immediately <Nteunou>  /n̩.təw.ˈnu/  #5$175$57# 

15  他の人称「接尾辞」は拘束形態素だが，この辞書では，２人称複数形のみ，自由形態素として扱

われている．これは，2 人称複数形の接尾辞は，他の人称にはないふるまいをするからである． 
16  英語の stink #31751#のように，初頭の子音でソノリティピークが形成されているが，初頭の無声

摩擦音+無声閉鎖音の組み合わせでは，初頭の無声摩擦音は成節的とはされない場合が多い． 
17  最大頭子音制約から考えれば，<NtoouN> /n̩.ˈtɔ.wn̩/になってもおかしくはない．
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12. ⲙ̄ⲕⲁϩ be painful <Mkah> /m̩.ˈkɑh/ #5$173# 

13. ⲛ̄ⲧⲟϥ he  <Ntof> /n̩.ˈtɔf/ #5$173# 

14. ⲛ̄ⲧⲟⲥ she <Ntos> /n̩.ˈtɔs/ #5$173# 

15. ⲛ̄ⲕⲟⲧⲕ sleep  <Nkotk>  /n̩.ˈkɔtk/ #5$1711# 

16. ⲛ̄ⲧⲟⲕ you.sing.masc. <Ntok> /n̩.ˈtɔk/ #5$171# 

17. ⲛ̄ⲧⲏϭ plant <Ntêc> /n̩ˈtekʲ/ #5$171# 

18. ⲛ̄ⲧⲱⲧⲛ1̄8 you pl. <NtôtN> /n̩ˈto.tn̩/ #5$17$15# 

19. ⲙ̄ⲡⲟ mute <Mpo> /m̩ˈpɔ/ #5$17#  

20. ⲙ̄ⲧⲟ presence <Mto> /m̩ˈtɔ/ #5$17# 

21. ⲙ̄ⲧⲱ depth <Mtô> /m̩ˈto/ #5$17# 

22. ⲛ̄ⲕⲁ thing  <Nka> /n̩ˈkɑ/ #5$17# 

23. ⲛ̄ⲧⲟ sing., fem. you <Nto>  /n̩ˈtɔ/ #5$17# 

24. ⲣ̄ⲡⲉ temple <Rpe> /ɾ̩ˈpɛ/ #5$17# 

25. ⲙ̄ⲧⲟⲛ be at rest <Mton> /m̩ˈtɔn/ #5$175# 

26. ⲃϣ̄ⲉ forgetfulness  <Bše> /β̩ˈʃɛ/ #4$37# 

b. #Cccv#のパターン

1. ⲗ̄ⲕϣⲁ sneer  <Lkša> /l̩ˈkʃɑ/ #5$137# 

2. ⲛ̄ⲑⲉ like <Nthe> /n̩ˈthɛ/ #5$137# 

c. #cCcv のパターン

1. ⲃⲗ̄ⲃⲓⲗⲉ kernel <bLbile> /βl.̩ˈβi.lə/  #45$47$57# 

2. ⲃⲗϫ̄ⲉ pottery <bLče> /βl̩̍ tʲɛ/ #45$17# 

3. ϩⲣ̄ⲃⲱⲧ staff <hRbôt> /hr̩.ˈβot/ #35$471# 

4. ϩⲙ̄ϩⲁⲗ servant <hMhal> /hm̩.ˈhɑl/   #35$375# 

5. ⲥⲗϩ̄ⲟ lukewarm water <sLho>  /sl.̩ˈhɔ/ #35$37# 

6. ⲥⲣϥ̄ⲉ be at leisure <sRfe> /sr̩.ˈfɛ/ #35$37# 

7. ϣⲙ̄ϣⲉ serve  <šMše> /ʃm̩.ˈʃɛ/ #35$37# 

8. ϩⲗ̄ⲡⲉ navel  <hLpe> /hl̩̍ pɛ/ #35$17# 

9. ϣⲗϭ̄ⲟⲙ  mustard <šLcom> /ʃl.̩ˈkʲɔm/   #35$175# 

10. ϣⲛ̄ⲧⲱ linen robe <šNtô> /ʃn̩.ˈto/ #35$17# 

11. ⲧⲙϩ̄ⲟ set on fire <tMho> /tm̩.ˈhɔ/ #15$37# 

12. ⲕⲛ̄ⲧⲉ fig <kNte> /kn̩.ˈtɛ/  #15$17# 

13. ⲡⲗ̄ϭⲉ torn cloth <pLce> /pl̩.ˈkʲɛ/  #15$17# 

18  vcC#のパターンにもいれることができるが，煩雑さを避けるため，ここだけにおいておく． 
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d. #cCC#のパターン

1. ϩⲙ̄ⲥ spike of wheat <hMs>   /hm̩s/ #353# 

2. ϣⲛ̄ⲥ linen  <šNs> /ʃn̩s/ #353# 

3. ϥⲛ̄ⲧ worm <fNt> /fn̩t/ #351# 

4. ⲧⲃ̄ⲧ fish  <tBt> /tβ̩t/ #141# 

5. ⲧⲛϩ̄ wing  <tNh> /tn̩h/ #153# 

e. #ccCcv#のパターン

1. ⲑⲙ̄ⲥⲟ seat <thMso>  /thm̩.ˈsɔ/   #135$37# 

2. ⲑⲙ̄ⲕⲟ afflict <thMko>  /thm̩.ˈkɔ/   #135$17# 

3. ⲧⲥⲛ̄ⲕⲟ breast-feed <tsNko> /tsn̩.ˈkɔ/ #135$17# 

4. ⲧⲥⲃ̄ⲕⲟ reduce <tsVko>  /tsβ̩.ˈkɔ/ #134$17# 

(7)  第一音節および語末のソノリティピークの子音に SS がくるパターン 

a. #cCcC#のパターン

1. ⲃⲣ̄ⲃⲣ̄ boil <bRbR>  /βr̩.βr̩/ #45$45# 

2. ⲧⲗ̄ⲧⲗ̄ drip <tLtL>   /tl.̩tl̩/ #15$15# 

3. ϩⲙ̄ϩⲙ̄ roar <hMhM>  /hm̩.hm̩/   #35$35# 

4. ⲥⲛ̄ⲥⲛ̄ resound  <sNsN>  /sn̩.sn̩/   #35$35#  

 ここまでは，SS とソノリティピークの子音が一致する例をみてきた．次に，SS とソノリ

ティピークが合致しない例をみていく．これらの例は，i) ソノリティピークに同じソノリテ

ィの子音音素の連続（’sonority plateau’)ができ当該の子音音素がその sonority plateau に入る

とき，ii) sonority plateau にもその子音音素が入らないとき，の２つに分けられる． i)は ⲣⲙϩ̄ⲉ 

/rmhɛ/，ii)は ⲧⲃⲃ̄ⲟ /tββɔ/のような場合である． 

 これらの語では，SS とソノリティピークは一致していない．しかしながら， ① 一音節内

に非成節的な/m, n, β, l, r/が連続してはならならないとする制約 >> ②初頭音節以外の音節

は，頭子音を 1 つ持たなければならない制約 >> ③ソノリティピークは音節核を形成する制

約 , という制約ランキングで音節を考えると，少数を除きうまく説明できる．この制約ラン

キング以外のランキングは，説明できない例がより多くなる．なお，この制約群と制約ラ

ンキングは，いままでみてきた(5)-(7)の例にもすべて適合するため，ここで導入しても問題

はない． 
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 たとえば，ⲁⲙⲛⲧ̄ⲉ /ʔɐmntɛ/を考えてみる．ʔɐ.mntɛ やʔɐmn.tɛ とすれば①に違反し，

ʔɐm.ntɛ とすれば①には適合であるが，②に違反する．ʔɐ.mn̩.tɛ とすれば，③には違反する

が，それよりも制約ランキングの高い①と②には違反せず，最適解となる． 

 これを，最適性理論 (Prince & Smolensky 1993)で用いられるタブローで示すと(8)のように

なる． 

(8) ⲁⲙⲛ̄ⲧⲉ のタブロー19 

① ② ③ 

  ʔɐ.mntɛ *! * 

  ʔɐmn.tɛ *! 

  ʔɐm.ntɛ *! 

☞  ʔɐ.mn̩.tɛ * 

(制約ランキング・・・① 一音節内に非成節的な/j, w, m, n, β, l, r/が連続してはならなら

ないとする制約 >> ②初頭音節以外の音節は，頭子音を 1 つ持たなければならないとす

る制約 >> ③ソノリティピークは音節核を形成するとする制約) 

 この制約群と制約ランキングで説明できる例は，ソノリティピークと SS が一致しない例

57 語のうち，50 語であり，パーセンテージで示すと，約 88 パーセントである 

(9) 第一音節に SS がくるパターン 

a. #Ccv のパターン

1. ⲣ̄ⲣⲏⲧ vow <Rrêt> /r̩.ˈret/ #5$571# 

2. ⲣ̄ⲣⲟ king <Rro> /r̩.ˈrɔ/ #5$57# 

3. ⲙ̄ⲙⲟⲛ truly <Mmon> /m̩.ˈmɔn/ #5$575# 

4. ⲗ̄ⲗⲏⲃ ridicule <Llêb> /l̩.ˈleβ/ #5$574# 

5. ⲙ̄ⲣⲓⲥ new wine <Mris> /m̩.ˈɾis/ #5$573# 

6. ⲙ̄ⲗⲁϩ battle <Mlah> /m̩.ˈlɑh/ #5$573# 

7. ⲙ̄ⲛⲟⲩⲧ doorman <Mnout> /m̩.ˈnut/ #55$71# 

8. ⲙ̄ⲣⲱ harbor <Mrô> /m̩.ˈɾo/ #5$57# 

9. ⲃ̄ⲣⲁ seed <Bra> /β̩ˈɾɑ/ #4$57# 

10. ⲙ̄ⲗⲁⲁⲩ tomb  <Mlaau> /m̩.ˈlɑ.ʔu/ #5$57$17# 

19  入力/ʔɐmntɛ/に対する出力は，☞で示される．*は制約違反を，!は重大な制約違反を示す．
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b. #cCcv のパターン

1. ⲣⲙ̄ϩⲉ free person <rMhe> /rm̩.ˈhɛ/ #55$37# 

2. ⲕⲛ̄ⲛⲉ be fat <kNne> /kn̩.ˈnɛ/ #15$57# 

3. ϩⲃ̄ⲃⲉ plow  <hBbe>  /hβ̩.ˈβɛ/ #34$47# 

4. ⲧⲛ̄ⲛⲟⲟⲩ  send <tNnoou>  /tn̩.ˈnɔw/ #15$576# 

5. ⲧⲙ̄ⲙⲟ feed <tMmo> /tm̩.ˈmɔ/ #15$57# 

6. ϫⲃ̄ⲃⲉⲥ coal <čBbes> /tʲβ̩.ˈβɛs/ #14$473# 

7. ⲧⲃ̄ⲃⲟ cleanse <tBbo> /tβ̩.ˈβɔ/ #14$47# 

8. ⲧⲛⲛ̄ⲟ pound <tNno> /tn̩.ˈnɔ/ #15$57# 

9. ϭⲗⲙⲁⲓ̈ jar  <cLmai> /kʲl.̩ˈmai/ #15$576# 

10. ⲕⲣ̄ⲙⲉⲥ ash <kRmes>   /kr̩.ˈmɛs/ #15$573# 

11. ⲁⲛⲥⲙ̄ⲙⲉ  ordinance <ansMme> /ʔɐn.sm̩.ˈmɛ/  #175$35$57# 

12. ϩⲣⲙ̄ⲁⲛ pomegranate  <hRman>  /hr̩.ˈmɑn/ #35$575# 

13. ⲧⲃ̄ⲛⲏ farm animal <tBnê> /tβ̩.ˈne/ #14$57# 

14. ⲃⲛ̄ⲛⲉ date palm  <bNne>  /βn̩.ˈnə/ #45$57# 

15. ⲃⲗⲗ̄ⲉ blind person <bLle> /βl.̩ˈlə/ #45$57# 

16. ⲃⲣⲣ̄ⲉ new  <bRre> /βr̩.ˈrə/  #45$57# 

17. ⲥⲙ̄ⲙⲉ appeal   <sMme> /sm̩.ˈmə/ #35$57# 

18. ϭⲃ̄ⲃⲉ be weak  <cBbe>  /kʲβ̩.ˈβɛ/ #14$47# 

19. ⲕⲗ̄ⲗⲉ bolt  <kLle> /kl̩.ˈlɛ/ #15$57# 

20. ϩⲃ̄ⲃⲉ plow  <hBbe>  /hβ̩.ˈβɛ/ #34$47# 

21. ϩⲗ̄ⲗⲟ old man   <hLlo> /hl.̩ˈlɔ/ #35$57# 

22. ⲧⲣ̄ⲣⲉ be afraid  <tRre> /tr̩.ˈrɛ/ #15$57# 

c. #cCccv#のパターン

1. ⲙⲛ̄ⲧⲣⲉ witness <mNtre> /mn̩t.ˈrɛ/ #551$57# 

d. #ccCccv#のパターン

2. ⲧϩⲃⲃ︦ⲓⲟ humiliate <thBbio>   /thβ̩.ˈβjɔ/ #134$467# 

(10) 語中音節に SS がくるパターン 

1. ⲁⲙⲛ̄ⲧⲉ hell <amNte> /ʔɐ.mn̩ˈtɛ/ #7$55$17# 

(11) 語末音節に SS がくるパターン 

a. vcC#のパターン

1. ⲉⲓⲱⲣⲙ̄ stare <eiôrM> /ˈjo.rm̩/ #67$55# 
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2. ⲥⲱⲣⲙ̄ get lost <sôrM> /ˈso.rm̩/ #37$55# 

3. ϣⲱⲗⲙ̄ smell  <šôlM> /ˈʃo.lm̩/ #37$55# 

4. ⲱⲗⲙ̄ embrace <ôlM> /ˈʔo.lm̩/ #17$55# 

5. ϫⲱⲣⲙ̄ point  <čôrM> /ˈtʲo.rm̩/ #17$55# 

6. ϫⲱⲣⲙ̄ drive  <čôrM> /ˈtʲo.rm̩/ #17$55# 

7. ⲧⲱⲗⲙ̄ be dirty <tôlM> /ˈto.lm̩/ #17$55# 

8. ϩⲱⲣⲃ̄ be broken <hôrB> /ˈho.rβ̩/20 #37$54# 

9. ⲱⲣⲃ̄ restrict <ôrB> /ˈʔo.rβ̩/ #17$54# 

10. ⲥⲟⲟⲩⲛ̄ know <soouN> /ˈsɔ.wn̩/ #37$65# 

b. ccC#のパターン

1. ⲕⲣⲟⲙⲣⲙ̄  be dark <kromrM> /ˈkrɔm.rm̩/ #1575$55# 

2. ϩⲗⲟⲙⲗⲙ̄  be complicated <hlomlM> /ˈhlɔmlm̩/ #3675$55# 

c. cCc#のパターン

1. ϩⲟⲙⲛ̄ⲧ copper <homNt>  /ˈhɔ.mn̩t/  #37$551#

2. ϣⲟⲙⲛ̄ⲧ  three <šomNt>   /ˈʃɔ.mn̩t/ #37$551# 

3. ⲉⲙⲛ̄ⲧ west <emNt> /ʔɛ.mn̩t/ #7$551# 

以上の 50 例は，(8)で用いた制約群と制約ランキングで説明できる例であるが，これを用い

ても，説明できない例が少数あった． 

(12) 

a. ⲕⲣⲙ̄ⲣⲙ̄ murmur <krMrM> /krmrm/ #15555# 

b. ϩⲣⲃ̄ form   <hrB> /hrβ/ #354# 

c. ⲧⲱⲃⲥ̄ goad   <tôBs>  /toβs/ #1743# 

d. ϭⲗ̄ⲙ̄ sticks  <cLM> /kʲlm/ #155# 

e. ϩⲙⲟ̄ϫ be sour  <hMoč>  /hmɔtʲ/ #3571# 

f. ϩⲣⲟ̄ⲕ be still human <hRok>   /hrɔk/ #3571# 

g. ⲃⲃ̄ⲣⲏϭⲉ  lightning <Bbrêce>  /ββrekʲə/  #445717# 

20 8-10 の例は、ソノリティピークに SS がきていないが、「① 一音節内に非成節的な/j, 

w, m, n, β, l, r/が連続してはならならないとする制約 >> ②初頭音節以外の音節は，頭子

音を 1 つ持たなければならないとする制約 >> ③ソノリティピークは音節核を形成する

とする制約。」の制約ランキングで SS の位置に音節核がくる。 
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(12a.)は，1) /krm̩.rm/でも 2) /kr.̩mrm̩/でも最適解である．しかしながら，この語は重複語

であり，語形成の仕方を考えれば，2)は，重複部(reduplicant)と基体部(base)の境界をまた

いで，音節境界がひかれるが，1)は重複部と基体部の境界と音節境界が一致しているため，

1)のほうがより自然であるといえるであろう．また，(12d.)は，これまでと異なり，

sonority plateau の全体に，SS が引かれていると考えれば，説明がつく． 

 しかしながら，残りはまったく説明できない．すなわち，(12b.)の<hrB>/hrβ/，(12c.)の

<tôBs>/toβs/，(12e.)の<hMoč> /hmɔtʲ/，(12f.)の<hRok>/hrɔk/ ，(12g.) の<Bbrêce>/ββrekʲə/であ

る． これらは今後，説明されなければならない．可能性のある説明としては，いくつかの

形態素から，これらの語が形成された，とする説明がある．すなわち，(12b.)<hrB>は{hr}と

{b}から，(12c.)<tôBs>は{tô}と{bs}から，(12e.)<hMoč>は{hm}と{oč}から，(12f.)<hRok>は

{hr}と{ok}から，(12g.) <Bbrêce>は{b}と{brêce}から，エジプト語のある歴史的段階で語形

成によって誕生し，その形態素境界がコプト語でも意識されたために，上記のような SS の

つけ方がなされた，とする説明である．しかしながら，今回，Cerny (1976)の語源辞典をみ

ても，そのような説明の証拠となるデータは得られなかった．今後の歴史的研究が待たれ

る． 

5. おわりに

以上，コプト語サイード方言の，スープラリニアーストロークが成節性を表すかについ

て，音韻論的立場から検証を行った． 

 その結果，以下の事が分かった． 

(13) 

SS 付きの子音 M N B R L 

出現数 58 47 30 22 18 

 調べた語（自由形態素，動詞は基本形，複合語はなし）のうち，SS が付されているの

は，(13)からもわかるように，ソノリティが母音や半母音の次に高い<M >/m/, < N>/n/, < 

B>/β/, < R>/r/, < L> /l/であった21．ソノリティピークに SS が対応している例は，全 171 語の

うちの，114 語，対応していない例は，57 語であった．対応していない例で，「① 一音節

内に非成節的な/m, n, β, l, r/が連続してはならならないとする制約>> ②初頭音節以外の音

節は，頭子音を 1 つ持たなければならない制約 >> ③ソノリティピークは音節核を形成する

制約」という制約群と制約ランキングで音節形成を考えて説明できる例は，57 語中 50 語で

あった．それでも説明できない 7 語のうち，他の要因で説明できるものは，2 語であり，説

21 出現数であるため，単語数とは一致しない．例えば，ⲧⲗⲧ̄ⲗな̄どは，２つカウントされる． 
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明できないものは，5語であった．よって，説明し得るものは，166 単語で，全体の 95%で

あった． 

 本稿によって，「SS=成節子音」説は，自由形態素についていえば、5 語の例外はあるも

のの，調べた単語の 95%について成り立つことがわかり，音韻論的にも有力であるという

ことがわかった．残る課題は、拘束形態素についてである。拘束形態素は、自由形態素と

異なる SS の配置の仕方を呈する。今後は、拘束形態素を中心に研究を進めていきたい。 
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編集後記
『言語記述論集』第６号をご覧いただき，ありがとうございます．引き続き電子出版とな

りましたが，今号は前号の倍ほどのボリュームです．現在の記述研の活気を表すことができ
た今号の出版を，とても嬉しく思います．記述研は京都大学に拠点を移し，現在も活動中で
す．研究会の開催は不定期で，メンバーも変わりつつありますが，「言語の学」に徹するその
姿勢は受け継がれているように感じます．今後とも記述研究会をよろしくお願いいたします．
ホームページのアドレスが http://lg.let.kumamoto-u.ac.jp/kijutsukenに変わりまし

た．研究会の活動や，過去の論文を見られるよう更新する予定です。是非一度ご覧ください．

(2014年 3月，伊藤雄馬記)
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